日本语能力拓展课 教案(ABCD)
   本教案紧扣我系制定的教程《日本语能力拓展课程》之主旨与基调而展开的。
● 教材： 日本语能力拓展教程（即将出版）

章节： 16章（分为A级、B级、C级、D级）
构成： 1）语词的意义及用法与句型句式
2）实战练习
3）文章的阅读与理解

● 课时安排（大致上）
A级：8小时；B级：9小时；
C级：11小时；D级：15小时
● 本教案附件
        附件―１
                銀貨や銅貨はなぜ丸いか 　　 （文章の構造分析とその読解）
読解問題の（三）            （文章の構造分析とその読解）
（标准日本语中极教程） 住まいの工夫 （文章の構造分析とその読解）
        附件―２
               文字・語彙  ＜私立华联大学 外语系＞     （1页／每周；共34页）
        附件―３ 
               類義語の使い分け（词义辨析）    （1-2页／每周；60-100对；课外时）
● 本教案教学方式

           传统方式与现代多媒体结合（前者为主，后者为辅）
本教案（10万1千字；126页）今后将继续调整、充实、完善、提高、实现更高效教学。
A部分
第一章

(1)「上」（名词）的四个意义和用法
上・うえ

１、具体的な意味

＜１＞位置・場所より高い所

上に引っ張る／上へ引っ張る。上から下を見る。上のほうを見る。上から吊るす。クロスバ～の上を超える。雲の上は晴天だが、雲の下は雨だ。上には書斎と寝室がある。頭の上を飛ぶ。上に行く。上に行けば上に行くほど空気は薄くなる。

＜２＞物体の一番高い所、てっぺん。

山の上。東京タワ～の上。東京タワ～の上まで歩いて登った。上から三行目。頭の上が少し寂しくなってきた。

＜３＞表面・上部・外側。

机の上。棚の上。棚の上の道具。雪の上を滑る。湖の上を照らす月。水の上をヨットで走る。テ～ブルの上にリンゴがある。下絵の上に色をつける。「上着の上にコ～トを着る」
＜４＞発言・文章中の順序が先。

上に「さ」のつく言葉。上に述べた理由によって。この言葉は上の文と下の文をつなぐ働きをしている。

＜５＞程度・地位・等級などがまさる。

上の学校。上の人。成績が僕より上だ。上からの命令・指示。日本語の能力は彼のほうが上だ。彼は人の上に立つ柄ではない。

＜６＞年齢が高い。

いちばん上の兄。いちばん上の姉。いちばん上の息子。いちばん上の娘。上の子は大学に、下の子は中学校に行っている。二歳上の人。彼は私より三つ年が上＜＝年上・としうえ＞だ。

２、抽象的な意味

① ～上                     （表示“位置在高处的”、“表面”）／
② ～加上                   （表示“累加、递进”）／
③ ～上／在…上             （表示“方面”：在…方面）／
④ ～在…基础上（再）       （表示“基础上”：在…之后）／
⑤ ～上＝已然。「～上は」    （「は」＝前提／条件）既然…就…
                              「～上は」＝「上＋は」＝已然＋条件＝既然…
   丰富生动的实例，分别是：

① ～上   （表示“位置在高处的”、“表面”、“上面”）：

▲ 机の上、本の上、雪の上、橋の上、頭の上、山の上、壁の上、草の葉の上、…
▲ 蓮＜はす＞の葉の上に、美しい蜘蛛＜くも＞が一匹いる。
▲ 本は机の上にある。そしてペンもノ～トも、机の上にある。

▲ 橋の上を駄馬が車を輓＜ひ＞いて通って行った。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　    　（提示：此义及用法已学过）

② ～加上，加之，而且   （表示“累加、递进”之并列意）／
▲ 品物が悪い上に値段が高い。／値段が安い上に品質が優れている。
▲ 値段が安くておいしい上に、メニュ～も豊富だ。

▲ 彼は詩人である上に、政治家でもある。
                              （要点：多并列累加表示状态的形容词和动词义）

③ ～上／在…上，在…方面   （表示“方面”）／
▲ 仕事の上（で）、生活の上（で）、思想の上で、学習の上で、理論の上で、実践の上で、年齢の上で、美術の上で、心持の上で、憲法の上で、……

▲ 理論の上では成功しているはずだったが、実験の上では失敗した。

▲ その映画は、経営の上にも技術の上にも急速な発達を遂＜と＞げているのだ。
（如：＜在＞工作上＝＜在＞工作方面／汉日同义，用法同）

④ ～在…基础上（再）／在…之后再   （表示“基础上”：在…之后）

▲ 説明を聞いた上で、旅行のコ～スを選びたいと思う。
▲ サンプルを見た上で、買うかどうかを決めるのだ。
▲ それは、詳しく聞き終わった上でなければ分らないのだ。
⑤ ～上＝已然。「～上は」＝「上＋は」＝已然＋条件＝既然…（就）

▲ 見られた上は仕方がない。

▲ 事態がこうなった上は、もう彼一人に任せてはおけない。
▲ この上は自然の成行きに任せるよりほかはないと思う。
                                       （此用法，暂且只求记住即可，也是文言性质）

    ※（以上每个用法，提醒学生注意一般场合下的固定使用形式）

●「上」这个“点”的各个语义在横向的“面”上的拓展：

① ～上                      （表示“位置在高处的”、“表面”）／
② ～加上                    （表示“累加、递进”）／
③ ～上／在…上              （表示“方面”：在…方面）／
④ ～在…基础上（再）        （表示“基础上”：在…之后）／
⑤ ～上＝已然。「～上は」     （「は」＝前提／条件）既然…就…
                               「～上は」＝「上＋は」＝已然＋条件＝既然…
具体是：

① 方位名词，表示“上”（ 在最基本的方位词上扩展）：
⇒  下・左・右・前・後ろ・左側・右側・中・外・傍・横・側・

⇒  真ん中・傍ら・周り・辺り・辺・東・西・南・北・……。
② 表示“累加、递进”（ 并列或累加类义上扩展）。加上／而且／加之：
⇒  その上＜に＞…・…し・…ば、
⇒  …だけでなく…も、…ばかりでなく…も、
⇒  …ばかりか、…のみか、…のみならず、
⇒  …て…・连用形中顿法、……。

③ ～上／在…上／在…方面     （表示“方面”）／
⇒  面＜めん＞、方面、方＜ほう＞、点＜てん＞、

⇒  上＜じょう＞、的＜てき＞
④ ～在…基础上（再）     （表示“基础上”：在…之后）／
⇒  …した後＜のち＞、…した後＜あと＞、…した後で、…した後で、

⇒  …て、…てから、…したら、…した結果、…末に、…あげく
⑤ ～上＝已然。「～上は」  （「は」＝前提／条件）既然…就…
⇒  …以上＜は＞、…からには、…からは、
⇒  …ては、…かぎり、…上からは
   以上每个意义及其用法，基本上算是现代日语常用的基本范围了，视时间而定，或根据难易度，最好作出具体实例来。

(2)「限り」（名词）
①　限，极限，界限，限度 （一般名词用法）

②　限，限定，限于      （体言+限り）

③　限，极限，极        （形容詞／形容动词＋限りだ）（表示“程度”之极限）

④　尽…所…／就…所…   （＝极限＜＝最大范围＝极限范围＞）（～限り＜では＞）
⑤　尽…，尽量…        （＝极限＝达到最大限度＝最大の限度まで）

⑥　只要…就…          （表示条件。亦即＝极限＝极限点）（～限り＜は＞）
丰富生动的中肯实例，绝对不能少，其意义及用法分别是：
①　限，极限，界限，限度     （一般名词用法）
▲ 限りがある・限りある／限りがない・限り無い（有限，有限度／无限，无极限）
▲時間・空間・条件・能力に限りがある／宇宙・能力・愛は限り＜が＞ないのだ。
▲限りなく／限り無く大きい・広い・小さい・続く（无限大・无限小・无限延伸）
      （课堂上，还可举更多的搭配或例子／第三是副词修饰形容词，可做扩展示例／都带“限”字）
②　限，限定，限于，只限，仅限   （体言+限り）（表示“限定”）

▲ チャンスは一回限りだ／人間の生命は一回限りだ。（人的生命只限一次）

▲ その場限りの仕事だ／もうこの土地にいるのも今晩限りだ。（…也仅限今晚）
▲ 本日限りの大安売り／あの問題が、もはや個人限りの問題ではなくなっている。
                      （表示“限定”，直接用在体言之后，也离不开“限”字。汉语也同样用法）
③　限，极限，极（=极限 （形容詞／形容动词＋限りだ）（表示“程度”之极限）

▲ 嬉しい限りだ／悲しい限りだ。（高兴极了／悲伤极了／伤心极了／伤心死了）
▲ 寂しい限りだ／羨ましい限りだ。（寂寞极了／寂寞死了／令人羡慕极了）

▲ 貧しい・美しい・楽しい・苦しい・恐ろしい・惜しい・厳しい・……

▲ 残念な・貧乏な・元気な・残酷な・賑やかな・静かな・不愉快な・……

    （表示形容词所达到的“程度”之极／限＝极限＝极，也都离不开“极限”义。另，像“死、透、坏、太”等词，也可表示这个表程度的“极”。如：以上的“寂寞极了、寂寞死了、寂寞透了、寂寞坏了、太寂寞了”等。如此开导学生去理解、去学习、去翻译、去表达）
限りだ
この近所で殺人事件があったらしい。恐ろしい限りだ。
彼女が遠くに引っ越すのは、寂しい限りだ。
みんな無事に帰ってきて、嬉＜うれ＞しい限りです。
あんなことを言ってしまって、お恥ずかしい限りです。
親友の結婚式に出られないとは、残念な限りだ。
自分の作品がこんなに大勢の人に評価されるとは、本当に嬉しい限りだ。
世界中あちこちを旅行するなんて、うらやましい限りだ。

④　尽…所…／就…所…  （～限り＜では＞）（＝极限范围＜＝最大范围＞）

▲ 私の知る限り、彼は絶対にそんな人ではない。（尽我所知，他绝对不是那种人。）

▲ が、私の見た限りでは感心したいのはほとんど無い。（尽／就…最大极限或范围）
▲ 私が聞いている限りで、全員六時にに到着するということだが。（就我所听到的）
（尽／就…所…／尽／就＝极限＜＝极限范围＝最大范围＞／也都始终离不开“极限、极尽”之意／常用「知る」「見る」「聞く」「調べる」等几个动词）

⑤　尽…，尽量…  （＝极限＝达到最大限度＝最大の限度まで）

▲ できる限り早く処理する／できる限りの看護 （尽可能快地处理／尽可能的护理）
▲ 可能な限りの調査を行う／力の限り戦う／力の及ぶ限り尽くす（竭尽全力而战）
                     （以上也都是“极限＝极尽”之意，离不开表示“达到最大限度”之意）

⑥　只要…就…  （表示条件。亦即＝极限＝极限点）（～限り＜は＞）
▲ 学生である限り、校則を守るべきだ。（只要是学生，就应当准守学校规定）

▲ 君がここにいる限り僕も付き合う。

▲ 実践しない限り真の知識を身に付けることはできない。（只要不…，就…）
▲ 謝らない限り許さない。                            （只要不…，就…）

（表示条件，“只要…就…”。其中的“只”＝“仅”，亦即“一个、唯一”，而“一个、唯一”，亦即＝极＝极限＝极限点。所以，这个意义及用法，也还是始终围绕着“极限”之义而运动并演变如此的）

●「限り」这个“点”的各个语义在横向的“面”上的拓展：
①　限，极限，界限，限度     （一般名词用法）
②　限，限定，限于          （体言+限り）（表示“限定”）

③　限，极限，极            （形容詞／形容动词＋限りだ）（表示“程度”之极限）

④　尽…所…／就…所…       （＝极限＜＝最大范围＝极限范围＞）（～限り＜では＞）

⑤　尽…，尽量…            （＝极限＝达到最大限度＝最大の限度まで）

⑥　只要…就…              （表示条件。亦即＝极限＝极限点）（～限り＜は＞）
具体是：

①　限，极限，界限，限度 （一般名词用法）
⇒  限、极限、界限、限度、限制、限る、……
②　限，限定，限于，只限于，仅限于。      （体言+限り）（表示“限定”）

⇒  …だけ・…のみ・…ばかり・…きり・…オンリ～・
⇒  …しか＜ない＞・…より＜ない＞、…ほか＜ない＞……。
③　限，极限，极    （形容詞／形容动词＋限りだ）（表示“程度”之极限）

⇒  極めて、至って、この上なく、いちばん、最も、

⇒  とても、たいへん、ずいぶん、かなり、相当、たいぶ、……

④　尽…所…／就…所…  （＝极限＜＝最大范围＝极限范围＞）

⇒  …ところでは、～限りで＜は＞
⑤　尽…，尽量…   （＝极限＝达到最大限度＝最大の限度まで）

⇒ 　出来るだけ、なるべく、なるたけ、できれば、……
⑥ 表示最低或最小的条件（只要…就…）。
⇒  …限りは・…さえ…ば・…さえ…たら・…さえ…なら・
⇒  …あいだは・…うちは・…ば・…以上は、……。
(3) 〜かねる
１一つで二つ以上の働きをする。
㋐一つの物が二つ以上の働きを合わせもつ。一つの物が二つ以上の用をする。「大は小を―・ねる」「書斎と応接間とを―・ねた部屋」
㋑一人が二つ以上の職を受け持つ。他の仕事も合わせ行う。兼任する。「首相が外相を―・ねる」「商用を―・ねて上京する」
２他の動詞の連用形に付いて用いる。
㋐…しようとして、できない。…することがむずかしい。「納得し―・ねる」「何とも言い―・ねる」
㋑（「…かねない」などの形で）…するかもしれない。…しそうだ。「悪口も言い出し―・ねない」
(4) 〜ことはない
㋐　（「…ということだ」「…とのことだ」などの形で）噂。伝聞。
「彼も結婚したということだ」
㋑　（「…ことがある」などの形で）場合。
「ときどき郵便物が返ってくることがある」
㋒　（「…ことがある」などの形で）経験。
「アメリカなら行ったことがある」
㋓　（「…ことはない」などの形で）必要。
「そこまでしてやることはない」
㋔　（「…だけのことはある」などの形で）価値。
「専門家に任せただけのことはあって、見事な出来だ」
「わざわざ出かけただけのことはあった」
㋕　（「…のことだ」などの形で）ある言葉の指し示す対象である意を表す。
「九郎判官とは源義経のことだ」
㋖　（「…ことにする」「…こととする」などの形で）決定する意を表す。
「やっぱり田舎に帰ることにするよ」
㋗　（「…ことにしている」などの形で）意図的な習慣にしている意を表す。
「毎朝ジョギングすることにしている」
㋘　（「…ことになる」「…こととなる」などの形で）結果的にそうなる意を表す。
「今度の会談で、国際情勢は新たな局面を迎えることになった」
㋙　（「…ことになっている」などの形で）既に規則や予定で、そう決まっている意を表す。
「法律で弁償しなくてはならないことになっている」
「来秋から留学することになっている」
㋚　（「…ことだ」などの形で）話し手自身の判断に基づいた進言・忠告である意を表す。
「入院を機に、ゆっくり休むことだ」
「彼にはよく謝っておくことだな」
㋛　（「…をこととする」などの形で）その行為に没頭していること、それを当面の仕事としていることを表す。
「晴耕雨読をこととする」
７　それに関して言えば、の意を表す。
「私ことこの度転居致しました」
(6) しか～ない／～しかない／～としか
名詞、名詞的な語、動詞の連体形、形容詞・形容動詞の連用形、一部の助詞・助動詞などに付く。打消しの語を伴って、特定の事柄以外のものを全く否定する意を表す。
「この道を行くしかない」　　→きり　　→だけ
近世以降用いられ、限定の助詞に付けて「きりしか」「だけしか」「ほかしか」「よりしか」の形で、「しか」を強めていう場合もある。
「～だけしか」

下に打消しの語を伴って、特定の事柄以外のものを全く否定する意を表す。「しか」の強調表現。「会場には本人だけしか入れない」
格助詞＋しか

が＋しか　　　×

～から／～で／～と／～に／～へ／～の／～まで／～より／～を＋しか…（ない）
(7) ～しだいだ／～しだい
１、物事が行われる際の一定の順序。
「式の―を書き出す」
２、今まで経過してきた状態。なりゆき。
「事の―を話す」
３、物事の、そうなるに至った理由。わけ。事情。
「そんな―で明日は伺えない」
［接尾］　名詞に付いて、その人の意向、またはその事物の事情のいかんによるという意を表す。
「この世はすべて金次第」「あなた様の運命の値段は、あなた様次第でございます。」
「天駆と書き、あるいは天狗と書く。これは彼のその時の気持次第である。」
「教育映画としての優劣はこの案内の仕方の優劣次第できまるのである。」
「もっとも、物の価値は使う人次第でどうにもなる。」
「おじさんの話次第では、宿屋もみつけてくれるかもしれないよ。」
一旦…就
用言連体形+しだいだ（或…次第で／…次第は）表示原委、因由或情况。

体言+しだいだ（或次第で／次第では）全凭、要看（视）…而定／取决于…
参考：こういう次第で・そういう次第で～。こんな次第で～・そんな次第で～。こうした次第で・そうした次第で～。
连体形／体言の］＋次第だ＜或：～次第で／～という次第だ＞／情况／缘由／原委／经过／情形
思案に余った末、まことに恐懼に堪えない次第ではあるけれど、一つ思い当たることがあった。（佐藤垢石　にらみ鯛）　
「まことにお恥かしい次第でございます。」と、番頭は泣くように言った。「別に病気というわけでもございませんが……。」（岡本綺堂　怪獣）

云わば背水陣的な気持で引受けた次第である。
そこで、娘に蝗を捕らせて食った次第であるが、動物を食べたのは数ヵ月振りだ。
絶対中立という態度は取れんと思うから、わたしがわざわざ出掛けて来た次第だ。
もし抗議があったらわが輩にも言い分はある。ちかごろはその抗議を密かに待っているような次第だ。
そこで私は仕方なくこの温泉宿へやって来たという次第だ。
２動詞の連用形に付いて、その動作が行われるままにという意を表す。「手当たり―に投げつける」「望み―に買い与える」３動詞の連用形または動作性の名詞に付いて、その動作がすむと直ちにという意を表す。「満員になり―締め切る」「本が到着―送金する」
～によって決まる。～次第できまる。
～如何によって決まる
感興の高さ、深さの如何によって、作品の調子がきまるわけです
［体言］＋次第＜だ＞。类义形：～によって決まる＜～によっては＞「～によって決まる、順番で自然にそうなる ／ 由…而定」全凭～／要看～如何～／由～而定
これからも生きられるかどうかは、お前の努力次第だ。（芥川龍之介　青年と死）
地獄の沙汰も金次第、錢の儲からない奴は相手にならぬ。
１、無駄をしていたわけではないが、前述のような次第で思わず時日を費やしたので、随分精出してやりましたけれども、（高村光雲　幕末維新懐古談）
２、言わば、僕自身の露呈に外ならぬ次第で、そうまで自分を表現したければ、「坂口安吾論」を自分で書けばいいようなものではあるが、未だにそういうものを書かないのは、書く必要、書く意味を認めていないからである。（坂口安吾　作家論について）
３、……、予約した部屋がまだ一ツ空いてるが、この汽車で予約の人が着かないからたぶん雨で来ないのだろうという次第で、水明館へ滑り込むことができた。（坂口安吾　飛騨の顔）
（８）～だけ／～だけでなく～も／～だけあって／～だけに
限定
動可能态+だけ+同一動詞　　動ます形+たい+だけ+同一動詞
［副助］名詞、活用語の連体形、一部の助詞に付く。
だけ
１分量・程度・限度を表す。…ほど。…くらい。…かぎり。「走れるだけ走ってみよう」「どれだけの人が苦しんでいるか」

２範囲を限定する意を表す。…ばかり。…のみ。「学校だけでなく家庭での指導も大切だ」

３慣用的に用いられ、種々の意を表す。
㋐　「…ば…だけ」「…たら…ただけ」の形で、一方の程度が高まるのに比例して、他方の事柄・状態の程度も高まる意を表す。…につれていっそう。
「注意すればするだけ反抗する」
「読書したら読書しただけ人生の深みが増す」

㋑　多く「…だけあって」「…だけのことはある」「…だけに」の形で、素質・能力・価値が相応に発揮される意を表す。
「横綱だけあって強い」
「苦労しただけのことはある」→だけに
㋒　「…だけでは」「…だけでも」の形で、限定された条件を表す。
「口先だけでは実現できない」
「名前だけでも参加してほしい」→だけに
「～だけに」［連語］
１　限定の意を強める。…に限って。
「友だちだけに話す」
２　…であるから、なおのこと。
「期待が大きかっただけに失望も大きかった」
３　…であるから、それにふさわしく。
「りっぱな人物だけに多くの人から慕われている」
「～だけしか」下に打消しの語を伴って、特定の事柄以外のものを全く否定する意を表す。「しか」の強調表現。「会場には本人だけしか入れない」
（９）～ため（に）
ため・為
１ 利益があること。役立つこと。「為にならない本」「子供の為を思う」
２ 原因・理由。わけ。「雨の為に延期する」

３ 目的や期待の向かうところ。「健康の為に運動をする」

４ 一定の関係のあること。…にとっては。「私の為には叔父にあたる」
為になる　　　役に立つ。利益になる。「先生の話は、とても―・った」
為にする　　　

ある目的に役立てようとする下心をもって事を行う。「我輩固(もと)より―◦する所ありて私立を主張するに非ず」〈福沢・学問のすゝめ〉

（10）～とおり（に）／…とおりの／…とおりだ
とおり／通り　　どおり／通り
１　㋐人や車のとおるところ。道路。往来。
「にぎやかな通り」
㋑　（「…どおり」の形で）地名・場所などを表す名詞の下に付いて、その道筋・道路である意を表す。
「銀座通り」「裏町通り」

２　人や車が行ったり来たりすること。通行。ゆきき。往来。
「車の通りが激しい道」

３　同じ状態・方法であること。
「予想した通りの成果が出た」
「私の言った通りだ」「今までの通りに行う」
［接尾］助数詞。

１　組になっているものを数えるのに用いる。　「道具を二通りそろえる」

２　種類を数えるのに用いる。　　　　　　　　「やり方が三通りある」

実戦練習　　２４題
難点・要点／まとめ
＜１＞こと
１、…ことになる　／ことにする　／　　決まる・決める
２、…ことになる　／　自然な成り行きの結果
３、…ことになっている　／ことにしている　　予定・規定／習慣
４、…したことになる　／…したことにする　　　仮定
㋖　（「…ことにする」「…こととする」などの形で）決定する意を表す。
「やっぱり田舎に帰る事にするよ」
㋗　（「…ことにしている」などの形で）意図的な習慣にしている意を表す。
「毎朝ジョギングする事にしている」
㋘　（「…ことになる」「…こととなる」などの形で）結果的にそうなる意を表す。
「今度の会談で、国際情勢は新たな局面を迎える事になった」
㋙　（「…ことになっている」などの形で）既に規則や予定で、そう決まっている意を表す。
「法律で弁償しなくてはならない事になっている」
「来秋から留学する事になっている」
＜２＞比較・使い分け
…ことだから、…ものだから
｢ことだから｣
名詞の＋ことだから
表示说话人判断的依据。一般接在表示人物的名詞后面，用于从说话人、听话人都熟知的某个人物的性格、行为、特性、或习惯等做出某种“因果关系”的判断。
真题例
有能な博くんのことだから、きっといい仕事をするだろう。／因为博君很能干，所以他的工作一定能做得很好。    

（从他的“能干”（=性格、行为、特性），因果关系地推断出：“きっといい仕事をする”）

真题例
まじめな田中さんのことだから、約束は守ると思います。
“まじめ（认真）的他”（=性格、行为、特性），因果关系地推断出他会“約束を守る”的

買い物好きの彼女のことだから、旅行先でもショッピングに一番時間をかけるだろう。
“買い物好き（喜欢购物）的她” （=性格、特性、或习惯），因果关系地推断出：“ショッピングに一番時間をかける（在SHOPING上花最多的时间）”。
気が弱い弟のことだから、いやだと思ってもはっきり断れないのだ。
あのグルメの山田さんのことだから、食べたことのないものなんてないよ。
｢ものだから｣
活用語の連体形に付いて、原因・理由を表す。…から。…ので。

委婉地表示前项是后项的原因或理由。
多用于对预想不到的或出于非本意等个人性质的理由进行强调的场合，是对后项所出现的情况或结果所作的一种辩解或解释。
急なお話でしたものだから、驚きました。

“急なお話”=“预想不到的”。=“个人性质的理由”。对出现“驚きました”这个结果或情况做“辩解或解释”。

行きたくないものだから、何かとけちをつける＜挑毛病＞のだろう。

君が大きな声を出すものだから、鳥が逃げてしまった。
その辺まで参りましたものだから、ちょっとお寄りしました。
読解問題　　３
難点・要点／まとめ
＜１＞語彙・慣用句とその説明など
●　ストレスが溜まる／リラックス／思いきり／
●　ようになっている／じゃまになる／ようにできている
●　「いただきます」／どちらかというと／ようになる／言わされる＜使役受身＞
＜２＞文章・段落の構造など
●　ストレスとの関係が深い自律神経は、呼吸や血液循環といった体の大切な働きをコントロールしていて、緊張や興奮を促す交感神経と、リラックスや安静を促す副交感神経が優位な状態に切り替わることによって起こるそうです。
＜３＞文章の構造分析　　　　（见本教案附件-1）
銀貨や銅貨はなぜ丸いか 　　（文章の構造分析とその読解）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第二章

（11）～なら
［副助］《断定の助動詞「なり」の未然形から》体言に付く。話題となるものを取り上げて示す。…について言えば。
「母―間もなく帰ると思います」
［並助］《近世語》いくつかの事柄を並列して言うのに用いる。…といい、…といい。「姿―面体―、京のどなたの奥様にも誰が否とはいなば山」〈浄・堀川波鼓〉

なら《断定の助動詞「だ」の仮定形》⇒だ［助動］
助動］［だろ｜だっ・で｜だ｜（な）｜なら＜ば＞｜○］名詞、準体助詞「の」などに付く。
断定する意を表す。
「今日は子供の誕生日だ」「学生は怠けるべきではない」
「熱が高いのなら会社を休みなさい」
（「なら」「ば」「と」「たら」の使い分けなど）
（12）にしては　　　　　（わりには）
「～にしては」 和「～わりに＜は＞／～割に＜は＞」

「～にしては」　表示前项条件和后项结果，在比较之下，结果出现或高出或低于预想或标准的落差（多为相反的、或不符的判断结果）。后项带有说话人的主观评价（赞赏、责备、挖苦等）语气。＝「…＜な＞のに」之意。＝「…割に＜は＞／…その割に＜は＞」之意。
按…说来（则算／算是／还算…）／就…来说（则算／算是／还算…）／作为…来说（则算／算是／还算…）。
●　新人＜しんじん＞にしてはずいぶんよくやった。
||彼は、五十にしては、とても若＜わか＞く見える。
||初めてにしては、よく出来た。
||洗ったばかりにしては汚＜よご＞れている。

分析例-1：  新人＜しんじん＞にしてはずいぶんよくやった。／按一个新手来说，做得蛮好。
（1）新人＜しんじん＞（新手／新人），一般来说：“一般般的表现”。前项条件
（2）ずいぶんよくやった（做得蛮好）。       　　　　　　　　　后项结果
可见，（1）的前项条件，和（2）的后项结果，比较之下，出现了一定的落差（即：不协调的落差＝“一般般”和“蛮好”的落差）。这个不协调的落差（或偏差），也是一种转折，其意即：按一个新手来说，做得还蛮好。
分析例-2：  洗ったばかりにしては汚＜よご＞れている。
／作为刚洗好的来说，则算是很脏了。
（1）洗ったばかり（刚洗的），一般来说是：“洁净”的。前项条件
（2）汚＜よご＞れている（脏了／肮脏了）。         后项结果
可见，（1）的前项条件，和（2）的后项结果，比较之下，出现了一定落差（即：不协调的落差＝“洁净”和“肮脏”的落差）。这样不协调的落差（或偏差），也是一种转折，其意即：作为刚洗好的来说，则算是很脏了。
    再如：

||この辺＜へん＞は都心にしては静かなほうだ。

||このアパ～トは都心にしては家賃＜やちん＞が安い。

||一流のデパ～トにしては品数＜しなかず＞が少ない。

分析例-3：  この辺は都心にしては静かなほうだ。

／这一带，作为市中心来说，算是清静的了。
（1）都心（都市中心／市中心），一般来说：“喧闹／喧嚣／尘嚣”。 前项条件
（2）静かなほうだ（算是清静／宁静／安静）。           　　　　后项结果
可见，（1）的前项条件，和（2）的后项结果，比较之下，出现了一定落差（即：不协调的落差＝“喧闹／喧嚣／尘嚣”和“清静／宁静／安静”的落差）。这样不协调的落差（或偏差），也是一种转折，其意即：这一带，作为都心来说，算是清静的了。
再如：

||貧乏人にしてはずいぶん立派なところに住んでいる。

||彼にしてはよく頑張った。

||化粧をしているのかもしれないが、浜の女にしては、珍しく色白だった。
    以上每句「～にしては」前接的是名词或名词性短语／以下各句「～にしては」前接的则是动词。它们表示“转折”的原理、用法及意思，跟上面的各句一样。
●　彼は十年も日本にいるにしては日本語が下手だ。||あれだけ働いたにしては、ボ～ナス（奖金）が少なすぎる。||この絵は小学生が書いたにしては、よくできている。||この字は子供が書いたにしては上手だ（这字，作为一个小孩子所写的来说，相当不错）。

「～わりに＜は＞／～割に＜は＞」　表示就两个相互比例的事物，一方相对应于另一方的程度之出入或偏差（即：转折）。亦即：前后两项在通常应有的比例上失衡或不协调。＝「…に比べて」之意。＝「…にしては」之意。＝「…の割合に」之意。 

按…比较（则在比例上有出入或偏差＝转折）／虽然…却…（在比例上有出入或偏差＝转折）。
||　　値段の割に質が悪い。

||　　値段の割に品が良い。

||　　値段の割にはよく出来ている。

||　　田舎＜いなか＞の割に騒々＜そうぞう＞しい。

||　　体の割に小さい瞳＜ひとみ＞だ。

||　　総じて北海の川は、長さの割に川口が広い。
分析例-1：  値段＜ねだん＞の 割に 質が悪い。／按价钱来比，质量很差。
（1）値段，在相对应的比例上，一般应是（价＝质）：“质量好的”。前项“値段”

（2）質が悪い（质量很差）。       　　　　　　　　　　　　　后项“質”

可见，（1）的前项事物“値段”，和（2）的后项事物“質＜が悪い＞”，经过做比例上的比较之下，出现了出入或偏差（即：转折）。
也就是说，这样的价钱就应当等于相对应的“质量好”的结果的，可是却发生了前后两项在比例上失衡这样的转折，其意即：按价钱来比，（其）质量很差。
 再如：

●　彼は年の割に老＜ふ＞けて見える。||二十六歳の割に老けて見える彼は…||老人の割には足が速い。||九斤老太は年の割に耳が敏＜はや＞かった。||博士が、年齢の割に矍鑠＜かくしゃく＞たる原因は、一つは博士の旺盛なる食慾にある。
以上每句，「～割に＜は＞」所接续的都是体言（名词）。以下所接的则是用言（句子）。
●　人が多い割に生産能力が低い。
||  ――家の小さな割に地面の広いのが望みである。
||  舎衛城は人口の多い都である。が、城＜しろ＞の面積は人口の多い割に広くはない。
分析例-2：  人が多い  割に  生産能力が低い。
／人很多，可（在对应比例上）生产能力却很低。
（1）人が多い（人多），按一般基准来说应是：“生产能力高或大”。  前项
（2）生産能力が低い（生产能低）。                              后项
可见，（1）的前项“人が多い”，和（2）的后项“生産能力が低い”，在比例上的比较下，出现了出入或偏差（即：转折）。也就是说，“人多”就应当等于相应的“生产能力高或大”的结果，可是却发生了前后两项在比例上失衡这样的转折，其意即：人很多，可是（在应有的相互比例上）生产能力却很低。
分析例-3：

舎衛城は人口の多い都である。が、城の面積は人口の多い割に広くはない。
／舍卫城是一座人口很多的都市。然而，城的面积人口虽多却并不宽阔。
（1）人口の多い，按一般基准来说应是：“＜城面积＞宽阔／很大”    前项
（2）広くはない（并不宽阔／并不很大）。                          后项
可见，（1）前项“人口の多い”，和（2）后项“広くはない”，在比例上，出现了出入或偏差（即：转折）。亦即应该是：“人口多”＝“＜城的面积＞宽大”的结果，可前后两项在比例上失衡了，其意即：舍卫城是一座人口很多的都市。然而，城的面积，人口虽多却并不宽阔。
（13）～に沿って・～に沿った
そう／沿う
＜１＞　長く続いているものに、離れないように付き従う。何かに並行した形で続いている。
「流れに沿って下＜くだ＞る」「道路に沿ってケヤキが植えてある」
「流れに沿った道」「線路に沿って歩く」「川に沿って行く／来る／歩く」
「山裾に沿って細い路＜みち＞がついていた」「川に沿って点々と昔ながらの紙漉場（かみすきば）を見られるでしょう。」

「村の南北に通じる往還（おうかん）に沿って、一軒の農家がある。」

＜２＞　（「添う」「副う」とも書く）決まり・規則・ル～ル・方針・形式や基準となるものに従う。　にしたがって
「政府の方針に沿って実施される」「時間の経過に沿って短く記述していきます。」「既定方針に沿って事を進める」「」「ＡＩＩＢは国際機関であり、当然、国際基準に沿って運営される」「合意内容に沿って行える」

＜３＞　要望や希望・期待・意向・目的などにかなう。
「要求に―・った回答」「ご期待には添＜そ＞えません。」
「意向・期待にそうよう努力します」
「ご希望には必ずしも沿わないかも知れないが」
（14）～にとって／…にとって／…にとっての／…にとっても
にとって／に取って　＜類義語：～には～／～のためには～＞
判断や評価の基準となるものを表す。…＜の立場・角度＞から見て。…として。   

「私にとって重要なものだ」「私にとって何よりも大事な品だ」「この額は学生にとって大金だ」「人類にとって、平和こそ最も望まれるものだ」
にとっても／に取っても  ［連語］

…＜の立場・角度＞から見ても。…＜の領域＞から考えても。他と同じ事態になることを表す。
「お正月は大人にとっても楽しいものだ」
「成果物としての著作は多くの愛する人にとって、いや一人にとっても後世への最大遺物だろう」

「政治にとっても経済にとっても世界の情勢は厳しい」
「それは誰にとっても重要なものだ」

にとっては／に取っては  　　にとっては～にとっては
「彼にとってはもうそんなことは問題ではなかった」「彼らにとっては、学問そのものはどうでもよいのである」
常人にとっては、狂人は異常であるが、狂人にとっては、常人がみな異常に見えるであろうことは、たやすく想像がつく。
或る人々にとっては何でもないこの千円が、私にとっては殆んど夢想に等しいものとなる。私は黯然とした。
ああいう旅行者にとっては、取るに足りないような寒村が、かえって詩人にとっては仕事をよく実らせてくれるのかも知れないのである。
にとっての／に取っての  
「ここに我々にとっての小さな仕事があるんだがね。」

「私にとっての困難はやはり」
「それはどんなにか私にとっての悦びであろう。」

「浅草公園の隅＜すみ＞のベンチが、老いて零落した彼にとっての、平和な楽しい休息所だった。」

「私に取って思い出の多かった源空寺門前の家とは、これで縁が切れたことになるのです。」

にとってこそ
けだし鉄道は商業にとってこそ有益だが、文芸にはむしろ害をなす、というのである。）

にとってさえ＜も＞

にとってすら＜も＞・にとってまで＜も＞
にとってだけ、にとってだけは

自分にとってだけは、主観の偶然性をそれだけ脱皮した客観性と必然性とを、この印象は持って来るのだ。
にとってだけでなく～にとって＜も＞
調べものや楽しみのために青空文庫を利用することは、自分にとってだけでなくまわりの人々にとっても自然のことでした。
ただ単に朝鮮人や日本人にとってだけでなく、世界全体にとっての重大な問題であります。（三好十郎　清水幾太郎さんへの手紙）
にとってのみ
彼女にとってのみ、この黄色の陰気な館が、その帳場の黴臭さすら、無上の喜びだった。
にとってのみならず～にとって＜も＞
しかし、ゴ～リキイの出現はロシアの文学にとってのみならず、当時の世界文学にとって一つの新しい驚きと喜びでした。
それを考えてみることは、ひとり「法律家」にとってのみならず、一般の人々にもかなり興味あることだと思います。
にとってのみならず～＜も＞
にとってばかりでなく～にとって＜も＞
然しながら、梅花に眸を定めその香に心を澄すことは、必ずしも詩人にとってばかりではなく、普通の吾々にとってもよい。
にとってばかりでなく～＜も＞
～にとり　　～にとりまして～　　にとりましては～／～にとりましても
～にとってかわる／～に取って代る／～に取って代わられる
「演劇が宗教にとって代るだろう」
「煎茶が粉茶に取って代わる」
「だから、機械が熟練にとって代わるということが、科学主義工業の建前である、とも氏は定義しているのである（熟練の大衆化）。」
（15）〜にわたって／〜にわたり／〜にわたる／〜にわたった
にわたって

１、ある範囲にまで及ぶ。また、広く通じる。「関東一円に―・って被害がでた」「彼の知識は古今東西に―・っている」
２、ある事柄にかかわりをもつ。関係する。「私事に―・って恐縮です」

３、ある時間・期間とぎれずに引き続く。「長時間に―・って論議する」「十年に―・る大工事」
「にわたって」は、時間的・空間的な幅のある言葉を受ける必要がある。それは、「にわたって」が、時間や場所がある範囲全体に及ぶことを表わす表現だからである。
「千里眼の問題が、数年にわたって我が国の朝野＜ちょうや＞を大いに騒がしたことがあった。」

「本編は去る七月十一、十二の両日にわたって、仙台放送局の 需 （ もと ） めに応じて放送したところであります。」

私は戦争中から一昨年まで、七ヶ年にわたって、冷水浴の習慣があった。（坂口安吾　我が人生観）

から～にわたって
「旧正月二十三日から三月十九日にわたって、十七年前のマルクスの予言がそのままの形で実現された」

雑誌の上では新年号から七月号にわたって 連載されたのです。
「すなわち、現在から将来にわたって、日米間の協力と親善の関係が緊密なものになる必要と希望を、」

…ものを広くいろいろな方面にわたって列挙してみたいと思う。
「このたびの三府一道三十余県という広汎な範囲にわたって爆発した民衆の食糧騒動は」

台風により町のほぼ全域にわたって被害が出た。
京浜は勿論、関西九州方面にわたってその被害高は数万円にのぼったと書いてあった。
私はあまり年齢のことは考えぬ、これからまだまだ多方面にわたって研究せねばならぬことがかずかずある。
数年間にわたっての失業救済事業案が出た。
五〇日間にわたっての舞台公演
（16）〜べき／…べきだ／…べきである／…べきではない
「べし」［助動］活用語の終止形、ラ変型活用語は連体形に付く。
１　当然の意を表す。…して当然だ。…のはずだ。
「地方路線のいくつかはやがて廃止されるべき運命にある」

２　適当・妥当の意を表す。…するのが適当だ。…するのがよい。
「無責任な放言はすべきではない」

３　可能の意を表す。…できるはずだ。…できるだろう。
「今月中に目標に到達すべく努力している」

４　（終止形で）勧誘・命令の意を表す。…してはどうか。…せよ。
「明日は八時までに出勤すべし」

５　義務の意を表す。…しなければならない。
「この件については君が責任をとるべきだ」　　　　　
（須＜すべか＞らく…べし／べきだ／べきである）
（17）～ほど／～ほどだ／～ほど～ない／～ほど～はない／～ほどの～ではない／～ば～ほど
［ほど・程］　［副助］（名詞、名詞的な語、活用語の連体形などに付く）
１　多く、数量を表す語や、「いか（如何）」「どれ」などの語に付いて、おおよその分量・程度を表す。…くらい。
「一週間程＜ほど＞旅行する」「どれ程＜ほど＞眠ったろうか」
２　ある事柄をあげることによって、動作や状態の程度を表す。…くらい。
「二人は驚く程＜ほど＞似ている」
３　打消しの意を表す語と呼応して、程度を比較する基準を表す。…くらい。
「きのう程＜ほど＞暑くはない」
「彼程＜ほど＞正直な人はいない」　　　　　（ほど～はない／ほどの～ではない）
４　（多く「…ば…ほど」の形で）一方の程度が高まるのに比例して、他方の事柄・状態が一層高まる意を表す。…につれて一層。
「読めば読む程＜ほど＞面白くなる」　　　　　　　（ば～ほど）
「ほどに」　…するにつれて、ますます。「飲む程＜ほど＞に、元気になる」→ほど［副助］4　　　　　（ば～ほど）
（18）～わけだ／～わけがない／～わけではない／～わけにはいかない
「わけ」

１　物事の道理。すじみち。
「―のわからない人」「―を説明する」
２　言葉などの表す意味、内容。
「言うことの―がわからない」

３　理由。事情。いきさつ。
「これには深い―がある」
「どうした―かきげんが悪い」

４　男女間のいきさつ。また、情事。
「―のありそうな二人」
～わけが＜は・も＞ない　　　　道理・理由・可能性・はず
月なら、ぼくだってわかりますよ。月が二つもあるわけがないじゃありませんか。
５　（「～わけに＜は＞行かない」の形で）そうすることはできない。～筋道ではない。「やらない―にはいかない」

６　（「～＜という＞わけでは＜も＞ない」の形で）否定・断定をやわらげた言い方。
「だからといって君が憎＜にく＞い―ではない」
「別に反対する―ではない」
「～ないわけでは＜も＞ない」（　少しは～～だ）
「近所にも松の木がないわけではないが、
「結婚したくないわけじゃないんだけど。
「馴れ合うつもりが無いわけでもない
「そんな気配がないわけでもない。
７　結果として、それが当然であること。
「やっと今度、その宿望が叶＜かな＞った―です」〈堀辰雄・美しい村〉
それを見てわからないとすれば、島田虎之助はえらい剣客でも何でもないわけだ。
新幹線だと、三時間で着くわけだ。

ところが、木戸は立ったまま一時間すぎても戻らなかった。戻らないわけだ。
じつは天井も床も四方の壁をも取り囲んでいて、つまり受信機は大きな金網の箱の中に据えられているわけだ。
（19）わりと～／～わりに～／～わりには
（以上の＜１２＞を参考）
実戦練習　２７
要点・難点などのまとめ・説明
＜１＞語彙・慣用句とその説明など
●　～につけても　／～につけて　
●　～につき／～になるほど
●　～にしては　・～にしても
●　だけのことはある／働かされる
読解問題　３　　　
単語の理解、構造の分析、全文の要旨のまとめ
＜２＞文章・段落の構造分析など
●　ただフリーツアーで注意しなければならない点がある。一度ツアー料金を払ってしまったら、往復の飛行機やホテルは変えられないし、キャンセルする場合は出発日の三週間もキャンセル料を取られてしまう。　（略）
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
Ｂ部分
第一章
（１）～うちに／～うちは／～か～ないかのうちに
うち／内
１　（「中」とも書く）ある一定の区域・範囲の中。
㋐　仕切られた内側。内部。
「家の―」⇔外 (そと) 。
㋑　中心または手前に寄ったほう。
「―に切れ込むシュ～ト」
㋒　ある範囲に含まれるもの。
「会員の―から探す」「これも仕事の―」
「苦しい―にも張り合いがあった」
㋓　外から見えないところ。うら。
「―を探ると、問題があるらしい」
㋔　心の中。心。内心。
「腹の―を探る」「―に秘めた思い」
㋕　ある数量のなか。
「三つの―から一つを選ぶ」
㋖　ある時間のなか。以内。あいだ。
「一瞬の―に消えた」「試合が二日の―に迫る」
「若い―に苦労する」
2　（「裡」とも書く。「…のうちに」の形で）物事の行われる状況を表す。
「暗黙の―に理解しあう」
「会は成功の―に終わる」
～うちに  趁着　　ているうちに　　　在…过程中／…着
見ているうちに、僕は一種の壮厳＜そうごん＞に打たれた。
足元(あしもと)の明るい中(うち)　　 《日が暮れて足元が見えなくならないうち、の意から》自分が不利な状態にならないうち。「―に手を引きなさい」
目(め)の黒いうち　　生きている間。目の玉の黒いうち。「私の―は許さない」
すべてを見終わらないうちに、節子が階段の上にあらわれた。
ところが私が鎌倉に着いて三日と経たないうちに、私を呼び寄せた友達は、急に国元から帰れという電報を受け取った。
空気の新鮮なうちに外を散歩する。
ヒダの国分寺は創建も間＜ま＞もないうちに焼けた。
今のうちに少しでも余計に聴いて置かなければならない
今日、明日のうちに一応見当をつけたいと思っております。
やはり大酔のために 路傍 （ みちばた ） に倒れて、前後不覚のうちに凍死を遂げたものと決められてしまった。
…うちは 　　在…的时候、期间
始めのうちは黙って聞いていたが、
世界がぜんたい幸福にならないうちは個人の幸福はあり得ない 
魚だ。そればかりか、生きているうちはぬらぬらしているから、これを掴んで串に刺すということだけでも、素人には容易に、手際よくいかない。
～か～ないかのうちに
～か～ないうちに～。～か～ないかに～。～か～ぬかに～。～か～ぬうちに～。～か～ないまに～。～か～ぬ間に～。
身仕舞いを終わるか終わらないうちに、ふたたび扉をたたく者があった。
彼が恐ろしい顔付きをして言い終わったか終わらないうちに、Oはそこまで引き返して来ていました。
桜こそは、春の花のうちで表現の最も優＜すぐ＞れたものの一つであります。　　＝の中で
（２）～かねない　　很有可能。消極的
（「…かねない」などの形で）…するかもしれない。…しそうだ。
「悪口も言い出し―・ねない」
他の人なら、この点は致命的になりかねないのです
八紘一宇の塔が平和の塔に変り、それがまたぞろ八紘一宇の塔になりかねないような危なさ悲しさ。
……、「褒めようもない」から「くさす」という意味にもなりかねない。
病気にもなりかねない。
専門家にとっては、そのほほえましさの程度、すなわち愛嬌を越えると、まことに娯楽の正反対のものとなりかねないのである。
死にもしかねない有様
でも、黙っていて下さい。これが知れると、町内の若い者に袋叩きにされかねません
もし、負けていたら、あたしだったら、もっと腹を立てかねませんわ。
（３）～きる／～きれる／～きれない（動詞の連用形に付いて）
㋐　完全に、また、最後までその行為をする。…し終える。…し尽くす。
「力を出し―・る」「売り―・る」
「使い切る」「読み切る」「買いきる」
㋑　限界にきて、これ以上の事態は考えられない状態である。すっかり…する。
「疲れ―・る」「弱り―・った表情」
「そんなものになられては困りきるが」「枯れきる」

「死に切る」「死にきれない」
㋒　きっぱり…する。
「引き止めるのを振り―・る」「関係を断ち―・る」
「きれる／切れる」（動詞の連用形に付いて、多く打消しの語を伴って用いる）
㋐　最後までしとおすことができる。　
「こらえ―・れずに泣き出す」「逃げ―・れないと観念する」
㋑　すっかり…することができる。
「食べ―・れないほどのごちそう」「数え切れない」
「使い切れない」「死にきれない」
（４）～くらい／～ぐらい／～くらいなら／～くらい～ない
「くらい」［副助］「ぐらい」とも。名詞、および活用語の連体形に付く。
１　おおよその分量・程度を表す。ほど。ばかり。表示大致的数量、表示程度。
「一〇歳位＜くらい＞の男の子」
「その位＜くらい＞で十分だ」
喜代子は時々――といっても二ヶ月に一度くらい――中野さんの家にやって来た。
彼には、三十秒くらいの間が、一時間ものように思われた。
つぎの年の入学試験を受けるために、半年くらいしてから、東京へ出て予備校というものに通ってみた。
そのくらいなら、私は何を苦しんで、こんな長い手紙を書きましょう。
２　おおよその基準となる事柄を表す。
「声も出ない位＜くらい＞びっくりした」
「目に見えない位＜くらい＞小さい」
原子炉くらいの寿命はあると思って、まずさしつかえないであろう。
僕だって「松の緑」くらいなら弾けるよ」と先生は言っておられた。
実際に描く線には必ず幅があることくらいは、誰も知らない人はない。
動連体形  くらい～ない   没有比…更…／…最…
「犬位＜くらい＞人間に忠実な動物はいない」　　
「可能性の文学」は日本文学に対する彼の遺書的な抗議であったが、実は、これくらい当り前の言葉はない。
元来天下に国籍くらい、面倒臭いお荷物はない。
そのときくらい犬に対して面目ないと思うことはない。
３　（多く「くらいなら」の形で）事実・状態を示して、程度を軽いもの、または重いものとして強く主張する意を表す。動連体形+くらい（ぐらい）なら  与其…不如…
「簡単に否決される位＜くらい＞なら、提案しなければよかった」

あれを嫌いなくらいなら、どうせろくなやつじゃないぜ。
そんなくらいならいっそ、てめえ、しまいにのこったじぶんのぶりのひとかけを、こどもたちにわけてやっちまうのがましだ。
「くらい」と「ほど」の区別。その基本的な使い分けについて説明。
（５）～さえ／～さえ～たら＜なら・ば＞／ただでさえ～
さえ［副助］名詞、活用語の連体形または連用形、助詞など種々の語に付く。
１　すでにあるものの上に、さらに付け加える意を表す。…までも。
「風が吹き出しただけでなく、雨さえ降りだした」
２　ある事柄を強調的に例示し、それによって、他の場合は当然であると類推させる意を表す。…だって。…すら。
「かな文字さえ読めない」
３　（仮定表現を伴い）その条件が満たされれば十分な結果が生じる意を表す。せめて…だけでも。
「これさえあれば鬼に金棒だ」
「覚悟ができてさえいれば、心配はない」　（→すら　→だに　→まで）
（６）～ざるをえない／～ざるを得ない　　　　語感上、用法の要点
［連語］（動詞・助動詞の未然形に付いて）…しないわけにはいかない。やむをえず…する。
「悪天候が続けば登頂は断念せ―◦ない」
今さらながら自分の老いを感ぜざるをえない。
彼の死にあい、さて振返ってみると、実に凄惨な男であったと言わざるを得ない。
行乞中、しばしば自分は供養をうけるに値しないことを感ぜざるをえない場合がある、
家庭に反せざるを得なかったこと、家を捨てざるを得なかった条件が問題となる。
丁子丁子吉丁子などという、昔人の縁起がわからなくなるのもやむをえない。
やむを得ず
ただ人目＜ひとめ＞を避けるためにやむを得ずここを選んだのである。
附添いのため、店を構っていられなかったので、蝶子はやむなく、店を閉めた。
比較：しかたなく～・しかたなしに～・やむなく
（７）～せいで／～せいか／～せいだ／～せいにする
せい／所為
上の言葉を受け、それが原因・理由であることを表す。
「年の所為か疲れやすい」「人の所為にする」「気の所為」
そのせいで・その所為で
せいか
余り運動も出来ない所為＜せい＞か、消化不良で夜毎怪しげな夢をみるのだった。
咽喉を刺戟する所為＜せい＞か、声の中に空気の交ったような少しかすれた声が出る。
其頃もう小皺が額に寄っていて、持病の胃弱の所為＜せい＞か、膚＜はだ＞は全然＜まるで＞光沢＜つや＞がなかった。
そのせいか
そのせいか逸作も太陽が好きだ。
だから、一番安心して食えるのは、うどんだと思って、昼食には、必ず、うどん。そのせいか、大変、腹具合はいい。
せいだ
共に、我が臆病な自尊心と、尊大な羞恥心との所為＜せい＞である。
なるほど、星の消えたのも、空が淀んで居るのも、夜明に間＜ま＞のない所為であろう。
学生には御気の毒であるが、全く犬の所為だから、不平は其方＜そちら＞へ持って行って頂きたい。
いや、私が昂奮しているのは提灯行列やお正月の所為＜せい＞じゃありません。
茶臼山の頂上に生えている苔桃＜こけもも＞を踏み蹂った狼藉たる蹄の跡に、初めは鹿か猪の所為＜せい＞ではないかと疑った。
所為もある
重なる不幸でヒステリイが激していた所為もあるし、本来辰夫に遺伝するだけのものを此の人も充分具えていたから、
せいにする
それを雪国のせいにするのは大マチガイで、
馬、馬、馬鹿を申すなッ。馬のせいにするとは何ごとじゃ！
「お前が食べるのだろう。そうして犬や猫のせいにするのだろう」と叱りました。
（８）～にあたって／～にあたり
「あたる」（多く「…にあたり」「…にあたって」の形で）何かを行う時・場合になる。
「新年を迎えるに―・り」
「友達を選ぶに―・っては」
〔にあたって〕時・場所・状況を表わす。
▽　開会にあたって一言ごあいさつを申し上げます
▽　海外生活をするにあたっての心構え
「にあたって」には、「仕事をするにあたっては、君の援助が必要だ」のように、目的を示す「ために」（「ためには」の形を構成する）と言い換えられる場合もある。
(にあたり)　「にあたって」の改まった言い方。「首相は新内閣の発足にあたり、その方針を国民の前に示した」
比較：
〔に際し／に際して〕
▽　年頭に際しての抱負
▽　このたび市長に就任するに際し、多くの方々のご支援をいただき、心より感謝いたします

◆((の)際に)　「(の)折に」と同じ意で用いられる。「先日帰省した際に、うっかり車内に旅行カバンを置き忘れてしまった」
（９）～にかけて／…にかけては／…にかけても
（多く「…にかけては」の形で）そのことに関する。〔…に関しては〕
「外交手腕に―・けては定評がある」
「碁にかけては彼は一流だ」

「金にかけては心配はいらない」

（多く「…にかけて」の形で）きわめて大切なものを証拠としてあげて、あることを約束する。「神に―・けて誓う」「面目に―・けてもあとへ引けない」
時・所が…に及ぶ　　終点・範囲を表わす。〔に(へ)かけて〕　　【～から～にかけて】　　大致从…到…
㋐（多く「…から…にかけて」の形で）ある地域・時間から他の地域・時間までずっと続く。
「ただ今東海地方から関東地方に―・けて地震を感じました」「今夜半から明朝に―・けて断水します」
春から夏にかけて　　／週末にかけて雨が降るだろう　　／この辺からあの寺にかけてよく散歩したものだ。
▽(1)　宇都宮から那須へかけての区間で道路が渋滞している
▽(2)　県の南北にかけて川が流れている
比較：　　に至るまで／に(へ)かけて／にわたって／を通じて
[共通の意味]　　終点・範囲を表わす　[使い方]
〔に至るまで〕　▽頭から足先に至るまでのほぼ全身がぐしょ濡れだ　▽大都市の学校はもちろんのこと、山村の小さな分校に至るまで、統一されたカリキュラムで教育が行われている
〔に(へ)かけて〕　▽(1)宇都宮から那須へかけての区間で道路が渋滞している　▽(2)県の南北にかけて川が流れている。
〔にわたって〕▽台風により町のほぼ全域にわたって被害が出た▽五〇日間にわたって・の舞台公演
〔を通じて〕　▽あらゆる民族を通じて共通に見られる意識を明らかにしたい　▽環境問題を解明するため、極地の気象を通じての綿密な研究が始まった
[使い分け]
【１】「に至るまで」「に(へ)かけて」は、起点の「から」を用いて、「～から…に至るまで」「～から…に(へ)かけて」の形で、時間的・空間的な範囲をさし示すことが多い。
【２】「に至るまで」では、終点が明確に定められているが、「に(へ)かけて」は、かなり曖昧で、終点の付近でさえあれば、はっきり定められていなくてもよい。「に(へ)かけて」の例文(2)などはむしろ、跨＜またが＞るといった意である。
【３】「に(へ)かけて」は、時間的・空間的なある点を受けて、起点と終点の両方にまたがることを表わせるが、「にわたって」は、時間的・空間的な幅のある言葉を受ける必要がある。それは、「にわたって」が、時間や場所がある範囲全体に及ぶことを表わす表現だからである。
【４】「にわたって」と同じように、時間や場所がある範囲全体に及ぶことを表わすものに「を通じて」がある。「を通じて」には、この用法を一歩前進させた、物事がある期間継続して行われることを表わす用法もある。
（10）…にすぎず／…にすぎない
すぎる　【過ぎる】
１　ある場所を通り越す。通過する。通りすぎる。
「列車は京都駅を―・ぎた」「優勝パレ～ドが―・ぎて行った」
「嵐が―・ぎる」
２　時間が経過する。時がたつ。時が移り、その時間・時期が終わりになる。
「予定の時間が―・ぎる」「―・ぎた昔を懐かしむ」
「夏休みもあっけなく―・ぎた」「盛りを―・ぎる」
３　一定の数量をこえる。
「六十を―・ぎても髪は黒々している」
「二十 (はたち) を―・ぎる」
４　普通の程度・水準をこえている。
「いたずらが―・ぎる」「わがままが―・ぎる」
５　（「…にすぎる」の形で）釣り合わないほど優れている、勝 (まさ) る。分以上である。
「彼には―・ぎた女房だ」「これに―・ぎる名誉はない」
６　（「…にすぎない」の形で）ただ…であるだけのことである。それ以上のものではない。…でしかない。「…にしか過ぎない」
「小学校時代はごく平凡な生徒に―・ぎなかった」
「今日の事件は氷山の一角に―・ぎない」
ただ…にすぎない／ただ…にしかすぎない
「つまり話はただそれだけのことにすぎない」

「それは成長ではなくして、只堕落にしかすぎない のである。」
７　（動詞の連用形、形容詞・形容動詞の語幹などに付いて）行為・状態などが度を超えている。はなはだしく…する。または、はなはだしく…である。
「めだち―・ぎる」「働き―・ぎる」
「テレビの音が大き―・ぎる」「欲がなさ―・ぎる」「地味―・ぎる着物」
…にしかすぎず／…にしかすぎない

自己の所有に属するところの何物かの投影にしかすぎず、結局自分に恋をしかけているようなものだ。
それは成長ではなくして、只＜ただ＞堕落にしかすぎないのである。
（11）…に対する／…に対して
たいする／対する
１　二つのものが向かい合う。また、あるものに向き合う。
「机を挟んで二人が―・する」
「海に―・して建つ家」

２　ある対象に向かう。
「家族に―・する思いやり」「将来に―・する期待」

３　人に接する。応対する。
「客に愛想よく―・する」

４　立ち向かう。相手にして争う。
「最強チ～ムに―・する」

５　対応する。応じる。
「質問に―・する答え」「記事に―・して反響があった」

６　比較する。比べる。
「プロに―・しても見劣りしない」

７　対 (つい) になる。
「善に―・する悪」

〔に対して〕　対象・関連を表わす。
▽　子供に対して厳しい態度で接する
▽　騒音に対しての苦情が相次いでいる
▽　親に対して反発を覚える
「に対して」は、向かい合うという意味から方向性があり、こちらから受け手(対象)に何らかの作用を及ぼすことを表わす。そのため、「反発する」「反抗する」「抵抗する」のような対立関係の動詞もとることができる。「親に対して口答えするなんて」「税率に対して不平を持つ」
…に対しては／…に対しても、…に対しての
比較：について／に関して／をめぐって／に対して
[共通する意味]★対象・関連を表わす。[使い方]〔について〕
▽　来年度の予算について話し合う
▽　自分の将来についてあれこれと考える
▽　製品の使用法についての説明書〔に関して〕
▽　私に関して言えば、高校生活はそれほど楽しいものではなかった
▽　事件に関しての資料が山のようにある〔をめぐって〕
▽　盗まれた一億円をめぐってさまざまな推測がなされた
▽　人事をめぐっての対立が激しくなる〔に対して〕
▽　子供に対して厳しい態度で接する
▽　騒音に対しての苦情が相次いでいる
▽　親に対して反発を覚える
[使い分け]　【１】「について」は、対象にくっつくという意味で、中心になる物事をこれと限定して取り上げるが、「に関して」は、対象とかかわりをもつといった程度で、その中心と関連する物事を取り上げる。さらに、「をめぐって」は、まわりを囲む、何かを中心にして回る、という意味から、ある物事を中心としてそれをとりまく周辺のさまざまな物事を取り上げることになる。
【２】「について」は、「投資について検討する」と使えるが、「をめぐって」は「投資をめぐって検討する」といっても、「何を」検討するのかがわからない。「投資をめぐって金額や時期を検討する」のように、対象の焦点をしぼる必要がある。
【３】「について」は、一般に、言語活動や思考活動に関係する動詞をとることが多い。「海洋生物について研究する」「事故について報告する」「進学について相談する」「西鶴について論じる」
【４】「に対して」は、向かい合うという意味から方向性があり、こちらから受け手(対象)に何らかの作用を及ぼすことを表わす。そのため、「反発する」「反抗する」「抵抗する」のような対立関係の動詞もとることができる。「親に対して口答えするなんて」「税率に対して不平を持つ」
 [関連語]　
◆(につき) 「について」と同意だが、改まった文章で使われる。「総会決議事項につき書面をもってご報告申し上げます」
◆(につけて) …に関連して、…に伴って、の意。「何か」「何事」「それ」などの特定の語を受けて慣用的に使われる。「何かにつけてすぐ文句を言う」「それにつけても思い出すのは悲しいことばかりだ」
追加：について／につき／に対して　　

[共通する意味]　　割合を表わす。
[使い方]
〔について〕
▽　一軒について一〇〇円の寄付をお願いしています
〔につき〕
▽　お買い上げ五〇〇円につきサ～ビス券を一枚差し上げます
▽　お土産は一家族につき一個です
〔に対して〕
▽　従業員一人に対しての年間の人件費を算出する
[使い分け]　…に応じて、…を単位として、…ごとに、…あたり、などの意味を表わす。
実戦練習　　19　　
要点・難点などのまとめ・説明
＜１＞語彙・慣用句とその説明など

●　…わりには／…っこない
●　…にわたって／どころではない
読解問題　　３　　　
＜２＞単語の理解、構造の分析、全文の要旨のまとめ・説明。
●　アリシン／レンジ／嘆く／パフｫーマンス／食わず嫌い
●　気を付けていたいものです／としか／を得ようと努力しても
＜３＞文章・段落の構造分析など
●　しかし、実はアリシンは体にいいものなのだ。それが水に流れ出たり、熱で壊れたりしてしまう。このため、涙が出にくくなるが、アリシンが減ってしまうという欠点がある。
●　第一、友人は、雑草のように、なんの手を加えなくても自然に生えてくるものではなく、自分で種をまいて、水をやり肥料（注2）をやらねば育てられないものである。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
第二章
（12）～にちがいない／～に違いない
違いない［連語］
１　応答の言葉として、肯定の返事を表す。そのとおりだ。
「『お互いにもう年だね』『―・い』」
２　（「…にちがいない」の形で）きっと…である。…にきまっている。
「雨が降るに―・い」「犯人は男に―・い」
に違いない(にちがいない)　　　 確信をもった推量・推測・推定を表わす。
▽　彼の実力なら合格するに違いない
▽　娘さんは母親似だとすれば、きっときれいな方に違いありません
▽　あの人の言うことは理想には違いないが、世の中そううまくはいかないものだ。
に違いあるまい・に違いなかろう
「に違いない」は、自分の推測を自分自身で確認し納得するといった、独り言や心の中での考え事に使われ、相手の問いかけに対する答えなどには使われないため、会話文より地の文に多く見られる。「はずだ」にはそのような制限はない。
比較：　に違いない　／はずだ
[共通する意味]　★確信をもった推量・推測・推定を表わす。
[使い方]
〔に違いない〕
▽　彼の実力なら合格するに違いない
▽　娘さんは母親似だとすれば、きっときれいな方に違いありません
▽　あの人の言うことは理想には違いないが、世の中そううまくはいかないものだ
〔はずだ〕
▽　(1)あれから三年たったから、今年は高校入学のはずだ
▽　(2)このまま順調にいけば、来週あたり退院できるはずです
▽　(3)彼女と結婚していれば、今頃幸せな家庭を築いてるはずだった
[使い分け]
【１】過去・現在・未来のことについての確実性の高い(確信の高い)推測、根拠のある推定を表わす。表例(1)の場合、「はずだ」の方が、夜ふかしして翌朝寝坊するようなことが過去に何度もあったので今回もそうだろうという根拠のある推定の意味合いが強くなる。
【２】「はずだ」は「はずだった」と過去形にすると、実際は物事が推測どおりにいかなかったことを表わし、不満・後悔・疑問などの気持ちがこめられることが多くなる(例文(3))。
【３】「に違いない」は、自分の推測を自分自身で確認し納得するといった、独り言や心の中での考え事に使われ、相手の問いかけに対する答えなどには使われないため、会話文より地の文に多く見られる。「はずだ」にはそのような制限はない。
[関連語]
◆(かもしれない)　　「に違いない」より確信の度合いが低い推量を表わすが、使用範囲はかなり広く、真実である確率がゼロに近い場合から相当に高い場合まである。話し言葉では「かもわからない」もよく使われる。
「何も言わないでいるのが、彼の精一杯の愛情だったかもしれません」「明日晴れたら、遊びに行くかもわからない」
◆(に相違ない)　　「に違いない」と同じ意味だが、硬い文章で使われる。
「高齢化社会を迎え、福祉の見直しが求められるに相違ありません」
◆(にきまっている)　　「に違いない」より確実性が高く、断定に近い。話し言葉に多い。「どんなにとめたって彼は行くにきまっているよ」
（13）…について／…については／…についても／…についての
「…につき」「…につきて」「…について」
㋐　ある物事に関して。…にちなんで。
「会社設立に―・いて会合を開く」
「この件に―・き御意見を」
について／に就いて　　ある事柄に関して、その範囲をそれと限定する。
「右の問題に就いて解答せよ」
「日時に就いては後日連絡する」
㋑（「…につき」の形で）…であるから。…のために。（原因・理由）
「喪中に―・き年賀を御遠慮します」
…については／…についても／…についての　　　使用の形　「…につきまして＜は・も＞」
…については／
…については…についても／…については…については
…についても／…についても……についても…
（14）…によって／…により／…による／によっては／によっての
表示原因。表示手段、方法、材料。表示依据，基准。表示被動句的動作主体。
よる【因る／拠る／由る／依る】
１　（因る・由る）それを原因とする。起因する。
「濃霧に―・る欠航」「成功は市民の協力に―・る」
２　（依る）物事の性質や内容などに関係する。応じる。従う。
「時と場合に―・る」「人に―・って感想が違う」
「成功は努力いかんに―・る」
３　（依る）動作の主体をだれと指し示す。
「市民楽団に―・る演奏」
４　（依る）それと限る。
「だれに―・らず文句を言う」
「何事に―・らず好き嫌いが多い」
５　（依る）手段とする。
「機械に―・る生産」「挙手に―・る採決」
６　（依る）頼る。依存する。
「信仰に―・って生きる」
「年金に―・って生計を立てる」
７　（拠る）根拠とする。
「実験に―・る結論」
「天気予報に―・ると大雨らしい」
８　（拠る）よりどころとする。のっとる／法る／則る。
「法律の定めるところに―・る」

…によって【…に因って／…に依って】　［連語］
１　原因・理由を表す。…ので。…ために。
「踏切事故―電車が遅れる」
２　手段・方法を表す。
「特殊な顔料―書かれた絵」
３　その中のあるものについて、または、その中の一つ一つについていうと、の意を表す。
「種類―毒のあるものもいる」「政治家―主張は異なる」
によっては

４　よりどころを表す。
「命令―行動する」「法によって」「校則によって」
…によって違う（異なる・変わる・変化する・増減する・たり…たりする、それぞれ・さまざまだ）
…により【…に因り／…に依り】［連語］「…によって」のやや改まった言い方。
「代議員―選出される」
「憲法第11条―基本的人権が保障されている」
…によりて【…に因りて／…に依りて】［連語］文章語。「…によって」に同じ。
（15）…によると／…によれば　　表示传闻信息的来源。　「伝聞」の表現と呼応する。
　　　以上を参考
（16）…ばかり（だ）／…ばかりに　　
ばかり［副助］名詞、副詞、活用語の連体形、一部の助詞に付く。
１　範囲を限定する意を表す。…だけ。…のみ。
「あとは清書するばかりだ」
「気がちいさくて家にばかり居る子なんですが」

「大きい許りが能じゃない」
「この上にいる者は、死人ばかりだ」「まるで骨と皮ばかりだぜ」
２　おおよその程度・分量を表す。…ほど。…くらい。
「まだ半分許り残っている」
「一〇歳許りの男の子」
「外＜ほか＞に、手下らしい下人が二、三十人ばかりいた。」

３　（「…たばかりに」の形で接続助詞的に用いて）それだけの原因での意を語調を強めて表す。…ために。　　表示就因为…
「動揺したばかりに制球が乱れた」
「強行採決をした許りに議場が荒れた」
４　（動詞の連体形または助動詞「ぬ（ん）」を受けて）ある動作が今にも行われようとする状態を表す。
「いつでも出発できるばかりになっている」
「泣き出さんばかりの顔」
５　（「…たばかり」の形で）動作が完了してまもない状態にある意を表す。表示動作刚刚结束
「銀行から引き出したばかりのお金」
「今出かけたばかりだ」
６　（「…とばかり」「…とばかりに」の形で）強調の意を表す。
「ここぞとばかり声援する」「待っていたとばかりに飛び出す」
…ばかりか［連語］
物事がただそれだけに限らず、他にまで及んでいる意を表す。…だけでなく、そのうえ。
「勉強ばかりかスポ～ツの面でもすぐれている」
「強いばかりか情にも厚い」
…ばかりに【…たばかりに】［連語］
ある原因・理由では考えもしなかった悪い結果になることを表す。
「わずかな金を惜しんだばかりに、とりかえしのつかないことになった」
「ちょっと無理をしたばかりに、入院するはめになった」
…てばかりいる
日本の活動家というものは無暗＜むやみ＞に働いてばかりいる、これでは駄目だ。
初めはあまり気にしないでいたが、いつまだたっても燐寸をすり損ってばかりいるので、しまいには
…ばかりだ。　表示一种趋势，其程度不断加剧。（朝坏的方向发展）
「私が殺しました――なんて言はないでくれ、下手人がもう一人増えると、手數が多くなるばかりだから」
「、王様のために働きたいと申し込んで来るので、兵士の数は見る見るうちに増えるばかりです。」
「同じものを母の形でやられては腹が立ってくるばかりだ。」
「だんだん悪くなるばかり……」母は押入を片附けながら言った。
「まったく奴は村のこぶだったよ。いつまでもあんな奴にぶら下られていたんでは、村が痩せてしまうばかりだ。」
「、、キミ子の方では神経が苛立ってくるばかりだし、中江の方では健康を害するばかりだった。」
（17）…ようがない／…ようもない
よう／様
動詞の連用形の下に付いて複合語をつくる。
㋐　ありさま、ようすなどの意を表す。
「喜び様」「可愛がり様」「慌て様」「驚き様」
㋑　…する方法、…するやり方などの意を表す。
「ほかのし様もある」「しかり様が悪い」
たまには、朗＜ほが＞らかに遊ばなければ、仕事の能率も上りようがない。
それにしても何か頼るところがなければ作りようがないではないかと呟＜つぶや＞かれる人が多うございます。
　[image: image1.png]


は事実を書こうにも犯した罪がないから書きようがない。
こんな形の生物は、人間の畸型例にも見たことがない。怪物というよりほか、呼びようがないであろう。
鼻にしみ込んだこの引き出しのにおいが抜けない限り心底から新しくなりようがない。
先生の数が五人しかない。党派も有りようがない。
そうさなア、今でも道のないような山の底の海岸だが、あそこには畑すら在りようがないのだし、
国内の他の勢力（例えば足利氏、徳川氏）に対して反抗するというような情熱は、切実に起こりようがない。
この男ほど精勤をするものはなく、万事に気がついて、手ぬかりがないから、叱ろうといっても叱りようがない。
…ようもない／…ようはない／…ようなどない
言いようもない不本意なことであった。
第一の生き方の苦しさを忌避したのであろう。今に至るまで治りようもない。
けれど、忍びの連絡はなし、何ら、その消息を知りようもない。
これこそまことにごもっともな話で、一言反駁のしようもないことのようであるが、
従って人間としての性格も見当つけようもないような男の子という観念
医者にもわからないものが、誰にも分りようはなかった。
そうでなかったらユ～モア～というものが美学の対象などになりようはない。しかしそのような問題はここに云うべき範囲外である。
（18）…ようだ／…ように／…ような＋名詞
ようだ／様だ
［助動］［ようだろ｜ようだっ・ようで・ように｜ようだ｜ような｜ようなら｜○］用言、助動詞「れる」「られる」「せる」「させる」「ない」「たい」「らしい」「ます」の連体形、体言、一部の副詞に格助詞「の」の付いた形、コソアド系の連体詞に付く。
１　ある事物の性質・状態が他の事物に似ている意を表す。
油蝉の音が白雨＜ゆうだち＞のようだった。
海は、どろどろした青い油のようだった。
「今日は真夏のような暑さだ」
かれは、三人ともみな魚のような大きな口をあけて、
いよいよ悪魔のような巨砲が、わが日本帝国の心臓部めがけて砲撃を始めることとなった。
背の低い、痩せた、白髪頭＜しらがあたま＞の、猿のような老婆である。
雨期の赤土のようなトルコ珈琲の外に、ジャマイカ産の生薑＜しょうが＞水をも売っていた。
２　例示の意を表す。
「隣のおばさんのような働き者は少ない」
そのような問題は、

「あなたは何でそうたびたび私のようなものの宅へやって来るのですか」
３　（主に文末に用いて）不確かな、または婉曲な断定の意を表す。
「この機械はどこも故障していないようだ」
雪は大した事にならずに止んだようだが、そのかわり風が出はじめていた。
多くの人々がその一部分を綿密な熱心な注意をもって調べているようだった。
ようだったら／ようならば
「これは変だな」と思うようだったら、どこかあやしいのである。
もしこういう陰陽師や神巫によって女の心をほぐすことが出来るようだったら、人間の愛情というものがこの世に存在しないであろう。
あの家へ行って、もしいま亭主がいないようだったら、女にこっそりと言うんだぞ。
もしもそれがわかるようならば 、うちで書物だけ読んでいればわざわざ出かける必要はないと言ってもいい。
若し市郎が其後＜そのご＞も柳屋へ通っている様＜よう＞ならば、少しく警戒を加えねばならぬ。彼
一旦はそう申立てても、あとで何かの疑いが起ったようならば、今のうちに正直に言い直した方がいい。
もし又なにかの機関＜からくり＞でもあったようならば、係り合いの者一同を容赦なく召捕ってくれと言うのだ。
４　（多く「ように」の形で）ある動作・作用の目的・目標である意を表す。　　（また、4・5は「よう」という形でも用いられる。）
「わかりやすくなるように並べかえましょう」
「気をつけるようにします」のように、「ようにする」の形で決意や努力の目標を表すこともある。
５　（「ように」の形で）婉曲な命令・希望の意を表す。　　（また、4・5は「よう」という形でも用いられる。）
「開始時刻に遅れないように」
「今後ともよろしくご指導くださいますように」
６　（「ようになる」の形で）以前の状態から変化した結果として、今の状態があるという意を表す。
「やっと泳げるようになった」
なぜあなたは陶器を作るようになったか、とよく人から訊ねられるが、
、自分自身がどんな陥穽にはまるか分らないと考えるようになった。
一二年このかた、出版にもインフレ景気ということが言われるようになった。
路は篠竹と樹の絡みあって谷底のようになった処をあがったりおりたりした。
私の頭はじゃんとして体が痺れたようになった。
（19）…をこめて          怀着…／倾注
こめる／込める
１　ある物の中に、しっかり収め入れる。詰める。
「弾を―・める」
３　ある範囲に別の物を含める。
「税金を―・めた価額」
「私をこめて同窓が三人この町にいる」
２　その中に十分に含める。特に、ある感情や気持ちを注ぎ入れる。
「力を―・める」「願いを―・める」
「真心を―・めた贈り物」

「力・全力・気魄・願い・念願・希願・祈願をこめて」
「真心＜まごころ＞・心・情熱・熱情・実感・万感・感動・感謝をこめて」
「愛を」「憎しみ」「」
真情をこめて／愛情をこめて／恋着の思いをこめて
怨み・恨みをこめて／屈辱と忿懣をこめて
あらゆる精神をこめて
理想の女をもとめるために希願をこめて書きつゞけられた作品ではない。
娘は、それに腰をおろして、魂をこめてシヤボン玉を吹いた。
「若干の皮肉」「風刺」「決心と期待と不安とをこめて」

実戦練習　　22　
難点・要点／まとめ・説明など
＜１＞語彙・慣用句とその説明など

●　きりだ／まま／ばかりか
●　に相違ない／注意するようになる
読解問題　　３
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　招き猫／営む／横領／幼児虐待／アンケート／イメージ／つつましい／アニメ
●　と信じられている／ものとみなされるようになりました／注目すべきである
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　これを、日本女性の地位向上を示す男女平等実現の第一歩ととらえるべきか、それとも性別の曖昧＜あいまい＞さが引き起こす社会の退化ととらえるか、今の段階で結論を出すのは難しい。
●　この点から見ても、「肉食系女子」のほうが他人との交流において積極的であることが分かる。また、デートの待ち合わせ時間については、５分以上前に待ち合わせ場所に到着する「肉食系女子」が50%だったのに対し、「草食系男子」では81%、「草食系男子」の方が時間を守ることが分かる。
＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝＝
C部分
第一章

（１）あまり…／あんまり～ない／…あまり（に）／あまりに（も）…／あまりの～に／で
あまり【余り】［形動］
１　程度のはなはだしいさま。予想を超えているさま。　　过于，太
「値段が―に高い」
２　話にならないほど度が過ぎてひどいさま。あんまり。　　过分，太不像话的
「―な仕打ちに怒る」
［副］

１　度を越しているさま。過度に。あんまり。　　过度，过于，太
「―勉強するとからだを壊すよ」 

２　（あとに打消しの語を伴って）特に取り立てていうほどでないさま。それほど。あんまり。大して。　　不太～／不怎么～
「―出来はよくない」「あまり好きじゃない」  
［接尾］

１ 数量を表す語に付いて、それよりも少し多い意を表す。以上。余，多。

「百名余りの従業員」
「二百余りの申し込みがあった」
「ひと月余りが経過した」（一个多月过去了）

「～のあまり＜に＞」（感情・動作などを表す連体修飾語を上に付けて副詞的に用いる）程度がはなはだしくて引き起こされた結果として。～が過ぎたその結果として。因为～之余／因为太～／因为过于～。

「嬉しさのあまり＜に＞涙が出る」（有时也偶尔可加＜に＞）「苦しさのあまり泣き出した」

「彼は、口惜＜くちお＞しさのあまり（因为感到太受委屈便～）斯＜こ＞う叫んだ。」
「童児に死なれて悲しさのあまり、～（因为死了孩子而悲伤之余，所以～）」「恋しさのあまり～」
「喜びのあまり泣き出した」「感激のあまり動悸が止まって卒倒するかも知れないのですが「その声はもはや興奮のあまり泣声にかわっていた。」」

「勢いのあまり、転がり落ちた」
「驚きのあまり、言葉を失いました。」
「どうしてそのことをご存じで？」と私は驚きのあまり聞き返した。
「成功を急ぐあまり失敗した」（因为过于急着想获得成功而失败了）「案件の成立を急ぐあまり委員会が混乱した」
形容動詞／不安・不満・熱心　「な・のあまり」

「あまりの～さに」 跟以上的用法一样，都是情感方面的词汇（大多形容词转化成名词）。由于（因为）太过于～所以～
「あまりの嬉しさに言葉も出なかった。（由于太过于高兴而甚至没有了言语）」
「愚な私はあまりの嬉しさに忘れていました。」
「あまりの美しさに驚いてしまった。」（因为太过于美丽了而不禁感到惊讶）
「良吉はあまりの懐＜なつ＞かしさに文雄の手を堅く握りしめました。」
「あまりの怖ろしさに人々も顔を見あわせた。」 「あまりの悲しさに～」
「あまりの寂＜さび＞しさに押しかけて来て、～」
「老人はあまりの痛さに相手が思わずあっと言ったほどだった」

余りと言えば   程度がひどいさま。常識を超えてひどく。あまりにも。
「―厳しい仕打ち」
「～さに」「嬉しさに」「会いたさに」「欲しさに」　（に：原因）

数年前、母に会いたさに父に無断で名古屋に行った。
やはりもう一度会いたさに、途中で汽車を降りた。
お師匠様に会いたさにはるばる京にたずねて来たのですね。
その煙草屋の親父が保険金欲しさに放火したということがわかった。
金が欲しさに怪しげな贋物を持って来てはならぬ。
私は、金が欲しさにあの人について歩いていたのです。
静岡県の小さな町では、十八の少年が麻雀の金が欲しさに、四人殺して、たった千円盗んだ。
あの男が、一円の金が欲しさにその隣りの人を殺した。
わたしは博奕＜ばくち＞の元手＜もとで＞が欲しさに、父の本宅へ忍びこみました。
「～さに」「嬉しさに」「会いたさに」「欲しさに」　（に：原因）

数年前、母に会いたさに父に無断で名古屋に行った。
やはりもう一度会いたさに、途中で汽車を降りた。
お師匠様に会いたさにはるばる京にたずねて来たのですね。
その煙草屋の親父が保険金欲しさに放火したということがわかった。
金が欲しさに怪しげな贋物を持って来てはならぬ。
私は、金が欲しさにあの人について歩いていたのです。
静岡県の小さな町では、十八の少年が麻雀の金が欲しさに、四人殺して、たった千円盗んだ。
あの男が、一円の金が欲しさにその隣りの人を殺した。
わたしは博奕＜ばくち＞の元手＜もとで＞が欲しさに、父の本宅へ忍びこみました。
（２）…一方／…一方で（は）
いっぽう【一方】［名］
１　一つの方面。一つの方向。
「―が海に面する町」「―交通」

２　二つあるうちの一つ。片方。
「―の足に体重をかける」「―の意見だけでは決められない」
「一方は山の岩肌、一方は谷だ。」

３　（副助詞的に用いて）もっぱらその方向・方面にかたよること。…するばかり。だけ。「太る―」「蓄える―の人」
「真面目―」「仕事―」
それから後は衰える一方だというから、　　　　　　　　　　（「一方だ」）
蜜柑畑へ来る頃には、あたりは暗くなる一方だった。
それにも拘らず葡萄糖の使用量は日毎に増加する一方だ。
宿や医者への支払いは嵩む一方だし、それに、
やむどころか大変な大雷雨になって益々ひどくなる一方だから、ウチのカサをかりて帰って行ったよ。
私の家では、あなたの評判は、日が経つにつれて、いよいよ悪くなる一方でした。
お前たちは苦しくなる一方だ。
文化の進むにつれて家庭の姿は明確となり、個の対立は激化し、尖鋭化する一方なのである。（一方なのだ）
僕には、貴方が得たり顔をした、理由が判りません。疑問はいよいよ深くなる一方じゃありませんか。
４　（接続助詞的に用いて）　　…する反面。対立・対比。…と同時に。…しつつ他方では。一方面…另～方面…／～边…～边…
「根気強い一方、短気なところもある」
「仕事に励む一方、遊びにも精を出す」
「効き目が早い一方＜で＞、持続力もある」
「褒める一方＜で＞悪口を言う」
「真面目に働いている者も居る一方で、働いている振＜ふ＞りだけしている者も居る。」
古典が続々新版になる一方では新思想ものが露店からくずかごに移されて行くのも不思議である。
一方で賛成していながら＜も＞、他方では不満を漏らしている。

犬神人は五条坂に住んで、一方では祇園の神人であり、一方では毘沙門経読誦の声聞師であり、
これによれば、修辞学は一方で＜は＞弁証論に、他方で＜は＞心理学に基礎をおくことによって説得の技術としての目的を達することができる。
一方で古典の書棚を耕しながら、もう一方で新しい書き手の作品を引き受けることができれば、空にはいつも清々しい風が渡るでしょう。
５　［接続詞］　関連するもう一つのほうについて言うと。話かわって。別の方面で。
「君は渡したという。一方、彼は受け取っていないという」
「当局は推進を主張する。一方、住民側は撤回を要求する。」
一方では、その一方、その一方では、また一方、他の一方、一方に於いて、

恋愛は一方では、意識選択ではなく、運命であるという趣きがあるということも必ず忘れてはならぬ。
「一方には」　「一方には～一方には」
そして、道の上がもうわからなくなってしまい、一方には日がまったく暮れてしまったのであります。
一方には非常な誇張と、一方には非常な省略がある。
→片方［用法］他方(たほう)
（３）…以上／…以上は／…以上に／…以上の
いじょう／以上　　［名］
１　数量・程度・優劣などの比較で、それより上の範囲であること。数量では、その基準をも含む。　　　⇔以下。
「七〇歳―の老人」「期待―の大活躍」「君―の実力がある」
それからもう一年以上になる。
貞操は道徳以上に尊貴である
一丈以上にも伸びた古木が山一面にさき続いているところ、
、これなどいささか直訳的ではあるが、眉は目や口以上にその人の気持ちを現わす窓以上の窓だなと思ったことであった。
人目に触れる衣類の如きは必要以上に装飾し、分際を越え、楽しみと苦しみを混乱させているが
それ以上にいつでも自分の心に依據していた。だから作品の内容には、いつでも機械的な仕組み以上に濕ひのあるハートが働いている。
ところが、トン子さんの根にもつこと、私以上に甚しい。 私の顔を見るとたん、ブスッと怒りッ面をして、顔をそむける。
２　それより前に述べたこと。　　　⇔以下。
「―のとおり相違ありません」
３　合わせて。合計。
「男性八名、女性五名、―一三名」
４　手紙・目録・箇条書きなどの末尾に記して「終わり」の意を表す。
５　（活用語の連体形に付いて接続助詞のように用いる）「以上＜は＞」…の上は。…からには。
「決定した以上、変更しない」
「完成した以上、すぐ計画を実行する必要があった。」
▽　二十歳を過ぎた以上親に頼ってばかりはいられない。
▽　失敗する確率が高い以上は、計画を変更せざるをえない。
比較：からには／以上(は)／かぎり(は)
[共通する意味]　　前件が成立することにより、当然後件の事態が成り立つという、強い因果関係を表わす。
[使い方]
〔からには〕
▽　いったん引き受けたからには最後まで責任を持ってやり抜かなくてはならない
▽　彼女を犯人と決めつけるからには何か確実な証拠でもあるに違いない
〔以上(は)〕
▽　二十歳を過ぎた以上親に頼ってばかりはいられない
▽　失敗する確率が高い以上は、計画を変更せざるをえない
〔かぎり(は)〕
▽　高齢者を雇うかぎり、きちんとした安全対策は欠かせない
▽　上司の許しを得ないかぎりは機械を動かすわけにはいかない
[使い分け]
【１】「からには」「以上(は)」は、「XからにはY」「X以上(は)Y」の形で、Xを理由として取りたてる表現である。Xの成立が決定的なので、その上でとるべき態度や心構え(Y)を述べるもので、文末には「なければならない」「つもりだ」「はずだ」「てはいけない」など話し手の意志を強調する表現がおかれやすい。
また、Xが成立する背景にはその原因となるYがある、と想像する場合(表例(1))もあるが、「からには」にくらべて「以上(は)」は使いにくいようである。
【２】「からには」と「以上(は)」では、一般に「以上(は)」の方が用法が広く、因果関係とまでいえないような、単なる順接確定条件(表例(2))にも使うことができる。
【３】「かぎり(は)」は、…するあいだは、…するうちはの意味で、範囲を限定するのが本来の用法である。
[関連語]
◆(からは)　　「からには」より文語的。民謡や流行歌に多く使われている。
「男がこうと決めたからは、やらねばならぬ死んだとて」
◆(うえは)　　「以上(は)」と同じ意味。
「こうして日本に来たうえは、一日も早く日本の習慣に慣れるつもりだ」
（４）…おかげだ／…おかげで／…おかげか
おかげ／お陰
１　他から受けた力添え・恩恵。また、神仏の助け。神仏の加護。
「―をこうむる」
「助かったのは神様のおかげだと思っています」
２　ある物事がもたらす結果。また、他から受けるよくない影響。
「熟睡したおかげで気分がいい」
「長雨のおかげで作物はさんざんだ」

おかげ／お陰
私が今日あるのもみんな母のお陰です。
この事業が繁盛しているのは彼のおかげだ。

毎日何不自由なく暮らしていけるのもみんな一生懸命働いてくれる父のお陰です。
君が協力してくれたお陰でこの研究を完成できた。
おかげで濡れずにすみました。

うんと勉強したお陰で目指す大学に入ることができた。
君があんなことを言ったお陰で彼女に嫌われてしまった。
彼のエラーのお陰で試合に負けてしまった。
〔幸い〕
お陰様で病気は全快しました
おかげさまで元気です
おかげさまで借金も完済できました。

〔人のせい〕
おかげだとする「ＡをＢのおかげだとする」
「ＡをＢのおかげだとする、ＡをＢのせいにする」ということ。Ａにくる言葉は肯定的な意味を持っている。
君のおかげであやうく恥をかくところだったぞ。　　　　（皮肉をこめて）

彼がしくじったおかげで我々の計画は駄目になった。
比較：おかげで／せいで／ため(に)／せいか
[共通する意味]　　恩恵、影響を受けて、という意で、因果関係を表わす。
[使い方]〔おかげで〕
▽　(1)夫が家事を手伝ってくれるおかげで私も仕事を続けられるのです
▽　(2)赤ん坊が夜中に泣き出したおかげであまり眠れなかった
〔せいで〕
▽　同僚が急に休んだせいで残業しなければならなくなった
▽　薬のせいで意識がもうろうとしている
〔ため(に)〕
▽　ここは駅に近いために家賃が少し高い
▽　自転車通学が許可されたため、通学が楽になった
〔せいか〕
▽　(1)この丁字路は見とおしが悪いせいか、交通事故が多い
▽　(2)素顔のままでいるせいか年より若く見えた
[使い分け]
【１】「おかげで」は、他から恩恵を受けた結果、望ましい事態が成立したことを表わし、話し手の感謝の気持ちを伴う。反対に、望ましくない事態が成立したことを表わすのは「せいで」で、その責任を自分以外の他者(人やものごと)に押しつける意味合いがある。
【２】「おかげで」の例文(2)表例(2)のように、望ましくない事態の成立に「おかげで」が使われることもある。これは、本来なら「せいで」を使うところにわざと反対の意味の「おかげで」を使ったもので、「せいで」を使うより皮肉・非難の意味合いが強まり、話し手のマイナス感情を強調することになる。
【３】「ため(に)」は、マイナス感情もプラス感情も伴わないため、望ましい事態か望ましくない事態かにかかわらず広く中立的に用いられる表現である。「おかげで」「せいで」に比べて、人物に直接には続きにくく、表例(2)の場合、「あなたのいたずらのために」のように具体的な事柄を出したほうが続きやすい。また、「ため(に)」には、「結婚のために貯金する」のように、目的を表わす用法もある。
【４】「せいか」は「せいで」よりも責任の所在が曖昧(あいまい)になった表現で、原因・理由が何なのか断定はできないが、多分そのことであろう、といった意味である。
望ましくない事態の成立(例文(1))はもちろん、望ましい事態の成立(表例(1))にも、単に原因・理由がはっきりしない場合(例文(2))にも広く用いられる。表例(3)は「気のせいか」全体で慣用的な言い回しとなり、自分だけの感じ方かもしれないが、と断った上で断定を避ける表現である。

	
	①温暖な…過ごしやすい
	②あなたの…ひどい目にあった
	先生の…合格できた
	台風の…通行止めとなっている
	③気の…少し太ったようだ

	おかげで
	○
	○
	○
	－
	－

	せいで
	○
	○
	－
	○
	－

	ため（に）
	○
	△
	－
	○
	－

	せいか
	○
	－
	－
	－
	○


（５）…からには　　　　（また、「（３）…以上／…以上は」を参考）
やるからには徹底的にやりなさい
君がそう言うからには間違いあるまい。

「からは」［連語］《準体助詞「から」＋「は」》名詞、活用語の連体形に付く。…である以上は。…する以上は。
「引き受けたからは最後までやる」
「契約して子にしたからはこの雪（＝人名）が返さぬ」
「からに」［連語］《準体助詞「から」＋格助詞「に」》活用語の連体形に付く。上代では格助詞「の」「が」にも付く。
１　…だけの理由で。…だけで。
「聞くからに強そうな名前だ」

２　（「からには」の形で）…である以上は。…する以上は。　　」→からは
「言ったからには最後までやりとおす

（６）…ことか　（表示非常强烈的感情）
「こと／事」

㋐　（「…ということだ」「…とのことだ」などの形で）噂＜うわさ＞。伝聞。
「彼も結婚したということだ」
㋑　（「…ことがある」などの形で）場合。
「ときどき郵便物が返ってくることがある」
㋒　（「…ことがある」などの形で）経験。
「アメリカなら行ったことがある」
㋓　（「…ことはない」などの形で）必要。
「そこまでしてやることはない」
㋔　（「…だけのことはある」などの形で）価値。
「専門家に任せただけのことはあって、見事な出来だ」
「わざわざ出かけただけのことはあった」
㋕（「…のことだ」などの形で）ある言葉の指し示す対象である意を表す。
「九郎判官とは源義経のことだ」
㋖　（「…ことにする」「…こととする」などの形で）決定する意を表す。
「やっぱり田舎に帰ることにするよ」
㋗　（「…ことにしている」などの形で）意図的な習慣にしている意を表す。
「毎朝ジョギングすることにしている」
㋘　（「…ことになる」「…こととなる」などの形で）結果的にそうなる意を表す。
「今度の会談で、国際情勢は新たな局面を迎えることになった」
㋙　（「…ことになっている」などの形で）既に規則や予定で、そう決まっている意を表す。
「法律で弁償しなくてはならないことになっている」
「来秋から留学することになっている」
㋚　（「…ことだ」などの形で）話し手自身の判断に基いた進言・忠告である意を表す。
「入院を機に、ゆっくり休むことだ」
「彼にはよく謝っておくことだな」
㋛　（「…をこととする」などの形で）その行為に没頭していること、それを当面の仕事としていることを表す。
「晴耕雨読をこととする」
７　それに関して言えば、の意を表す。
「私ことこの度転居致しました」
（７）…ことだから／…のことだから
意味、「よく知っているＡのことで、Ｂの可能性が高い」という予測。（Ａ＝名詞）

後ろに「だろう」。また、「…のことだ、…のことだし」　という形もある。
あの人のことだから、また忘れるだろう。
いつものことだから、新鮮味がない。

「名詞の＋ことだから」　　（表示说话人判断的依据。一般接在表示人物的名詞后面，用于从说话人、听话人都熟知的某个人物的性格、行为、特性、或习惯等做出某种“因果关系”的判断。）
有能な博くんのことだから、きっといい仕事をするだろう。/因为博君很能干，所以他的工作一定能做得很好。    

（从他的“能干”（=性格、行为、特性），因果关系地推断出：“きっといい仕事をする”）

真题例
まじめな田中さんのことだから、約束は守ると思います。
“まじめ（认真）的他”（=性格、行为、特性），因果关系地推断出他会“約束を守る”的

買い物好きの彼女のことだから、旅行先でもショッピングに一番時間をかけるだろう。
“買い物好き（喜欢购物）的她” （=性格、特性、或习惯），因果关系地推断出：“ショッピングに一番時間をかける（在SHOPING上花最多的时间）”。
気が弱い弟のことだから、いやだと思ってもはっきり断れないのだ。
あのグルメの山田さんのことだから、食べたことのないものなんてないよ。
比較：「…のことだから」と「…ものだから／…もので」＜多く、弁解＞
（８）…すえ／…すえに／…すえの
すえ／末
１　（本 (もと) に対して）続いているものの先端の方。末端。「毛の末」

２　川下 (かわしも) 。下流。「山中の渓流の―である河は」〈大岡・野火〉

３　中央から離れた端の所。場末・野ずえ・末席など。「末の座」

４　本筋から隔たった物事。つまらないこと。「そんな細かいことは末の末だ」

６　ある期間の終わりのほう。「今月の末」

７　一生の最後の時期。晩年。「人一代の末」

８　今からのち。行く末。将来。「末が思いやられる」

９　一番あとに生まれた子。末っ子。「末は女です」

５　物事の行われたのち。あげく。　　「…すえ／…すえに／…すえの」
「ごたごたの末＜すえ＞落ち着く」「苦心の末＜すえ＞完成した」

さまざま奔走のすえ、ようやくありついたお飼場下飼人の役。
合理的によく相談を致し、また……という事を討究の末、ほぼ決定しました。
大あわてに狼狽＜あわ＞てたすえ、わけのわからないことを口走る。
若は山を下りようとして、三日山路に迷うた末、三日目の暮れ方に、志賀の峠に達した。
あれかこれかと物色した末に買ったのがこの花であった。
両人で種々に相談した末に、逐に「紳士閥」と訳することに折合った、
そこで、悪魔は、いろいろ思案した末に、先ず園芸でもやつて、暇をつぶそうと考えた。
この論文には、「善の研究」以後続けてきた哲学的格闘のすえに勝ち得た極相状態の思索が刻印されている。
比較：「すえ」「のち、あと、あげく、結果」

（９）…そうだ　（样态助動詞／传闻助動詞）
そうだ［助動］　そうです
［そうだろ　｜そうだっ・そうで・そうに　｜そうだ（そうな）　｜そうな　｜そうなら｜○］
１
㋐　動詞・助動詞などの連用形、形容詞・形容動詞などの語幹に付き、語幹が1音節の形容詞には「さそうだ」、また助動詞「たい」「ない」「よい」に付く時は「たそうだ」「なそうだ」「よさそうだ」の形をとる。
様態の意を表す。…の様子である。…というようすだ。　今にも…するようなようすだ。
「雨が降りそうだ」「彼はいかにもじょうぶそうだ」
「自信がなさそうだ」
「後ニ難ノ起リサウナ事ヲバスルナ」〈天草本伊曽保・鳶と鳩〉
いかにも退屈そうだね。　雨が降りそうだ。　今にも泣き出しそうだ。
台風で松の木が倒れそうだ。それは面白そうだ。
彼は物分かりがよさそうだ。彼ならそんなことをしそうだ。　

その本なら私にも分かりそうだ。
動詞の否定：「そうにない」「そうもない」「そうにもない」

２　活用語の終止形に付く。伝聞の意を表す。…ということだ。…という話だ。…ということである。
「手術後の経過がよいそうで安心した」
「今日の試合は中止するそうだ」　「この犬は言葉が分かるそうだ。」
彼は大金をもうけたそうだ。　「彼はその提案に反対投票するそうだ」
　　伝聞：否定、過去形、疑問などの形はない。
1・2とも、会話文などでは、語幹に助詞「よ」「ね」「さ」を付けて「降りそうよ」「降るそうよ」などと用いることが多い。
比較：　そうだ　／　とのことだ（伝聞を表わす）
 [使い方]
〔そうだ〕
▽　天気予報によると、午後から雨が降るそうだよ
▽　ご結婚なさったそうで、おめでとうございます
〔とのことだ〕
▽　新聞によると、首相は来月渡米するとのことだ
▽　大臣が視察に来るとのことだったが、延期になった
[使い分け]
【１】伝聞、即ち、話の内容が他から伝え聞いたものであることを表わすには、一般に「そうだ」を用いるが、「とのことだ」も伝聞の意を表わす。情報源は、「…によると」「…の話では」などの形式によって示す。
【２】「そうだ」は、過去を表わす形式が欠けていることからも分かるように、情報を入手した時点は問題ではない。したがって、「昨日の話では、計画は中止だそうだった」とは言えない。
また、情報の内容が事実であると、話し手が発話時点において認めていることを表わすため、伝聞の内容が事実と食い違うことが判明した時には用いることができない。したがって、「彼は高校生だそうだが、本当は中学生だ」とは言えない。
【３】「とのことだ」は、その情報が他からのものであるということを表わすだけであり、発話時点でその内容が事実と符合するかどうかは問題としない。
したがって、情報を入手した時点が以前であれば過去の形で表現することも可能であり、発話時点において情報の内容が事実と異なっている場合にも用いることができる。
[関連語]　

◆(んだって)　　日常会話で多く用いられる。「彼はA大学に合格したんだって」
[対比表]
	
	彼は明日退院する…
	今日晴れる…ったが、雨が降った

	そうだ
	○
	－

	とのことだ
	○
	○


実戦練習　　15
難点・要点／まとめ
＜１＞語彙・慣用句とその説明など

●　のみか／だけあって
●　ものだから／からして／のことだから
読解問題　　３

＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　アルバイト／ながら族／一概に／／
●　ガソリン／二酸化炭素／クリア／取引する／つながる
＜３＞
●　ながら族になってしまった人の話によると、一度音楽を聞きながら勉強をしたりするのが癖になってしまうと、もう音楽を聞かずには、勉強も仕事もまるでできないのだそうだ。
＜４＞　読解問題の（三）　⇒　文章の構造とその読解　　（本教案附件-1）
                        　　　　　　　第二章
（10）…たら
「たら」の仮定形。「たら」は、接続助詞「ば」を伴わないで、それだけでも用いられる。
（１）（後件の成立の）仮定条件・前提条件を表す。もし・仮＜かり＞に…なら。もし…たならば。＝ば。
「雨が降ったら、中止にする」
「電話があったらメモしておいてくれ」「困ったことがあったら相談してくれ」
「その本を読んだら、早く

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E8%BF%94%E3%81%97" \o "返しの意味" 返してくれ」「雨だったら中止にしよう」
「もし安かったら買いたい」「明日天気だったら出かけよう」

「お教え頂けたら幸いと存じます」「失敗したら、いやだなあ」

「もっと早く来ていたら、間に合ったのに」

（２）ある事柄を成立させる時機を表す（＝ある事柄が完了・成立した／既に実現していることを前提条件として示す）。
「終わったら知らせてください」「転んだらすぐに起きろ」

「食べたら出かける」（＝…たあと）

「春になったら暖かくなる」（未来の確定条件）
「分かったら帰りなさい」「男だったら泣くな」（＝した／である以上は）

「一度許したら、深みにはまってしまうわよ」

「そんなに食べたら太るよ」「ここまで来たら勝ったも同然」

（３）ある事柄が認識されるようになった時の、行動や状況の経過を条件として示す。多くは、（行動や状況の経過の）意外性（偶然性）を伴う。…したところ。　＝…と。

「箱を開けたら空＜から＞っぽだった」

「食べてみたら不味＜まず＞かった」（＝食べてみると不味かった）

「外に出てみたら、星がきれいだった」

「休んだたら元気になった」「応募したら当選した」

「やってみたら簡単だった」「落としたら割れてしまった」

（４）「…だったら」「…のだったら／…んだったら」の形で。相手の発言や状況から、話題を取り立てる意を示す。…なら。

「「お母さんは？」「お母さんだったら、部屋にいるよ」」

「行きたくないんだったらやめなさい」

（５）遠回しに命令・忠告・放任などする意を表す。（「いい」「どうか」）願望・誘いなど。
「早くお帰りになったら」「後片付けだけはしといたら」「君、何とか言ったら？」
「医者に見てもらったらどうですか」「先生に相談したらいいよ」

「好きにしたらいい（さ）」

「もっとお金があったらいいのに」「相談してくれたらよかったのに」

「うまく行ったらいいね」「もっと若かったらなあ」

〔仮定、条件〕
すぐ入院したら助かったかもしれない
もっと金があったらといつも思っていた
みんなの準備ができたら出掛けよう
〔勧め〕［終助］《仮定を表す「ば」を伴わない用法が固定化したもの》活用語の連用形に付いて婉曲に命令・勧告する意を表す。名詞、活用語の終止形・命令形に付く。
「早く着替えしたら」　「とにかく返事だけしといたら」
「宅のほうにもいらしたら　　／／　もっと勉強したら」
「彼に頼んでみたら」
１　じれったいという気持ちを込めて相手に促す意を表す。
「ねえ、おとうさんたら」

２　驚き・いらだちなどの気持ちを表す。
「まあ、あなたったら」「いいかげんにしろったら」
〔軽い非難の気持ちで〕［係助］《「といったら」の音変化》名詞、活用語の終止形・命令形に付く。多く「ったら」の形をとる。
１　話題として、人や物事を取り上げ、予想外であるという意や蔑視する意を表す。
「彼ったら案外はにかみやね」
「私の学校ったらずいぶん古いのよ」
「今の若者ときたら」
「まあ、あの人ったら、また傘を忘れていったわ」
２　ある状態・性質を取り上げ、それが普通の程度を超えていることを表す。
「つまらないったらないんだ」
「彼の秀才ぶりったら抜群だ」
「あの散らかりようったらありゃしない」
〔強意〕
嫌だったら嫌　　／／　静かにしろったら
「行くったら行くよ」「よせったらよせよ」
比較：ば／と／たら／なら／ては
（11）…ついでに／…序でに
ついで【序で】《動詞「つい（序）でる」の連用形から》
１　あることを行う時に、いっしょに他のことにも利用できる機会。
「序＜つい＞でがあったら、届けてください」
「序＜つい＞での折に立ち寄る」
２　順序。次第。

「前途の空想、などを序＜つい＞でもなく吐露した」〈蘆花・思出の記〉

ついでに／序でに
［副］あることをする、その機会を利用していっしょに。
「ついでに／序でにもうひとつ言いたい」
「ついでに／序でにタバコを買ってきてくれ」
　　比較：「…がてら、…ついでに、…かたがた、…を兼ねて」
（12）…てはいられない／…ではいられない
「…ている」⇒「…ているられる」⇒「…ていられない」⇒「…てはいられない」／「…てもいられない」
さして貯えもないのだし、このまま守一の厄介にもなってはいられないだらう。
こいつは通り一ぺんに腹を立てっぱなしではいられないぞ。
それにしても、それを、こんなにも早く、こんなにもあっさり見せつけられたんでは、ぼくも黙ってはいられないんです。
そのような悲しい事柄が、そこここにあって、一つ一つ覚えてはいられなかったからでした。
この大きな真面目な男は子供のことなんぞ構ってはいられなかったのであった。
「気長く待っていられることと、居ても立っても待ってはいられないことがあるのを、神様は御存じないかしら」「そんなことはございません」
「それじゃ、酒がなくてはいられない者は、どうするのだ」「その方は、他の村へ往くのですよ」
「…ではいられない」

「…でいる」⇒「…でいられる」⇒「…でいられない」⇒「…ではいられない」／「…でもいられない」
われわれ専門の立場からいつても、また、同時代の一市民としての感情から言つても、決して無関係ではいられないのである。
共産党の傍聴記をよむと、真犯人があんな明朗な態度ではいられない、などと、彼らの言うところ、
少くとも、これについて無関心ではいられないものが、私たちの生活全体の事情から湧き上って来ている。
そんな現場を心に思い描いてみた時、とても穏やかな気持ちではいられない。
咲子もいつまでも牛肉屋の娘の気持ではいられない。
われわれ専門の立場からいつても、また、同時代の一市民としての感情から言っても、決して無関係ではいられないのである。
財産に類似したものを頭脳の少し下位いにまで一斉に近づけたという事実は、友人である私にとっては、無関心ではいられないことである。
こんな男にとっても、女にとっても不幸な混乱をそのままにうけとっているだけではいられない気持がある。
あの真空の電球を、赤ン坊の目の前で破裂さして見るような、きわどい衝動を感じないではいられない。
四十年近くも詩を書いて来たとはいうものの、正直なところ、詩とはなにかと問われると、問われるたんびに戸惑いしないではいられないのである。
（13）…と
「と」［接助］活用語の終止形に付く。
１　二つの動作・作用がほとんど同時に、または継起的に起こる意を表す。…と同時。…とすぐ。
「玄関を開ける―、子供が迎えに出てきた」　　　（同時）
「庭に出ると、犬が飛んできた」

「家に入ると、ぷーんと良い匂いがしてきた」

「あいさつを終える―、椅子に腰を下ろした」　　（継起）
「電車を降りると、ホームを駆け出した」

「机に本を置くと、すぐ出て行った」

２　ある動作・作用がきっかけとなって、次の動作・作用が行われることを表す。
「汗をかく―風邪をひく」
「話が始まると、あたりは静かになった」

「写真を見る―昔の記憶がよみがえる」
「山を見ると、友人のことが思い出される」

３　順接の仮定条件を表す（＝ある条件が備わると、いつも同じことが起こるということを表す）。もし…すると。
「猫がいなくなると、鼠が増える」

「夏休みになると、海は海水浴客で賑＜にぎ＞わう」

「見つかる―うるさい」
「ドルに直す―三〇〇〇ドルほどになる」
４　逆接の仮定条件を表す。…ても。たとえ…であっても。
㋐意志・推量の助動詞「う」「よう」「まい」などに付く。
「何を言われよう―気にしない」
「何をしようと、いいじゃないか」

「雨が降ろう―風が吹こう―、毎日見回りに出る」
「行こうと行くまいと僕の勝手だ」

５　次の話題の前提となる意を表す。…ば。／次の発言の前置き。
「気象庁の発表による―、この夏は雨が少ないとのことだ」

「はっきり言うと、それは不可能だ」
「この場合ですと、お値段が高くなります」
比較：ば／と／たら／なら／ては（使い分け）
（14）…ということだ
…ということだ／…と言うことだ　　［連語］
１　人から聞いたという意を表す。伝聞。…という話だ。…そうだ。「…とのことだ」などの形で）噂。伝聞。
「彼は去年死亡したということだ」
「彼も結婚したということだ」「その記事によれば彼女は美人だということだ」
２　話し手が他者の心を推測して、断定的に述べる意を表す。
「結局われわれは信用されていない―だ」
その親しさには相当の個人差があるけれども、ハッキリ言えることは、一番親しいものではないということだ。
３　表示事实，解释。    就是…／也就是说…／就是指…。＝…ことだ。
／つまり、すなわち、言い換えると・言い換えれば・言い換えるならば、
飜訳文芸が繁昌だそうである。一応は結構なことだ。
言い換えれば、トンネルを完成させたということだ。
それは、われわれの多数が、ほとんど病的と云えるほど「神経質」だということ、つまり、神経衰弱の徴候を示しているものが、意外に圧倒的だということである。
科学が日常生活に食い入らなくてはならぬというのは、……ということの反対で、つまり科学は素人自身の産むべきものだということだ。
すなわち一つは宇宙の生命の法則の見地から見て、かりのきめであって、固執すると無理があるということだ。
３　内容。　＝ことだ。
私の夢＜計画・予定・目標・趣味・意見・事実・見解・意味…＞は、……ことだ。
例：　僕の夢は、将来自分で銀行をつくることだ。　　　　　　　　（○）
　　　僕の夢は、将来自分で銀行をつくる＜或：つくります＞。　　（×）
（15）…ところだった
ところ／所／処　　［名］
１　空間的な場所。人や物が存在する場所。
㋐住んでいる場所。住所。住居。「お―とお名前を教えてください」
㋑その地域。地方。「―の人に尋ねる」
㋒連体修飾語によって限定される場所。「県庁のある―」
２　抽象的な場所。場面。範囲。多く、連体修飾語によって限定される場所や部分をいう。
㋐　ふさわしい地位や立場。
「職場で―を得る」
㋑　その人の所属している組織や集団。
「知り合いの―に発注する」
㋒　部分。箇所。点。
「悪い―を直す」「粋な―のある人だ」
㋓　場面。局面。「今の―おとなしい」「今日の―は許してやろう」
㋔　ちょうどその所。場合。際。おり。「さっき着いた―だ」
㋕　事柄。内容。こと。
「思う―あって辞任する」「自分の信じる―を貫く」
㋖　範囲。程度。
「調べた―では、そんな事実はない」
「歩いて30分といった―かな」
㋗　（数量を表す語に格助詞「が」が付いた形を受けて）だいたいの程度を表す。「10分が―遅れた」「1万円が―借りている」
３
㋐　《漢文の、受身を表す「所」の訓読から。「…ところとなる」の形で》前に置かれた語句が示す行為の対象であることを表す。
「世人の称賛する―となった」
㋑　《西洋語の関係代名詞の翻訳から、格助詞「の」を介して、体言またはそれに準じるものを修飾して》連体修飾語の役割をする。「所」。多く翻訳調の文章に用いられる。
「世に知られている―の画家」
「かつて訪れた―の屋敷」
４　（「…したところ」の形で接続助詞的に用いて）上述した内容を条件として文を続ける。順接にも逆接にも用いる。
「訪ねた―、不在だった」
「依頼した―、断られた」
…するところだった／…してしまうところだった
呼応：
もう少しで……、もうちょっとで……。
もう少しのことで……。もう少しのところで……。
すんでのことで……。すんでのことに……。
あやうく……・あぶなく……。
忘れるところでした。／忘れてしまうところでした。
「もし私たちに法律についての知識がなかったとしたら、うまく騙＜だま＞されるところでした」
（16）…どころではない
名詞または名詞に準じる語、活用語の終止形に付き「どころではない」などの形で、ある事態をあげ、そのようななまやさしい程度のものではないという意を表す。
「勉強に追われて、遊ぶどころではない」
「暑いどころの騒ぎじゃない」　（＝どころの話じゃない）
「宿題が山ほどたまっていて、遊びに行くどころではないんです」
「…どころではない」はかなり強い否定だが、その否定した事柄が話し手にとってそれほど重要ではないことを示している。
「どころか」名詞または名詞に準じる語、活用語の終止形に付く。
ある事柄を挙げ、それを否定することによって、あとの内容を強調する。
「文章どころか、自分の名前も書けない」「成功するどころか、失敗ばかりしている」
比較：　〔ばかりか〕「どころか」
〔ばかりか〕
▽　その噂＜うわさ＞は、クラスメートばかりか先生にまで広まっている
▽　作詞家のA氏は、作詞ばかりか、作曲のほうにまで手を伸ばしている
〔どころか〕
▽　(1)漢字が読めないどころか、平仮名＜ひらがな＞でさえ満足に書けない
▽　(2)彼はフランス語どころかラテン語まで勉強しているらしい

「どころか」が「ばかりか」の用法と最も近づくのは、例文(2)のような場合であるが、「フランス語」に対する評価という点で、ニュアンスの違いがある。「どころか」を用いると、フランス語なんてありふれたものではなくラテン語を、とフランス語が否定的に聞こえるが、「ばかりか」のほうは、フランス語だけではなくその上、という気持ちで中立的である。
比較：わけがない／はずがない／べくもない／ことはない／どころではない
[共通する意味]　　強い否定を表わす。
[使い方]
〔わけがない〕
▽　朝寝坊のあなたが、朝五時に起きられるわけがない
〔はずがない〕
▽　小さい子供が四人もいるのだから、家の中がきれいなはずがないでしょ
〔べくもない〕
▽　将来社長になろうなんて望むべくもない
〔ことはない〕
▽　多趣味なので、パーティーで話題に困ることはない
〔どころではない〕
▽宿題が山ほどたまっていて、遊びに行くどころではないんです。
[使い分け]
【１】「わけがない」「はずがない」は、…する理由がない、…する道理がない、の意味で、ある事態の起こる可能性が全くないことを表わす。「わけはない」「はずもない」などの形もある。
【２】「べくもない」は、…する方法がない、…しようにもとてもできない、の意味で、希望するある事態の起こる可能性が全くないことを表わす。「できるわけがない」「できるはずがない」と言い換えられる。
【３】「ことはない」も、「わけがない」「はずがない」と同様の意味を表わすことがある。また、「ないことはない」の形で、たまには…する、多少は…である、などの部分的肯定を表わす用法もある。「やろうと思えばやれないことはないが、ほかの仕事が忙しくてなかなか手が回らないんだ」
【４】「どころではない」はかなり強い否定だが、その否定した事柄が話し手にとってそれほど重要ではないことを示している。
「毎日子育てに追われて、とても趣味どころじゃありません」の場合、話し手にとって重要なのは子育ての方で、重要でない趣味にまで心を向ける余裕はないということを表わしている。
（17）…としたら／…とすると／…とすれば
「とすると」「とすれば」「としたら」は、ほぼ同じように使われるが、「とすれば」はやや疑いの気持ちが強く、「としたら」は会話表現になじみやすい。
また、これらの表現が事実とは反対の仮定をして、実際はそうでなかったからよかった(悪かった)、という気持ちを言外に表わすこともある。「もし私たちに法律についての知識がなかったとしたら、うまくだまされるところでした」
比較：とすると／とすれば／としたら／ては／かぎり(は)／ことには
[共通する意味]　　順接の仮定条件を表わす。
[使い方]〔とすると〕〔とすれば〕〔としたら〕
▽　このまま後継者が決まらないとすると、社内は大混乱になるでしょう
▽　もし彼が負けるとすれば、よほど体調の悪いときだろう
▽　百人集まるとしたら会費は三千円でいいだろう
〔ては〕〔かぎり(は)〕〔ことには〕
▽　知られては都合の悪いことが山ほどある
▽　よほどのことがないかぎり、実家には帰らないつもりです
▽　早く出発しないことには日が暮れてしまう
▽　いまのうちに何か手を打たないことにはたいへんなことになる
[使い分け]
【１】「とすると」「とすれば」「としたら」は、ほぼ同じように使われるが、「とすれば」はやや疑いの気持ちが強く、「としたら」は会話表現になじみやすい。また、これらの表現が事実とは反対の仮定をして、実際はそうでなかったからよかった(悪かった)、という気持ちを言外に表わすこともある。「もし私たちに法律についての知識がなかったとしたら、うまくだまされるところでした」
【２】「ては」が「XてはY」の形で順接仮定条件を表わす場合には、Yに望ましくない事態がおかれるのが普通である。
【３】「かぎり(は)」は、…するうちは、…するあいだは、の意味である。
【４】「ことには」は、否定の助動詞「ない」を受けて、「…しないことには」の形で、もし…しなければの意味を表わす。
「ことには」には、…しなければ(一層)悪い事態が生じるだろう、という気持ちがあるので、「XことにはY」のYには望ましくない事態がおかれる。つまり、「今遊ばないことには後で遊べなくなる」はいえても、「今遊ばないことには計画どおり勉強できる」とはいえない。
（18）…とたん／…とたんに

とたん／途端
あることが行われた、その瞬間。そのすぐあと。多く副詞的に用い、「に」を伴うこともある。
「よそ見をした途端転んだ」
「しかし、その時、眼の前を一匹の兎が駈け過ぎるのを見た途端に、自分の中の人間は忽ち姿を消した。」
「彼の名を聞いた途端＜＝と同時＞に顔色が変わった」「飲むと途端に人が変わる」
その途端に、電話のベルがけたたましく鳴りだした。僕ははっとした。
男は思わず振返って、牛の上をみあげると、その途端に、牛は高く吼えた。
比較：拍子(ひょうし)／はずみ／とたん
[共通する意味]　　★何かが行われたちょうどその時。
[使い方]
「拍子＜ひょうし＞」　　
▽　立ち上がった拍子に頭をぶつける　　
▽　飛び下りた拍子に足を挫いた　　
▽　転んだ拍子に靴が脱＜ぬ＞げてしまった
「はずみ／弾み」　　
▽　車を避＜よ＞けた弾みに転倒した　　
▽　滑ったはずみに足首を捻＜ひね＞る　　
▽　よろけたはずみに破れた
「とたん／途端」　　
▽　点火した途端に爆発した　　▽顔を見たとたん、泣き出した　　
▽　よそ見をした途端転＜ころ＞んだ　　
▽　彼の名を聞いた途端＜＝と同時＞に顔色が変わった」
[使い分け]
【１】「拍子」は何かが行われたちょうどその時。とたん。「はずみ」はある動作の余勢で次のことが起こること。何かをしたその拍子。「とたん／途端」は何かが行われたその瞬間。そのすぐ後＜あと＞／…と同時＜に＞。
「拍子」「はずみ」は、前に述べた事柄が後に述べた事柄の原因、理由である場合に用いられるが、「とたん／途端」は、両者には因果関係はなく、ちょうどその時／その瞬間、または直後に生じる場合（＝そのすぐ後＜あと＞）に用いられる。
【２】「はずみ／弾み／勢み」には、物事の勢いに乗って（＝その場の成り行きに乗って）という意味もある。「事のはずみで」「物のはずみで」「言葉のはずみで言い過ぎる」「物のはずみで＜＝事のはずみで＞つい引き受けてしまった」「どういうはずみでか、ふと思い出した」
【３】「とたん／途端」は、「赤ん坊は親の顔を見ると、とたんに＜＝途端に＞泣きやんだ」「飲むと途端に人が変わる」のように、副詞的にも用いられる。
[対比表]
	
	滑った…に足を挫＜くじ＞いた
	顔をあげた…に目が合う
	ぶつかった…で眼鏡を壊した
	外へ出た…に雨が降り出した

	拍子
	○
	○
	－
	－

	はずみ
	○
	－
	○
	－

	とたん
	○
	○
	－
	○
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＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　かというと／といっても／たらいいじゃないか
●　につけても／どころではなかった
読解問題　　３　　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　やわらげる／植える／紅葉／しばらく／サラリイマン／待たされる／初めて
●　をはじめ／すこしも／のが普通だ／のことだから／でいっばいだ＜賑やかになる＞
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　花が大きく、葉が少なく、とてもきれいなので、日本中に植えられています。
●　それらがよければ、待たされることは、すこしも気にならないのだ。
第三章
（19）…とともに／…と共に
［連語］
１　（体言に付いて）…と一緒に。「友人と共に学ぶ」
２　（文などに付いて）…と同時に。「卒業すると共に結婚した」
（20）…ながら　／…ながらも／…ながらの／…ながらに
［接助］
１　動詞・動詞型活用語の連用形に付く。二つの動作・状態が並行して行われる意を表す。
「ラジオを聞きながら勉強する」
「左右を見ながら横断する」
２　名詞、動詞型活用語の連用形、形容詞型活用語の連体形などに付く。内容の矛盾する二つの事柄をつなぐ意を表す。…にもかかわらず。…ではあるが。「ながらも」

「学生ながら読書もしない」
「知っていながら答えない」「狭いながらも楽しく暮らす」
…とは言いながら、…とは申ながら
３　体言、副詞、動詞型活用語の連用形などに付く。ある状態のままにある意を表す。…のまま。…のとおり。
「昔ながらの街道」
「いながらにして手に取るようにわかる」
「生まれながら」この村には山田留吉という生まれながらの白痴があるのだそうです。
生まれながらにして、人間以外のものに、すなわち妖怪変化のものの処に縁づくべき約束のもとにあり、
私は、一家が無録移住をした駿河で生まれたのであり、生まれながらにして、逆境におかれた不運な一人間であった。
４　体言・副詞などに付く。そろってそのまま、同じ状態にある意を表す。全部。…とも。それごと。
「兄弟ながら技師になる」（＝兄弟とも）

「三回ながら失敗した」（＝三回とも）
「三つながら私のです」（＝三つとも）
…ながらの／…ながらに

「二人が帰るとき歩きながらの沈黙が一丁＜ちょう＞も二丁も続いた。」

「この時も、ひどく泣いた。おもんの泣きながらの抗議が、たまらなく悲しかった。」
芳一は急に泣き出した。そして、涙ながらにその夜の事件を物語った。
この村には山田留吉という生まれながらの白痴があるのだそうです。
本来の人間は、生まれながらの人間は――元々みな芸術家なのだ。
伯父ばかりでなく、伯母までが言葉を添えて、涙ながらに頼むのである。 
呼びとめて子細を訊くと、女は涙ながらに答えた。
人々は涙ながらに三つの死体をこの寺の墓地に葬ったのですが
孝太郎は何やらサッパリ分らぬながらに礼を述べ、頭を上げた時には早姿は消えてゐました。
（21）…に応じて（は）／…に応じ／…に応じた
物事の変化に合わせて、それにふさわしく対応する。適合する。
「その場に応じた処置」
「私たちは、新しい国の姿に応じた研究の態勢をととのえるのに、やっとの思いであった。」
そういう環境に応じて如何＜いか＞なる生活様式を選んで来たか。
すべて国民は、法律の定めるところにより、その能力に応じて、均しく教育を受ける権利を有する。
註文に応じて、つくった。
作家は身辺の状況と天下の形勢に応じて時々その立場を変えねばならない。
どうもその質問に応じて、容易に返答ができぬ場合がある。
社会も亦＜また＞、これに応じて変って来ましょう。
当面の要求に応じて、急速に処理すべき具体的な問題はまず別として、最も重要なことは、
チエホフの戯曲も不正な要求に応じて数日にして作られ、近松の戯曲もそうだ。
短い月日の間に、激しく推移する情勢に応じて書かれた一九三三年ごろの諸評論
自己の能力に応じ、自ら認めて受持つ所の分業ですから、
分に応じ、格に適した条件を外さない限り、相手の映像は心身ともに理想化すべきことは
生活の潤いとしてのこれ等の趣味は、時と処とに応じ、その選択は全く自由でありますけれども、
個々の作品は常にその積極的な成果と作者の力量に応じての消極面を持つと見るのが自然であり、
そんな点も、何かそれぞれの土地に応じての生産的な活動に注意をむけた工夫が、
（22）…にかぎる／…にかぎり／…にかぎって
限＝極限＝極
１　時間・空間・数量・資格などに境をし、範囲を定める。
「期限を十日と―・る」
「申し込みは一人一枚に―・ります」
２
㋐　特にそれと限定する。…にかぎり／…にかぎって
「その件に関する限り、問題はない」
「うちの子に限り、そんなことをするはずはない」　　→限って
㋑　（「…に限る」の形で）他に、これに勝るものがない。最上である。
「夏はビールに―・る」
「こういうときにはその手に―・る」

㋒　（打消しの語を伴って）「とは限らない」「とも限らない」そうと断定できない意を表す。
「酒がからだに毒だとは―・らない」
かぎって【限って】［連語］
１　（「に限って」の形で）…だけは。…だけ特に。
「わが子に限ってそんなことをするはずがない」「その日に限って遅刻して来た」
２　…にさえも。…であっても。
「女房限ってこの文見せず」〈浄・天の網島〉
…かぎり／…かぎりでは／…かぎり＜は＞／…限りだ
かぎり／限り
１　時間・空間・数量・程度などの境や限界。また、終わり。最後。
「限りある命を生きる」「学問の世界に限りはない」
「今を限りと鳴きしきる蝉 (せみ) 」
２　（活用語の連体形や名詞に直接、または名詞に「の」の付いた形に付く。副詞的にも用いる）ある範囲・制限の内にあることを表す。
㋐その範囲の内。あいだ。
「私の聞いた限りでは、そうではなかった」
「命ある限り忠誠を尽くします」
㋑その制限の内。
「本日限りの大安売り」「チャンスは一回限りだ」
「緊急の場合はこの限りではない」
㋒その範囲内すべて。全部。
「見渡す限りの大平原」
㋓そのことの限度いっぱい。限界まで。
「力の限り戦う」「心強い限りである」
「乱暴の限りを働く」
３　（接続助詞的に用いて）…するあいだは。…である以上は。…するからには。
「君がここにいる限り僕も付き合う」
「正直に言わない限り帰さない」
（23）…に比べ／…に比べて
二つ以上のものをつき合わせて差異や優劣などを調べる。比較する。
「身長を―・べる」「今年は例年に―・べ雪が少ない」
今後の日本人は従前に比べ却て遙に仕合せになるものと信じている。
ご存じの通り、こちらはたいてい藁で包んであって、他の銘柄に比べ、長さの割に細い。
価格の札を見ると、それは他の品に比べ決して不当に高い値ではなかつた。
之に比べ三椏は紙境を柔らげる女性である。
先ずその前に、日本人は西洋人に比べて、俳優としての素質が劣っているかというと、決してそんなことはないと思う。
ただ、日本は世界の他の国に比べて優れているから、その日本を愛するという考え方には危険なものがある、
価格の札を見ると、それは他の品に比べ決して不当に高い値ではなかった。
昔に比べ、此頃＜このごろ＞は面白いものが、ずっと減った。
ただ、日本は世界の他の国に比べて優れているから、その日本を愛するという考え方には危険なものがある。
ただこれらの影響は地球全体に比べて小さいことも確実である。
また、よその図書館と比べて多いのか少ないのか、そのあたりもよくわからない。
すなわち、伊吹山は敦賀には少し劣るが、他の地に比べては、著しく雨雪日の数が多い、
比較：に比べても／に比べては／　に比べてみると／に比べてみれば
ひする／比する　(サ変)くらべる。比較する。「に比して」
▽ 「例年に比して収穫が多い」
▽ 他社に比して給与水準が高い
等しく純正を缺＜か＞くとしても、北樂に比して南樂は遙＜はるか＞に優＜まさ＞っている。
ところで一般に言われる如く、蕪村が芭蕉に比して客観的の詩人である。
▽　他に比すべくもない
比較：ひする／比する　比べる・較べる。比較する。「例年に比して収穫が多い」
（24）〜に際して／…に際し／…に際しての
さいする【際する】（多く「…に際して」「…に際し」「…に際しの」の形で）ある出来事や事態に出あう。
「出発に際し、注意事項を述べる」
此の作は、此の四月某雑誌に発表したものを、更に上演に際して書き直したものです。
私は自分の私生活を語るに際して、多くの努力と勇気とを必要とする。
…さいして【際して】ある行為、事態にあたって。…の折に。
「ご注文に際してのご注意」
恐らく西暦一九〇六年の時の噴火に際しての熔巌流だと思う。
…に際しては／…に際しても
建築物を建てるに際しては、まず以て地鎮祭を行うのが例である。
疑わしい箇所の訂正に際しては、初出を参照しました。
こうした作業に際しても、文字チェッカーは力強い味方になってくれるでしょう。
平素「人間の世界」の活動をするに際しても法律をそらんじ、これに従って行動せねばならぬ
儀礼的なこの国では宮廷の人々の来場に際しても三度だけ喝采するのが習慣であった。
比較：　　…に応じて／…に基づいて／…に沿って

／…に則って／…に照らして／…に従って

／…に即して／…に鑑みて／…によって／…に準じて

（25）…につけ（ては）／…につけ～につけ
につけ／に付け　　　［連語］「に付けて1」に同じ。
「何かにつけ思い出される」　「嬉しいにつけ悲しいにつけ親に手紙を書く」
につけて／に付けて　　　［連語］
１　動作や心情が起こるきっかけとなる事柄を表す。…に関連して。…するとそれに関連して。(につけて)　　…に関連して、…に伴って、の意。「何か」「何事」「それ」などの特定の語を受けて慣用的に使われる。
「何かにつけて力になる」
「うわさを聞くにつけて心配が増す」
「何かにつけてすぐ文句を言う」
「それにつけても思い出すのは悲しいことばかりだ」
２　その二つのいずれにおいても。
「真俗―必ず果し遂げんと思はん事は、機嫌をいふべからず」〈徒然・一五五〉

…につけ～につけ　　　　　一般に、＋－／
（26）…につれて／…に連れて
［連語］物事・状態の変化に伴って、他も変化する意を表す。…にしたがって。…とともに。…につれ。
「開始が近づくにつれて緊張が高まる」
「人口の増加につれて住宅が不足してくる」

…につれ／…に連れ  ［連語］「に連れて」に同じ。「時がたつに連れ熱が冷める」
比较: …につれて。  …にしたがって。…にともなって
（27）…にともない／…に伴い／…にともなって／…に伴って
ともなう／伴う
１、　一緒に行く。ついていく。
「父の出張に―・って外国へ行く」
２、　ある物事に付随して別の物事が起こる。
「科学技術の進歩に―・って生活が簡略化する」
「危険が―・う冬山」
３、　釣り合いがとれる。「収入に―・った生活」
これは時代の変遷に伴って起ったものであるが
主人が立身するに伴って己が身分も高くなり、遂に武士になってしまったのであります
これに伴って見当はずれの見方も漸次多くなり、誤解を招きやすいこの言葉を避ける方がよいと思われ、
それに伴って新しい町は開かれる、遊廓も作られる、宿屋も出来るというわけで、
比较: …につれて。  …にしたがって。…にともなって
（28）…はずがない／…はずはない／…はずもない
《矢筈と弦とがよく合うところから》
１、　当然そうなるべき道理であることを示す。また、その確信をもっていることを示す。「君はそれを知っているはずだ」
「来ないはずはない」
２、　その予定であることを示す。
「今日届く予定になっている」
１、〔当然〕
夜勤あけで疲れているはずだ。／　彼はもう着いているはずだ。

事業はうまく行くはずだ。／私の馬はきっと勝つはずだ。

彼女も手伝うはずだった
そんなはずはない。／　彼がそんなことをしたはずがない。

「このシチューはうまいね」「おいしいはずさ．朝からかかったんだもの」
（確信）
沈没したはずの船が入港した。／　　　　　　　　　　　　　　
次は怪しいろくでなしの方だが、こやつがその阿片窟の三階に住んでおり、ネヴィル・シンクレア氏を最後に目撃したはずの人間となる。
その続きがどうしても見当らない、図書館にも幾度かいって探してもらったが、続きの載ったはずの雑誌はあっても出ていない。
岐阜の県庁に雇員となって勤めているはずの友人が、浴衣がけのような恰好で、
実は、このごちそうは、今日、訪ねて来るはずの友だちのために、人くい鬼がしたくしておいたものでした。
とにかく生徒を護摩かすくらいは何とも思わぬはずの彼がその時だけはまっ赤になったのである。
それも、わたしがもうすっかり忘れてしまっているはずの、ほんのひと時のことでした。
その座敷のまん中に、今やっと来たばっかりのはずの、あの麻疹を病んだ子が、まるっきりやせて青ざめて……きちんと座っていたのです。
内から燈が 射してるので、はっきり見えないはずの外が見えるのですよ、
２、〔予定〕
彼はもうそろそろ帰って来るはずだ。／　委員会は明日開かれるはずだ。

船は来週横浜に着くはずである。　

「…はずになっている」「…ことになっている」「…予定だ」
比較：わけがない／はずがない／べくもない／ことはない
[共通する意味]　　強い否定を表わす。
[使い方]
〔わけがない〕〔はずがない〕
▽　朝寝坊のあなたが、朝五時に起きられるわけがない
▽　小さい子供が四人もいるのだから、家の中がきれいなはずがないでしょ
〔べくもない〕〔ことはない〕
▽　将来社長になろうなんて望むべくもない
▽　多趣味なので、パーティーで話題に困ることはない
[使い分け]
【１】「わけがない」「はずがない」は、…する理由がない、…する道理がない、の意味で、ある事態の起こる可能性が全くないことを表わす。「わけはない」「はずもない」などの形もある。
【２】「べくもない」は、…する方法がない、…しようにもとてもできない、の意味で、希望するある事態の起こる可能性が全くないことを表わす。「できるわけがない」「できるはずがない」と言い換えられる。
【３】「ことはない」も、「わけがない」「はずがない」と同様の意味を表わすことがある。
また、「ないことはない」の形で、たまには…する、多少は…である、などの部分的肯定を表わす用法もある。「やろうと思えばやれないことはないが、ほかの仕事が忙しくてなかなか手が回らないんだ」
比較：…わけだ／…はずだ
比較：…ないはずだ／…はずがない
こちらの時計に狂いはないはずだ。
もし今度も墜落であったなら、泳ぎのできるK君です。溺れることはなかったはずです。
「…はずではないか」
確かに自分も彼ら蛮人どもの一人として生れて来ることも出来たはずではないのか？
けれども懐疑主義はどんな理由からでも他人を攻撃することができないはずではないか。
……、その表現が創作であるならば、いかなる創作も虚偽であり卑賤であるとは言えないはずではないか。
つくづく恥ずかしく淋しく思った。かなわぬまでも、やってみたらどうだ。お前にも憎い敵が二人や三人あったはずではないか。
ここから南の方にあたって恐らくこの神社のうしろ数丁ぐらいのところには淀川がながれているはずではないか。
実戦練習　　24　　要点・難点などのまとめ

＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　とともに／につけても／にかかわらず／／にしたところで
読解問題　　３　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　エコノミー住宅／ホワイカラー／頭金／似顔絵
●　日帰り／次第／申し込み／バーベキュー／スペース
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
第四章
（29）…ほかない／ほかはない／…ほかならない
ほか／外／他
１　その場所以外の所。よそ。他所。
「どこか―を探す」「―へ行く」
２　それ以外の人や物事。
「―の人に頼む」「―に方法がない」
３　（外）その範囲をこえた部分。
「思いの―困難だ」「想像の―の出来事」
４　（下に打消しの語を伴って、助詞のように用いる）　あるもの以外を否定する意を表す。
「嫌なら、やめるほかない」　→よりか
ほか【外・他】
１、〔よそ〕((肯定文で))((疑問・否定・条件文で))
これからまだほかに行くんですか。

これはほかでは買えないよ。
どこかほかを捜すことにしよう。

本学の夏期講習会にはほかからの講師も数名来る
２、〔その人以外〕
だれかほかの人に聞いてごらん。ほかに行きたい人はいますか。山田氏ほか2名。演奏は佐藤氏ほかの方々でした。ほかの人はともかく私は小野氏を支持する
３、〔それ以外〕
何かほかの品を見せてください。ほかにはなにも文句はない。
ほかに質問はありませんか。このほかにはなにも言わなかった。
彼はフランス語のほかにイタリア語も話す。
この上着は小さすぎるからほかのを試してみよう
４、〔「…よりほかに…ない、…するほかはない」の形で，限定を表して〕
彼よりほかに知人はいない。
そうするよりほかしかたがない。

それを聞いて苦笑するほかはなかった
「…ほかない」「…ほかはない」「…ほかにない」

「…よりほかない」「…よりほかはない」「…よりほかにない」

「…ほかでもない」　
ほかでもないが，人探しの件はどうなっているのかね
「…ほかならない」「…にほかならない」       不外／不外乎／无非／无异于。
ほかならないあなたの頼みだから聞いてあげよう　
それは市長にほかならなかった　

これこそ探していたものにほかならない　

彼のしたことは詐欺にほかならない　

今度の成功は皆の努力の結果にほかならない
これはかれからの警告にほかならない
（30）…まで／…までして／…までに／…まで＜のこと＞だ
「まで」
１、空間的・距離上的範囲を示す。最終的に到違する限界点（参考表示起点的「から」）。到…／至…／…迄。動作・事柄の及ぶ距離的、時間的な限度・範囲・到達点を表す。
自動車で横浜まで行く。　　山の頂上まで登る。　　対岸まで泳いで渡る。
目的地まで５時間かかる。　　汽車の駅までお送りしよう。
東京までの切符。　　太陽までの距離。　　その源から河口までの長さ。　　京都から長崎までの旅。
「ここ―来れば安心だ」「明日―待ってください」「東京から大阪―三時間かかる」
２、抽象事物事態の範囲を示す。最終的に到違する限界点（参考表示起点的「から」）。…到／…至。

子供から大人まで。設計から販売まで。就職から結婚のことまで世話になる。

３、時間的範囲を示す。至り及ぶ時間の限度＜期限＞を表す。到…／到…止／一直到…。

三時まで待つ。朝まで寝る。明日まで待とう。

式は十時までだ。竣工まで10年かかった。

終戦までここに住んでいた。

４、数量・計測的範囲を示す。量の限界を表す。量の限定。到…／到…止／一直到…。

百歳まで生きたい。百まで教える。20人まで乗れる。
地下10メートルまで掘る。時速８０キロまで出すことができる。

英語ができるのは四人までだ。
大阪まで五○○キロだ。開演まで三○分ある。

５、添加。付け加え。…さえ。连…都／甚至…都。

風も強く、雨まで降ってきた。雨だけでなく、風まで強くなってきた。
歓待された上にお土産までもらった。

そこには大人はもちろん、子供まで集まっていた。

６、事態の及ぶ範囲を示す。極端を示す。限界に達する。…さえ。…えも。…でさえ。甚至…／甚至…都。

村長さんまでやってきた。子供まで働いている。

お前までおれを信じないのか。君まで僕を疑うのか。

「子供に―ばかにされる」「実の親に―見放される」

７、動作・事柄・事態の到達する＜した＞程度を表す。…ほど。…くらいに。

死ぬほどまでに苦しんだ。水は膝＜ひざ＞まである。
いやになるまで食う。柔らかくなるまで煮る。

大家を完膚＜かんぷ＞無きまでに否定する。苦しいまでに焦燥を感じた。
「そんなに―ぼくのことを思ってくれるのか」
８、「…までだ」「…までのことだ」の形で。条件や理由表現と呼応し、行為の釈明や決意を示す。只是…而已／只是…罢了。不过…罢了。不过…而已。大不了…就是。…だけのことだ。…だけだ。…に過ぎない。

嫌なら断るまでだ。電車がないなら歩くまでだ。
ちょっと聞いて見たまでだ。念のために聞いてみたまでだ。

人違いであったらば、あやまるまでのことだ。思い切って呼んでみよう。
動作・事柄がもうそれ以上には及ばず、それに限られる意を表す。…だけ。（多く断定の意を表す語を伴って文末に用いられるが、「まずはお礼まで」のように断定の助動詞を伴わないで用いることもある。）

「気に入らなければ断る―さ」

「念のために聞いてみた―だ」

９、「…までもない」「…までもあるまい」「…までのこともない」「…までのことはない」の形で、その必要がないことを示す。…必要がない。…必要はない。…必要もない。没必要…。不用…，不必…。用不着…。「までもない」「までのこともない」の形で。…する必要はない。…には及ばない。
調＜しら＞べるまでもない。今さら言うまでもない。
驚＜おどろ＞くまでもない。

見るまでもない、中身＜なかみ＞は知っている。
説明を待つまでもなく…。例を挙げて説明するまでもなく…。

「ことわる―なく、すでに了解ずみの事柄だ」
10、「…ないまでも」の形で。…ないにしても。…ないとしても。即使不（达不到最理想的或某种最高程度）……至少也……。「ないまでも」の形で。…にしても。…であっても。
行かないまでも、電話でお礼ぐらいは言うべきです。

成功と言えないまでも失敗ではない。

承知しないまでも会ってはくれるだろう。

……、無駄でないまでも有効でない。
「成功しない―、もう一度試してみたい」
失敗する＜＝成功しない＞までも、やはりやってみるべきだ。
までに【迄に】 
１　動作・作用の至り及ぶ限度・範囲を表す。…に至るまで。…まで。

「月末―書きあげよう」
２　動作・作用の至り及ぶ程度を表す。…ほど。…くらいに。

「完膚 (かんぷ) なき―たたきのめす」
３　動作・作用がそれ以上には及ばない意を表す。

「御礼のしるし―持参いたしました」

（31）…ものではない
＜１＞当然・必然の否定および否定形による当為を表わす。「もので(は)ない」は「べきで(は)ない」と同じ意味を表わすことがある。
男の子はそんなことぐらいで泣くものではない。
＜２＞また、「急にスピーチをしろと言われても、そう簡単にできるものではない」は、否定の形で物事の本性・本質・習性などを述べる用法である。
比較：　わけではない／わけにはいかない／べきで(は)ない
／もので(は)ない／とは限らない(とはかぎらない)
[共通する意味]　当然・必然の否定および否定形による当為を表わす。
[使い方]
〔わけではない〕〔わけにはいかない〕〔べきで(は)ない〕
▽　日本人だからといって、だれもが歌舞伎や能にくわしいわけではない
▽　いくら平等だとはいっても、体力の違う男女に全く同じ仕事をさせるわけにはいかない
▽　裏で暴力団と取引をしているような政治家には投票するべきではない
〔もので(は)ない〕〔とは限らない〕
▽　男の子はそんなことぐらいで泣くものではない
▽　あなたは結婚するつもりでも、相手がその気になっているとは限らないじゃありませんか
[使い分け]
【１】「わけではない」は、必然の否定を表わし、ある事実を知った聞き手がそのように推論するだろうと話し手が想像し、その推論を否定する言い方である。このほかに、極端な例をあげて否定し、現実がそれよりも程度の軽い、対応しやすい状況であることを表わす用法(「海外に行くといっても留学するわけではないのだから、簡単な会話ができれば大丈夫だよ」)、「ないわけではない」の形で、ある程度はそうであるが、と消極的に肯定する用法(「この高校でも留年する生徒がいないわけではないが、毎年ほんの数人だ」)がある。
【２】「わけにはいかない」は、当然そうすべきだし、そうしたいと思うのだが、そうはできない事情がある、という気持ちから不可能を表わす。「ないわけにはいかない」の形で、「なければならない」「ざるを得ない」と同じ意味を表わす用法もある。「ふだんはつきあいのない親戚でも、病気だと知らされればお見舞いに行かないわけにはいかない」
【３】「べきで(は)ない」は、道理や本性などから考えて、そうするのはいけないという判断を表わす。
【４】「もので(は)ない」は「べきで(は)ない」と同じ意味を表わすことがある。また、「急にスピーチをしろと言われても、そう簡単にできるものではない」は、否定の形で物事の本性・本質・習性などを述べる用法である。
【５】「とは限らない」は、…とは断定できない、…とは決まっていない、といった当然の否定を表わし、それとは反対の事柄が起こる可能性をにおわせる表現である。
比較：もので(は)ない／てはいけない／てはならない
[共通する意味]　　禁止を表わす。
[使い方]
〔てはいけない〕
▽　このままうちに帰ってはいけないですか
▽　こら、土足で入ってはいけない！
〔てはならない〕
▽　もう二度と戦争など起こしてはなりません
▽　決してうそをついてはならないという教えを破ってしまった
[使い分け]
【１】「てはいけない」は、相手に向かってその行為を禁止するような場面で多く使われる。有無を言わせずに禁ずるという時だけでなく、その行為は好ましくない、といった態度で相手の行為を認めようとしない場合にも使える。
ただ、自分より目上の人に対しては、この表現を使わずに依頼(「…ないでください」など)や提案(「…ないほうがいい」など)の形を使うことが多い。
【２】「てはならない」も、ある動作や行為を禁ずる表現だが、義務感や責任感から当然禁ずるべきだと思われる事柄の場合に使われる。「てはいけない」は、ある個人のある行為をその場面で取り上げて禁止することが多いのに対し、「てはならない」は、一般論として許されない行為やあるまじき行為を並べ上げるといった客観的な表現で、法律の条文などに多く見られる。たとえば、「来てはならないところに来てしまった」というと、規則などで禁じられているような意味合いが感じられるが、「来てはいけないところに来てしまった」というと、他の人は来てもかまわないかもしれないが自分にとってはよくないという個人的な禁止意識が強く感じられる。
【３】丁寧な言い方としては「てはいけません」「てはなりません」、会話体では「ちゃいけない」「ちゃならない」がある。また、西日本の方言などで、男性がきびしく禁ずる場合に「てはいかん」「てはならん」を用いる。また、文章などで「てはならぬ」を使うこともある。
[関連語]
◆(ことはいけない・ことはならない)　　いくつかの禁止項目を列挙したりする場合に用いられることが多い。
「許可された者以外立ち入ることはならない」
◆(てはだめ(だ)・たらだめ(だ))　　「てはいけない」より会話的で少しやわらかい表現。「つまみ食いしてはだめだよ」
「そんなふうに病人を動かしたらだめですよ」
◆(ものではない)　　「てはならない」よりやわらかい表現。
「男の子はいつまでもめそめそするものではない」
◆(べからず)　　掲示・看板に多く見られる文語的な禁止表現。
「芝生に入るべからず」
（32）…ものの
ものの　　［接助］活用語の連体形に付く。逆接の確定条件を表す。…けれども。…とはいえ。
「習いはしたものの、すっかり忘れてしまった」
「新機軸を打ち出したものの、採用はされなかった」
「私の知ったことではない．とはいうもののやはり悲しいよ」
現代語で「ものの」は、「とはいうものの」「いいような（よかった）ものの」などの形で慣用的に用いられることが多い。
とはいうものの【とは言うものの】
＜１＞　［接］前に述べた事柄と相反する内容を導く語。そうはいっても。とはいえ。
「とは言うものの、やはりこわい」
＜２＞　［連語］《「ものの」は接続助詞》…といっても。…とはいえ。
「近いとは言うものの、歩いて三〇分はかかる」
とはいえ【とは言え】
＜１＞［接］　「とは言うものの＜１＞」に同じ。　　「彼は不満らしい。とは言え、全く反対でもない」
＜２＞［連語］　「とは言うものの＜２＞」に同じ。　　「人数は少ないとは言え、意気込みは盛んだ」
（33）…ようだ　　　　　　第二章を参照
ようだ／様だ　　　［助動］用言、助動詞「れる」「られる」「せる」「させる」「ない」「たい」「らしい」「ます」の連体形、体言、一部の副詞に格助詞「の」の付いた形、コソアド系の連体詞に付く。
１　ある事物の性質・状態が他の事物に似ている意を表す。〔…に似ている，…と同様である〕
彼女はまるで王女のようだった。

油蝉の音が白雨＜ゆうだち＞のようだった。
海は、どろどろした青い油のようだった。
「今日は真夏のような暑さだ」
かれは、三人ともみな魚のような大きな口をあけて、
いよいよ悪魔のような巨砲が、わが日本帝国の心臓部めがけて砲撃を始めることとなった。
背の低い、痩せた、白髪頭＜しらがあたま＞の、猿のような老婆である。
雨期の赤土のようなトルコ珈琲の外に、ジャマイカ産の生薑＜しょうが＞水をも売っていた。
２　例示の意を表す。
「隣のおばさんのような働き者は少ない」
そのような問題は、

「あなたは何でそうたびたび私のようなものの宅へやって来るのですか」
３　（主に文末に用いて）不確かな、または婉曲な断定の意を表す。〔…らしい〕
「この機械はどこも故障していないようだ」
雪は大した事にならずに止んだようだが、そのかわり風が出はじめていた。
多くの人々がその一部分を綿密な熱心な注意をもって調べているようだった。
彼は病気のようだ。雪になるようだ。どうも彼は失敗したようだ
／ようだったら／ようならば

「これは変だな」と思うようだったら、どこかあやしいのである。
もしこういう陰陽師や神巫によって女の心をほぐすことが出来るようだったら、人間の愛情というものがこの世に存在しないであろう。
あの家へ行って、もしいま亭主がいないようだったら、女にこっそりと言うんだぞ。
もしもそれがわかるようならば、うちで書物だけ読んでいればわざわざ出かける必要はないと言ってもいい。
若し市郎が其後＜そのご＞も柳屋へ通っている様＜よう＞ならば、少しく警戒を加えねばならぬ。彼
一旦はそう申立てても、あとで何かの疑いが起ったようならば、今のうちに正直に言い直した方がいい。
もし又なにかの機関＜からくり＞でもあったようならば、係り合いの者一同を容赦なく召捕ってくれと言うのだ。
４　（多く「ように」の形で）ある動作・作用の目的・目標である意を表す。　　（また、4・5は「よう」という形でも用いられる。）

「わかりやすくなるように並べかえましょう」
「気をつけるようにします」のように、「ようにする」の形で決意や努力の目標を表すこともある。
５　（「ように」の形で）婉曲な命令・希望の意を表す。　　（また、4・5は「よう」という形でも用いられる。）

「開始時刻に遅れないように」
「今後ともよろしくご指導くださいますように」
６　（「ようになる」の形で）以前の状態から変化した結果として、今の状態があるという意を表す。
「やっと泳げるようになった」
なぜあなたは陶器を作るようになったか、とよく人から訊ねられるが、
、自分自身がどんな陥穽にはまるか分らないと考えるようになった。
一二年このかた、出版にもインフレ景気ということが言われるようになった。
路は篠竹と樹の絡みあって谷底のようになった処をあがったりおりたりした。
私の頭はじゃんとして体が痺れたようになった。
（34）〜を問わず／…は問わず
とう／問う
１　わからないことやはっきりしないことを人に聞く。また、相手の考えを知ろうとして、ある事をたずねる。多くの人に判断を求める。質問する。
「安否を―・う」「真意を―・う」「選挙で民意を―・う」
２　（多く受身の形で）人の能力や物事の価値などを改めて試す。
「指導力が―・われる」「真価が―・われる」
３　責任の所在や犯罪の事実などを追及する。
「責任を―・う」「殺人罪に―・われる」
４　（下に打消しの語を伴って）ある資格や条件を問題として取り上げる。
「年齢・性別は―・わない」「過去は―・わない」
「…を問わず」は、…に関係なく一様に、…を問題にせず、の意を表わす。受ける名詞は、「男女」「内外」「前後」「公私」など反対語の組み合わせで、互いに補い合って全体を示し、その他のものが入り込む余地のないものが多い。
多少を問わず。大小を問わず。晴雨を問わず。老若男女を問わず。
時と所を問わず。
警察はだれかれを問わず手当たり次第に逮捕した。
事のいかんを問わず暴力は許されない。
比較：　に限らず／によらず／を問わず
[共通する意味]　　限定しないことを表わす。
[使い方]
〔に限らず〕
▽　彼女は肉に限らず動物性たんぱくはいっさいとらない
▽　目上の人と話す場合に限らず、人との付き合いには敬語は欠かせない
〔によらず〕
▽　妹は何によらず臆病(おくびょう)なところが心配です
▽　だれによらず人の不始末の尻ぬぐいなどしたくはない
〔を問わず〕
▽　休日、平日を問わず、一年中人出が絶えない
▽　経験の有無を問わず、人材を広く世に求める
[使い分け]
【１】「に限らず」は、限定しないことを表わす最も一般的な形である。Yの一部分であるXだけに限定せず、Y全体に視野を広げる、という意味を「Xに限らずY」の形で表わす。これは、「XだけでなくY」と言い換えることもできる。
また、「Xに限らずY」は、Xだけに限定せず、X以外のY(この場合YはXを含まない)にも視野を広げる、という添加の意味を表わすこともあり、この場合は「XばかりかY」「XだけでなくY」と言い換えが可能である。「東京に限らず地方都市でも地価高騰が大きな問題となっている」
【２】「によらず」は、「何」「だれ」などの不定称の代名詞を受けて、どの…に対しても区別をつけないで一様に、どんな…でもみな、という意味を表わす。
【３】「を問わず」は、…に関係なく一様に、…を問題にせず、の意を表わす。受ける名詞は、「男女」「内外」「前後」「公私」など反対語の組み合わせで、互いに補い合って全体を示し、その他のものが入り込む余地のないものが多い。
[対比表]
	
	休日…暇な時ならいつでもいい
	何事…挑戦しようという意欲がある
	昼夜…働く

	に限らず
	○
	△
	－

	によらず
	－
	○
	－

	を問わず
	－
	△
	○


（35）…をめぐって／…をめぐり／…をめぐる
ある事柄を中心としてそのことに関連する。「をめぐって」「…をめぐり」は、まわりを囲む、何かを中心にして回る、という意味から、ある物事を中心としてそれを取り巻く周辺の様々な物事を取り上げることになる。
「環境問題を―・って話し合う」「一人の女性を―・って争う」
教え子の、そして日本人の宗教観や死生観をめぐって熱心にやりとりが続く。
ある村では、農民たちが団結して地主と小作料をめぐって争議を起こしている。
物語は、ロンドンで質屋を営む赤毛の男のところにまいこんだ奇妙な儲け話をめぐって展開する。
張作霖が威を張ると同時に、一方、日支二十一カ条問題をめぐって、排日は到る処に行われ、全満に蔓＜はびこ＞っている。
…をめぐる／…をめぐった／…をめぐっての
夏と少年、そして少女をめぐる七編の物語。
『七月の水玉』に続いて、一九六〇年代を背景に、絵を描く才能のある青年をめぐるストーリー。
一八六九年一月―四月、太陰暦では明治元年十一月―明治二年二月はまさにこのような、「アラバマ号問題」をめぐる米英危機の第一波の時期にぞくしていた。
私の物語なども、謂わば、一つの山越しの彌陀をめぐる小説、といってもよい作物なのである。
信心をめぐっての論争　　／建設の是非をめぐっての論争
死刑の廃止と代替刑をめぐっての若干の考察
ヒップホップ発祥の地をめぐっての抗争　　／窓枠サッシの交換をめぐっての衝突
食品添加物をめぐっての最近の問題
さらに. は語学教育での取り扱いをめぐっての考察は少ない。
開放政策をとる国が増えたので、新市場をめぐっての競争は苛烈をきわめていますね。
×　私は猫の知能をめぐって研究しています。
　○私は猫の知能について研究しています。
　○猫の知能について、色々な人が色々な研究をしています。
　○猫の知能をめぐって、色々な人が色々な研究をしています。
◇猫と犬とどちらが可愛いかという問題をめぐり、両国間で激しい議論の応酬があった。
◇グリコを家に入いれるかどうかをめぐって、わが家では一か月以上悩みました。

「議論、謎、研究、説」などの名詞を修飾（＝説明）する時は、「～をめぐる」または「～をめぐっての」の形を使う。
　◇ミステリーサークルをめぐる報道が過熱している。
　◇猫の知能をめぐる研究など、税金の無駄遣いである。
比较:  について／に関して／をめぐって／に対して
[共通する意味]　　対象・関連を表わす。
[使い方]
〔について〕
▽　来年度の予算について話し合う
▽　自分の将来についてあれこれと考える　　

▽　製品の使用法についての説明書
〔に関して〕
▽　私に関して言えば、高校生活はそれほど楽しいものではなかった
▽　事件に関しての資料が山のようにある
〔をめぐって〕
▽　盗まれた一億円をめぐってさまざまな推測がなされた
▽　人事をめぐっての対立が激しくなる
〔に対して〕
▽　子供に対して厳しい態度で接する　

▽騒音に対しての苦情が相次いでいる　▽親に対して反発を覚える
[使い分け]
【１】「について」は、対象にくっつくという意味で、中心になる物事をこれと限定して取り上げるが、「に関して」は、対象とかかわりをもつといった程度で、その中心と関連する物事を取り上げる。さらに、「をめぐって」は、まわりを囲む、何かを中心にして回る、という意味から、ある物事を中心としてそれをとりまく周辺のさまざまな物事を取り上げることになる。
【２】「について」は、「投資について検討する」と使えるが、「をめぐって」は「投資をめぐって検討する」といっても、「何を」検討するのかがわからない。「投資をめぐって金額や時期を検討する」のように、対象の焦点をしぼる必要がある。
【３】「について」は、一般に、言語活動や思考活動に関係する動詞をとることが多い。「海洋生物について研究する」「事故について報告する」「進学について相談する」「西鶴について論じる」
【４】「に対して」は、向かい合うという意味から方向性があり、こちらから受け手(対象)に何らかの作用を及ぼすことを表わす。そのため、「反発する」「反抗する」「抵抗する」のような対立関係の動詞もとることができる。「親に対して口答えするなんて」「税率に対して不平を持つ」
 [関連語]
◆(につき)　　「について」と同意だが、改まった文章で使われる。「総会決議事項につき書面をもってご報告申し上げます」
◆(にまつわる)　　「をめぐる」の類似表現で、…に関連する、…にゆかりがある、の意。「ある政治家にまつわる黒い噂(うわさ)」「巨石にまつわる言い伝え」
◆(につけて)　　…に関連して、…に伴って、の意。「何か」「何事」「それ」などの特定の語を受けて慣用的に使われる。
「何かにつけてすぐ文句を言う」
「それにつけても思い出すのは悲しいことばかりだ」
 [対比表]

	
	方言…調査する
	このあたりの地理…くわしい
	遺産…争う
	疑問…答える
	警官…抵抗する

	について
	○
	○
	△
	○
	－

	に関して
	○
	△
	△
	○
	－

	をめぐって
	－
	－
	○
	－
	－

	に対して
	－
	－
	－
	○
	○


実戦練習　　11　要点・難点などのまとめ

＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　をきっかけに／をかねて／をめぐって／ものの
読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　怒鳴る／授業参観／むりする／出し入れ／時間貸／原付／駐輪／学割
●　ようになる／手をあげる／のではないでしょうか
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　「勉強しろって言っているのが聞こえないのか！」
●　実は、子供が勉強しないから怒るというのが問題なのです。というのは、子供は、あなたに怒られないように、ある程度は勉強して見せるようになるからです。
Ｄ部分
第一章

（１）…うる（…える）／…得る／…得＜え＞ない
うる／得る
１　「え＜得＞る」に同じ。
「うるところが多い」「承認をうる」

２　動詞の連用形に付いて、…することができる、可能である、の意を表す。
「できうる限りの努力」
「ストライキは回避しうる」→える
●　ふつう連体修飾語として用いるが、改まった表現や古めかしい表現には終止法としても用いられる。

える／得る
１　努力して自分のものにする。手に入れる。獲得する。
「利益をえる」「信頼をえる」「承認をえる」
２　納得する。理解できる。悟る。
「要領をえない質問」「よくその意をえない」
３　好ましくないものを身に受ける。
「罪をえる」「病をえる」
４　（多く、活用語の連体形に助詞「を」を添えた形に付いて）可能である、の意を表す。…できる。
「そうせざるをえない」「ようやく監視の目を逃れることをえた」
５　（動詞の連用形に付いて）
㋐　…できる。「微笑を禁じえない」
㋑　そのようになる可能性がある。
「交渉決裂もありえる」「起こりえない事故」
●　また、終止する時は文語形の「うる」となることがあり、特に5の終止形・連体形は「うる」を用いることが多い。

（２）…おそれがある／…恐れがある
おそれ／恐れ／畏れ／虞
１　（恐れ）こわがる気持ち。恐れること。恐怖。不安。
「将来への漠たる―」
「恐れを知らない」
「子供たちは彼の剣幕に恐れをなして逃げていった」
「謁見室に入った時彼は恐れで一杯になった」
２　（畏れ）敬い、かしこまる気持ち。畏怖 (いふ) ・畏敬 (いけい) の念。
「神の偉大さに―をいだく」
３　（虞）よくないことが起こるかもしれないという心配。懸念。〔危険〕
「自殺のおそれがある」
「長雨で山崩れの恐れがある。」
「台風は本土に近づくおそれがある」
「癌ではないかというおそれを抱いていた。」

目下の情勢に於て、国民の実力が発揮できないおそれがあるとしたら、それは、
「戦争が起きるおそれはない／おそれがない」。
幸いなことには、岩が少なくて、黒く滑らかな土ばかりだから、足の躓くおそれがない
いちばんの懸念だった自殺のおそれがないと見きわめがついたものでしたから、
可能性・心配・懸念・危険・はず・わけ
比較：懸念(けねん)／恐れ(おそれ)／憂慮(ゆうりょ)
[共通する意味]　　気にかかって、心が落ち着かないこと。 
[使い方]
〔懸念〕スル
▽　登山者の安否が懸念されている　　▽　懸念を抱く
〔恐れ〕
▽　長雨で山崩れの恐れがある
〔憂慮〕スル
▽　憂慮すべき状態　　▽　現状は憂慮に堪えない 
[使い分け]
【１】「懸念」は、起こるかもしれない悪いことの実態がはっきりしない場合にも用いるが、「憂慮」は、現実に悪い事態が生じてきて、対象が明らかになり、さらに重大な問題や事件が生じる危険性がある時に用いる。
【２】「恐れ」は、「大雨の恐れがある」など、…の危険性、可能性があるという意味で使われる。「虞」とも書く。
（３）…かけ／…かけの
［接尾］動詞の連用形に付く。
＜１＞　動作が途中である意を表す。
「読み―」「食べ―」「吸い―」
＜２＞　その動作が起ころうとする直前の状態であることを表す。
「つぶれ―」
＜３＞　その動作のついでである意を表す。
「帰り―」
比較：

−がけ【−掛け】
1　〔行動の始めや途中で〕動詞の連用形に付いて、その動作の途中、その動作のついで、の意を表す。
「帰り―」「行き―の駄賃」
「起き掛けに地震を感じた。」

「出掛けに。」「帰り掛けに寄ってください」
2　〔割合，倍〕
その店はCDを定価の8掛けで売っている
このひもの二つ掛けの長さにしてください
3　〔座席に座ること〕
「3人掛けの椅子」
「2人掛けにしてください」
４　〔…を着けて〕
「彼女はエプロン掛けで現われた」

「草履(ぞうり)掛けで」「浴衣掛けで散歩に出た」
（４）…がちだ／…がちの／…がちな／…がちに
がち／勝ち　［接尾］名詞や動詞の連用形に付く。
１　…が多い、…する傾きがある、…に傾きやすいなどの意を表す。
黒目がちの目
青味がちな月明りはまるで夜明けかと思うくらいであった。
彼女は深く頷いてるらしい。前屈みがちに坐っている。
「後れ勝ち」「病気勝ち」「曇りがち」「焦りがち」「休みがち」
「進みがち」「沈みがち」「しがちである」「傾きがち」「うぬぼれがち」
このような事はつい忘れがちです。

そういう事故はとかく起こりがちである。

入力時の誤りは、同じパターンで何度も生じがちです。
こんな月夜には、子供たちは何か夢みたいなことを考えがちでありました。
明日は曇りがちの天気でしょう。
それは少女にありがちな感傷に過ぎない。
権利保護に偏＜かたよ＞りがちな著作権
某君兄弟数人はいずれもわたしの中学時代の友達で、久しく別れているうち便りも途絶えがちになった。
私は下向いて、黙りがちになった。
といって、まだ新聞社に出入ったことがないので、一向に様子もわからず、遠慮がち臆病がちに社に入って見ると、
しまいには有っても無くっても構わないもののように粗末に取り扱われがちになるものである。
古来の因習が少くなり、ヒノエウマの迷信なぞはもう問題にならないように一口に言われがちだが、果してそうか、甚だしく疑問である。
２　それのほうが得をする意を表す。
「早い者勝ち」
（５）…＜か＞と思うと／…＜か＞と思ったら
表示事情几乎同时发生　
〔＜か＞と思うと〕
▽　立ち上がったかと思うと、大声で話し出した。
▽　空が急にかきくもったかと思うと突然大粒の雨が落ちてきた。
▽　妹は手紙を奪い取ったと思うとその場で破り捨てた。
「＜か＞と思うと」の用法で特徴的なのは、性質がかなり違う、時には正反対の事柄がたて続けに起こることを対比して示す用法である。「今までにこにこしていたかと思うと突然怒り出す」
(＜か＞と思えば)　「＜か＞と思うと」と同じ。正反対の事柄が続けて起こることを対比して示す。
「ちょっと走ったかと思えば息切れがするといってすわりこむ」
(＜か＞とみれば)　「＜か＞と思うと」「＜か＞と思えば」と同じ意味。
「トンネルを抜けたかとみれば車窓いっぱいに海が広がった」
(＜か＞と思う間もなく)　「日が落ちたと思う間もなく気温がどんどん下がった」
果与说话人预想的相反
（６）…かのようだ／…かのように　　　　（「ようだ」を参照）
彼女はその体躯ごとにどこかへ脱け出してしまったかのようだ。
言葉の量でもって実績をかせごうとするかのようだ。少しずつでも言葉の版図を拡げて置こう、という感じを露骨に出す。
粗暴と邪悪とを知らぬかのようだ。
その間を飛びちがい入り乱れる数知れぬ夜光虫の光り。それは世界中が金襴＜きんらん＞になって踊り出すかのようでした。
、いわば彼女にはたゞ四季のうつろい行く外界だけが存在したかのようである。
林の隙間を月が塞ごうとするかのように、綿のような靄がいちめんに漂っておりました。
彼はその方面に何かを見定めんとするかのように、なお眼を真直に見据えて歩いてゆく。
すると、先生は何事かを決心されたかのように、でも、何事もおっしゃらずに、つと、子宮の中へ指を入れて、
俯向けに横倒おしになった二つの死骸の斬口＜きりくち＞を確かめるかのように、平馬はソロソロと近付いた。
でも…かのように
右往左往に悲叫＜ひきょう＞遁走＜とんそう＞する、あらゆる生物の、混乱の姿ででもあるかのように取られた。
要吉たちは、それをまた、一つ一つ、まるで、宝玉ででもあるかのように、丁寧に、そっともぎ取るのでした。
と亭主は身寄りの者にでも話すかのようにしんみりとそう言った。
すると、人々は蝿の群でもあるかのように、ちりぢりに各々目ざす方へと散って行った。
まるで…かのように／あたかも・さながら…かのように
それだのに、チホンは、十日ばかり経つと全然＜まるで＞何事もなかったかのように自分の家へ帰って来た。
突然、妻はその右の手をのばして、あたかも窒息させようと思うかのように、義夫の口と鼻とを蔽いながら強く押しつけました。
（７）…からして／…からすると／からすれば
名十からして　　单从…来看就…／单从…上讲就…［連語］
１　《格助詞「から」＋副助詞「して」》　体言、またはそれに準じる語を受ける。
㋐　…から後。
「この時からして生活が変わった」
㋑　…をはじめとして。
「言うことからしてなまいきだ」
平気で無心に来る了見からして気にくわない
息子からして私を理解していない　　　　　（さえ・でさえ）
人もあろうに彼女からしてそう言うとは　　（さえ・でさえ）
２　《接続助詞「から」＋副助詞「して」》　活用語の終止形を受け、…ゆえに、…から、の意を表す。
「信用しているからして、仕事を任せたのだ」
「そんなわけだからして、了承してもらいたい」
名十からすると／からすれば
从…来看（＝…から見て）／从…来讲（＝…から言って）。表示做出后半部分的判断或看法的依据或视角等。
こういう意味からすると、同じように、「日本の自然」という言葉ですらも実はあまりに漠然とし過ぎた言葉である。
だがここでは普通の学界常識からすると、古典という意味に於ける文献の意義は、あまり重んじられていないのではないかと思われる。
常日頃から嫌っているおタマのかなり慇懃無礼な態度からすると、望むようにはことは運ばないのではないかと訝＜いぶか＞しんだ。
現代の要求からすれば、そこには幾多の不合理や不便があるでしょう。
今日のわれわれの観念からすれば、羚羊撃ちや地質探査は登山と呼ばれない。
それは青空の棚の実務に携わる者からすれば、その図書を禁書とすること、あるいはその本を公の場で火にくべることと、ほとんど変わりがない。
その頃は万歳事件のあとで、朝鮮人は極度に弾圧され、全体からすれば朝鮮文化の破壊が遠慮なく行われていた時期であった。
或る見方からすればからすれば全文明がギリシア的性格をもち、又他の見方からすればこの同じ全文明が又ヘブライ的性格をもつであろう。
領土の面積からすればからすれば、佐竹と南部の国境以北、津軽半島だけの広さでも尨大＜ぼうだい＞なものだったが、
父親から見れば自慢の娘であり、娘からすれば自慢の父親だった。
ところが僕からすればこのジョン・オープンショウの方があのショールトオ兄弟以上にはるか危険の道を辿りつつある。
（８）…からといって／…からと言って
［連語］活用語の終止形に付く。
１　ある行動や態度についての、原因・理由を表す。…というので。からとて。後に続く行動・態度は、度を越えていたり、非難されてもしかたのないものであったりする場合が多い。
「暑いからと言って、水ばかり飲んでいる」
自分はとうとう少し二人きりの話がしたいからと言って、その男をことわった。
その人が駅から帰って来ての話では、青森で七千人溜＜たま＞っているからと言って、切符を売ってくれなかったということであった。
２　多く、打消し・反語・禁止の表現と呼応して、逆接の条件を表す。…という理由があっても。からとて。…からって
「失敗したからといってくよくよするな」
暑いからといってそんなに冷たい物ばかり飲んではいけない
日本女性だからといってすべての人がお茶やお花ができるというわけではない
ふだん、美味いものを食っているからと言って、必ずしも味が分るとは言えない。
日曜だからといって、ゆっくり休むということもなかった。
「こら待て、いくら自分の頭だからといって、そう乱暴に殴るとはいかん……」
「だからといって」
彼等は、平三爺にしろ長作にしろ、もちろん、この山茶花を手放したくはなかった。しかし、だからと言ってこれを拒絶して、手扱＜てこ＞きを使い続ける気にもなれなかった。
「勝利はない」　　だからと言って、僕が敗北したと、だれが言えよう。
それはたしかだ。だからといって、あの人があの子をお嫁さんにして悪いという理屈はないわ。
比較：にしても／とはいえ／からといって
／に(も)かかわらず／としても
／にしたって／と(は)いっても／とはいうものの
（９）…かわりに／…代わりに
１　代理。身がわり。代用の品。〔代用の人・物〕〔代理人〕
「父の代わりに出席する」「本を枕の代わりにする」
米の代わりになる食料。／　代わりの人を行かせます。
これは帽子の代わりになる。／　兄が父の代わりをした。
彼の休暇中代わりを務めた。／　このごろは万年筆の代わりにボールペンを使う。
書斎代＜が＞わりにこの部屋を使っている。／　クラス一同の代わりに私が話した。
私の代わりに出席してくれませんか
２　ある事柄に相当して、ひきかえとなるもの。代償。〔交換〕。代わりに　〔代償に〕、〔お返しに〕、〔埋め合わせに〕
「宿題をみてもらう代わりに肩たたきをする」
家事の手伝いをしてもらう代わりに英語を教えてやる。

彼は頭脳明晰(めいせき)である代わりに体が丈夫でない。

その娘は器量はあまり良くないが、その代わりとても気立てが優しかった
そのかわり／そのかわりに
（10）…ぎみ／気味
ぎみ／気味　［接尾］　名詞や動詞の連用形に付いて、そのような傾向や様子がある意を表す。
「風邪気味」「焦り気味」「太り気味」「狼狽＜あわて＞ぎみに」
からかい気味の言葉。ヒステリー気味の人。風邪気味である。

金利は下がり気味である。彼女は太り気味だ
少し腐＜くさ＞り気味でいた。

この国のほうは、だんだん、負けぎみになってきました。
西本くんのような人が上になって上体を起こしぎみにしていると、まずとにかく、
鏡子は少し 自棄気味＜やけぎみ＞で言った。
丘をくだる時、すこし滑りぎみな赤土の中に、吸い込むような春の誘惑がある。
渠も直ぐ禮を返したが、少し 周章氣味＜あわてぎみ＞になってチラリと其男を見た。
目の性が悪いと見えて、縁が赭＜あか＞く、爛＜ただ＞れ気味であった。
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第二章

（11）…きり／…きりだ
きり　［副助］「っきり」「ぎり」の形でも用いる。体言、活用語の連用形・連体形に付く。
１　動作や事物に付いて、その範囲を限定する意を表す。
㋐　だけ。かぎり・限り。〔…だけ〕
「ひとりきりになる」「思いっきり泣く」
手持ちはそれっきりです。　／戻ってきたのは私きりだった。
彼らは二人きりになりたかった。　／生存者は彼一人きりだった。
東京にいるのは今日きりだ。　／やってみてもよいが1回きりだよ。
㋑　ずっと…している。…のままだ。　「ずっと…したまま〕
「閉めっきりの部屋」「何を聞いても黙っているきりだ」
彼女は付きっきりで夫をみとった。

寝たきりの老人
２　（主に否定の表現と呼応して）　これ以上動作が行われない、という限度・限界を表す。…を最後として。〔…のが最後だ〕
「先月会ったきり顔を見ていない」「出かけたきり戻ってこない」
彼は私の本を持って行ったきり返さない。

アメリカへ行ったきり彼女は消息を絶った。

彼とは5月に会ったきりだ。
３　（主に否定の表現と呼応して）　特定の事物以外のものは存在しない、という意を表す。しか。だけしか。
「選手は一〇人きり残っていない」「一〇〇円きり持っていない」
（12）…くせに
くせに／癖に　［接助］活用語の連体形および格助詞「の」に付く。非難や不満の気持ちを込めて逆接条件を表す。にもかかわらず。のに。くせして。
「弱いくせに強がりを言う」
「本当は好きなくせに、そぶりも見せない」
●　打ち解けた会話に用いられる語。「のに」の場合よりも難詰や非難の気持ちが強い。また、「なによ、何も知らないくせに」のような終助詞的用法もある。
くせして／癖して　［接助］「くせに」に同じ。
「若いくせして言うことは年寄りじみている」「何だ、男のくせして」
そのくせ／そのくせに
父は勝った時は必ずもう一番やろうといった。そのくせ負けた時にも、もう一番やろうといった。
が、そのくせ、どこにもまだ燈火のかげは射していない。
芥川の死について、いろいろな事が、書けそうで、そのくせ書き出してみると、何も書けない。
比較：くせに、のに。

（13）…こそ/…こそあれ/…こそすれ/こそ…が…
こそ　　［係助］種々の語に付く。
１　ある事柄を取り立てて強める意を表す。
「今こそ実行にうつすべきだ」
「…こそが」「…こそは」

２　ある事柄を一応認めておいて、それに対立的、あるいは、否定的な事柄を続ける。現代語では、多く「こそあれ」「こそすれ」「こそするが」などの形で用いられる。
「感謝こそすれ、恨むことはあるまい」
「賛成こそするが、積極的ではない」
３　文末にあって、言いさして強める意を表す。
「これはこれは、ようこそ」
「『先日はありがとう』『いや、こちらこそ』
…こそあれ　　［連語］《係助詞「こそ」＋動詞「あり」の已然形。逆接の意味で下につづく》

…はあることはあるが。
「図書室でこそあれ、ろくな本はない」

…てこそ　　［連語］《接続助詞「て」＋係助詞「こそ」》

文中に用いて「て」の受ける部分を強調する。　文語文では「こそ」のかかっていく述語を已然形で結ぶ。
「義務を遂行してこそ、権利を主張できる」「身を捨ててこそ浮かぶ瀬もあれ」
ばこそ　　［連語］《接続助詞「ば」＋係助詞「こそ」》
１　活用語の仮定形（文語では已然形）に付く。あとの説明を成立させるのに十分な理由を、前に提示する意を表す。
「親子なればこそ情愛も深いのだ」
「健康であったればこそ土佐の旅もその他僻地の検診もできたのである。」
「なにをくだらん、……手に入ったればこそ、ああいうことが出来たのだ」
２　（中世以降終助詞的に用いて）　強い否定の意を表す。…などするものか。…絶対ない。
「押しても引いても動かばこそ」「情け容赦もあらばこそ」
…からこそ　　／だからこそ…
科学は人間のことであるからこそ、女の生活というものがわかるからこそ、キュリー夫人伝が、人々の心に尊敬すべき生活の像として訴えて来るのだ。
「地の中に出来るからこそ、地中の林檎と言うのじゃありませんか」
知っているからこそ、尚更あの人は私を意地悪く軽蔑するのだ。
だからこそ鳥や 獣の言うことがわかるのです。
だからこそ、ことしは、民主的に托児所をこしらえようとする動きもおこっても来ているわけです。
（14）…ことになっている／…事になっている
既に規則や予定で、そう決まっている意を表す。
「法律で弁償しなくてはならないことになっている」
「来秋から留学することになっている」
それから三代将軍以来この寺へは代々将軍が太刀を納めることになっているが、
若し女の人が本を出したければ父親なり夫なり、法律上の保護者の許可がなければならないことになっていると話した。
「こととなっている」

司法各省に支部図書館をおいて、お互いに材料を見せあい、利用しあって、分裂しないようにすることとなっている。
（15）…ことに／…ことには
＜１＞評価。嬉しい、惜しい、面白い、悲しい、可笑しい、ありがたい、不可思議、不思議、不快、残念、奇妙、幸い、驚く、驚くべき、皮肉めく、
だが嬉＜うれ＞しいことに、今度は二本の足で立上ることができた。
可笑しいことには、どの山が夫であるかついに分らなかった。
ただ、残念なことに、ここのうち、功成り、名とげて、近いうちに商売をやめるといううわさがある。
驚いたことには、Rの顔が妙に歪＜ゆが＞み出したものだ。
＜２＞〔ことには〕順接の仮定条件を表わす。
▽　早く出発しないことには日が暮れてしまう。

▽　いまのうちに何か手を打たないことにはたいへんなことになる。

「ことには」は、否定の助動詞「ない」を受けて、「…しないことには」の形で、もし…しなければの意味を表わす。「ことには」には、…しなければ＜一層＞悪い事態が生じるだろう、という気持ちがあるので、「XことにはY」のYには望ましくない事態がおかれる。つまり、
「今遊ばないことには後で遊べなくなる」は言えても、「今遊ばないことには計画どおり勉強できる」とは言えない。
（16）〜最中＜に＞／…最中だ
さいちゅう／最中
動作・状態などが、いちばん盛んな状態にある時。進行中の時。まっさかり。さなか。もなか。
「今が暑い最中だ」「食事の最中」
「米や麦は愚かなこと、汁の実にする青いものさえ不足しているので、困っている最中だ」
「ロシアの近代思想を縦横に解剖してゆく検事の論告に読みふけっている最中に、……」
さなか【最中】　たけなわである時。さいちゅう。
「夏の最中」「忙しい最中」「寛文七年の夏の最中」「あの雨の最中に」
もなか【最中】　真っ盛り。さいちゅう。
「ころは夏の―、月影さやかなる夜であった」〈独歩・少年の悲哀〉
（17）…じゃないか／…ではないか
（惊奇、发现）不是吗 (书面表达，一般男性用）
(谴责)不是...吗／难道不是...吗　（一般读为降调）
（确认）不是...吗
動推量形　＋ではないか　　让（我们、咱们）...吧（口语＝じゃないか。表示劝诱、建议等）
（18）…しようがない／…しょうがない
しよう／仕様
１　物事をする方法。しかた。やりかた。〔方法，手段〕
「まだほかに仕様があるだろう」
どうしようもない。　／なんとかしようがありそうなものだ。
父に経済的援助を頼むよりほかしようがなかった。
涙が出てきてしようがなかった。
しようのないいたずらっ子だね。
彼はそのことを友だちに言いたくてしようがなかった。
今日は寒くてしようがない
２　機械類や建築物などの構造や内容。
「仕様の一部を変更する」「仕様書」
仕様がない　　　（現在では多く「しょうがない」と発音される。）
１、うまい方法がない。「自分でするより―・い」
２、始末におえない。「―・い怠け者だ」
仕様がなければ茗荷がある
「仕様がない」の「しようが」に「生姜(しょうが)」を掛けた言葉遊び。
仕様もない　　　（多く「しょうもない」と発音される。）
くだらない。ばかばかしい。「―・いこと」

（19）…ずに
［連語］未然形につく。…＜し＞ないで。
「失敗を気にせずに仕事をしなさい」
ジョバンニは何も言えずにただ御辞儀をしました。
僕は忽ち当惑を感じ、戸の中へはいらずに引き返した。
然るにそこに滿足を覺えたことは殆ど無い。常は幸とも不幸とも感ぜずに過している。
邵晉涵は、史記についてもその由來を書いたが、紀は全然之を採用せず、本文には批評を加えずに、その注に解題を加えた。
そして以前の指圖を簡單に分り易く繰返して、サイラスには返事をする餘裕も與えずに、ずんずん部屋から出て行った。
（20）…ずにはいられない／…ないではいられない
ある感情や動作を抑えようと思っても抑えることができない意を表す。…ないではいられない。どうしても…してしまう。
「おかしくて笑わずにはいられない」
この故に我我は正直になることに不安を感ぜずにはいられぬのである。
われわれは宗教家である日蓮が政治的関心を発せずにいられなかった動機が実感できる。
どうにもならない病気とは知りながらも、何故かよそから力が加わることを信ぜずにはいられなかった。
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＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　からして／からといって／とたん／ことに／きり

読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　ノーネクタイ／割り込む／アプローチする／獲物／俯き加減で／ルール／リスク
●　悩まされてくる／のためには／上司らしき人／パフォーマンス
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　通常、メモというのは自分のために取るものである。大事なことをメモしておくことによって、記憶を補完できるからだ。
●　そうなれば、結果、その人と接する人々は、得をすることになる。自らは何の行動も取っていないのだから、「ゼロのコスト（注8）」で、そのよう利益を得たことになる。
第三章
（21）…つつある
「つつ」　［接助］動詞・動詞型助動詞の連用形に付く。
１　二つの動作・作用が同時に並行して行われることを表す。それぞれが…して。…ながら。　→つつも
「諸事情を考慮しつつ計画を立てる」
「大声で叫びつつ走りだす」
２　二つの動作・作用が矛盾して行われることを表す。…にもかかわらず。…ていても。　→つつも
「早起きが健康にいいと知りつつ、つい寝すごしてしまう」
「努力しなければならないと知りつつもつい怠＜なま＞けてしまう」
３　動作・作用が今も進行・継続していることを表す。…し続けている。
「成績が向上しつつある」
「病状が快方に向かいつつある」

「つつも」　［連語］
１　「つつ」を強めた言い方。…しながら。
「働きつつも学ぶ」
２　…にもかかわらず。
「努力しなければならないと知りつつもつい怠＜なま＞けてしまう」
（22）…てたまらない／…て堪らない
てたまらない／堪らない
１　その状態を保てない。
「そんなに乱暴に着たら服が―◦ない」
２　感情などをがまんできない。〔我慢できない〕〔感情などを抑えられない〕
「腹がへって―◦ない」「友だちに会いたくて―◦ない」
今日は暑くてたまらない。
娘たちはおかしくてたまらなかった。頭が痛くてたまらない。
蒸し暑くてたまらない。彼女はおかしくてたまらなかった。
彼に会いたくてたまらない
トイレに行きたくてたまらない。
海外旅行中は日本料理が食べたくてたまらなかった。
３　この上なくよい。何とも言えないほどいい。〔我慢できないほどいい〕
「仕事のあとの一服は―◦ない」
この味がなんともたまらない
４　程度がはなはだしい。〔やりきれない〕
「映画が―◦なく好きだ」
彼らの演奏はたまらなくいい。
こんなことで不平を言われてはたまらない。
そんなに金がかかるんではたまらない
コーヒー１杯で３時間もねばられてはたまらない。
彼のあの傲慢な態度はたまらない。
（23）…てからでないと／…てからでなければ
両親と相談してからでないと、自分で決められません。
漢字の読み書きを勉強してからでないと、大学の勉強についていけない。
実際にお会いしてからでないと、決められません。
上司に相談してからでないとお返事できません。
しっかり考えてからでないと、お答えできません。
この問題は、よく検討してからでないと、決定は難しい。
舞鶴に行くには京都に行ってからでないと行けません。
子供が小さい時、寝かせてからでないと、ゆっくりテレビも見れなかった。
……南へ廻ってからでなければ庭へ光の射すことはなかった。
ビザが取れてからでなければ、旅行の予定は立てられない。
４時に起きてからでなければ、飛行機の時間には間に合わない」
ただし、Apple ID を作成してからでなければ、共有書類を開けません。
貴下やお母さんが承知して下すってからでなければ言われませんわ。
体力や高度の能力を要する訓練は、ある程度成長してからでなければ無埋ですが、
注意（意味上も違う）：
名詞＋てからでないと／名詞＋てからでなければ
門を出る時、いつも左の足からでないと踏み出さなかった。
山の樹を荒らすと言うので、一九二七年からは六月一日からでないと放牧してはならぬ、……。
……事は、翻ってその議論も必然の要求からでないと考えるより外に考えようがあるまい。
……、日本劇からでなければ得られないというようなものは先ず無いと見て差支えあるまい。
（24）…というものだ
也就是。用于从常识常理上考虑，说明或主张事物的具体内容或功能。
もしも、たってさえぎると、お前さん方は法律によって牢にはいることになる。それがタタリというものだ。
私は社会党の右派でも左派でもなければ、共産党員でもない。芸術家というものだ。
ぜひとも聴き入れてください。そうでないと、せっかくわしが特使に立った甲斐＜かい＞がないというものだ。
今は壊れてしまっただけなのだ、そんなふうに考えたくなるのも人情というものだ。
あいつは、うるさい。フウルというものだ。
（25）…というより
比较、选择、取舍。与其说…还不如…。また、「…というよりは」「…というよりも」「…というよりか」など。
船好きというより、揺れ好き、であるかも知れない。
三木は酒が好きだった、というより、酔うのが好きだったようである。
だから、その在り方は芸術というよりも生活的なものだ。
これは世間を憚《はば》かる遠慮というよりも、その方が私にとって自然だからである。
小学校の運動場に消防演習があった。演習というよりは教練だった。
われわれの心に訴えるものは、伎倆＜ぎりょう＞というよりは精神であり、技術というよりも人物である。
その人達は、文壇に於ける芸術というよりか、直に、自己の真情を社会に向って呼びかけるための芸術であります。
だから僕は北海道の冬というよりか冬則ち北海道という感が有ったのです。
（26）…といっても／…と言っても
＜１＞事柄を小さ目に言う。＝…とはいっても。軽くするなどの意味。
旅行といってもホンの小旅行で、中央線の列車に半日乗っている程度のものです。
何も持たないといっても、全然代用品がないこともありますまい。
雷門＜かみなりもん＞といっても門はない。門は慶応元年に焼けたなり建てられないのだという。
＜２＞　一般用法　＝ても。

このごろ少しく調べることがあって、支那の怪談本――といっても、支那の小説あるいは筆記のたぐいは総てみな怪談本といっても好いのであるが―
すでに勝負も決したといってもよく、果して無惨な敗北を喫した。
恋愛はいくら自由だといっても、男が女と関係して姙娠したり、子供を生んだりした時雲隠れしてそれで終れりとしてしまうことは出来ない。
二人は シャッターを閉めて出て行きました。といってもそこから遠くへ離れてしまったわけではありません。
といっても、器具や家具類などはどれも備え付けのものですから、何かあれば、あなた様のご負担になることはご理解ください
比較：
とはいうものの／とは言うものの
＜１＞　［接］前に述べた事柄と相反する内容を導く語。そうはいっても。とはいえ。
「とは言うものの、やはりこわい」
＜２＞　［連語］《「ものの」は接続助詞》…といっても。…とはいえ。
「近いとは言うものの、歩いて三〇分はかかる」
とはいえ／とは言え
＜１＞［接］　「とは言うものの＜１＞」に同じ。　　「彼は不満らしい。とは言え、全く反対でもない」
＜２＞［連語］　「とは言うものの＜２＞」に同じ。　　「人数は少ないとは言え、意気込みは盛んだ」
（27）…ところだ
ところ／所／処　　［名］
１　空間的な場所。人や物が存在する場所。
㋐　住んでいる場所。住所。住居。「お―とお名前を教えてください」
㋑　その地域。地方。「―の人に尋ねる」
㋒　連体修飾語によって限定される場所。「県庁のある―」
２　抽象的な場所。場面。範囲。多く、連体修飾語によって限定される場所や部分をいう。
㋐　ふさわしい地位や立場。
「職場で―を得る」
㋑　その人の所属している組織や集団。
「知り合いの―に発注する」
㋒　部分。箇所。点。
「悪い―を直す」「粋な―のある人だ」
それが彼のよい所なんだ。　／そこが彼が君に勝る所なんだ。

彼にはどこかこっけいな所がある
㋓　場面。局面。
「今の―おとなしい」「今日の―は許してやろう」
今のところは健康です。このところ暑い日が続いている。
今日のところは勘弁してやる。

よいところへ来た、上がりなさい。

㋔　ちょうどその所。場合。際。おり。〔ちょうどその時，場合〕
「さっき着いたところだ」
「あれ？　山崎さんはもう帰ったの？」「今出たところだから、追いかければ捕まえられるよ」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（刚刚（完成））
手紙を書くところだ。　　　　　　　　　　　　　　　　
「もう夕食すんだ？」「今から食べるところよ」　　　　（正要…／刚要…）
「もう論文まとまった？」「今、考えているところなんだから、邪魔しないでよ」（正在…）
ちょうど顔を洗っていたところへ電話が鳴った。　　　　　　　　　　　　　　（正在…）
もう少しで忘れるところだった。
危ないところを助かった。　　　　　　　　　　　　　　（几乎…／差一点）
㋕　事柄。内容。こと。〔…すること〕
「思う―あって辞任する」「自分の信じる―を貫く」
聞くところによると，彼は再選を目指すそうだ。
彼の言うところではそれはうそだ。
何も言わなかったところを見るとまだ知らないらしい。（从…（正出现或进行着的场面、情景等这点）来看）
やりたくないというのが本当のところだ
㋖　範囲。程度。〔範囲〕
「調べたところでは、そんな事実はない」「歩いて30分といったところかな」
私の知っているところではよい学校だ。
見たところ何でもなかったが切ってみると中が腐っていた。
「病院に行ったんでしょ。どうでした？」「調べてみたところ、どこも悪くないって言うんだ。ストレスが原因かね」
彼の話してくれたのは大体そんなところだ。
せいぜいのところで80点かな
㋗　（数量を表す語に格助詞「が」が付いた形を受けて）だいたいの程度を表す。
「10分が―遅れた」「1万円が―借りている」
３
㋐　《漢文の、受身を表す「所」の訓読から。「…ところとなる」の形で》前に置かれた語句が示す行為の対象であることを表す。
「世人の称賛する―となった」
㋑　《西洋語の関係代名詞の翻訳から、格助詞「の」を介して、体言またはそれに準じるものを修飾して》連体修飾語の役割をする。「所」。多く翻訳調の文章に用いられる。
「世に知られている―の画家」
「かつて訪れた―の屋敷」
４（「…したところ」の形で接続助詞的に用いて）上述した内容を条件として文を続ける。順接にも逆接にも用いる。
「訪ねた―、不在だった」
「依頼した―、断られた」
…するところだった／…してしまうところだった

呼応：

もう少しで、もうちょっとで。

もう少しのことで。もう少しのところで。

すんでのことで。すんでのことに。

あやうく・あぶなく。

忘れるところでした。／忘れてしまうところでした。

「もし私たちに法律についての知識がなかったとしたら、うまく騙＜だま＞されるところでした」
…どころではない

名詞または名詞に準じる語、活用語の終止形に付き「どころではない」などの形で、ある事態をあげ、そのようななまやさしい程度のものではないという意を表す。
「勉強に追われて、遊ぶどころではない」
「暑いどころの騒ぎじゃない」　（＝どころの話じゃない）
「宿題が山ほどたまっていて、遊びに行くどころではないんです」
「笑っているどころではありません。」
「…どころではない」はかなり強い否定だが、その否定した事柄が話し手にとってそれほど重要ではないことを示している。
（28）…どころか
「どころか」　名詞または名詞に準じる語、活用語の終止形に付く。ある事柄を挙げ、それを否定することによって、あとの内容を強調する。
＜１＞〔…はもとより〕〔…はおろか〕
「文章どころか、自分の名前も書けない」
赤ん坊は走るどころか、歩くこともまだできない。

不親切どころかまったく残酷だ。

食物どころか水も無くなってしまった。

野鳥観察に出掛けたが、鶫＜つぐみ＞どころか雀＜すずめ＞も見えなかった。

「外国に行ったことがないんだって？今時、珍しいね」「外国どころか、まだ飛行機にも乗ったことがないんだよ」
「この前入った若い子、一生懸命働いてるかい？」「働くどころか、ボーナスもらったらさっさと辞めちゃったよ」
＜２＞〔まったく反対に〕
「成功するどころか、失敗ばかりしている」
喜ぶどころか大変に怒った。
彼は謝るどころか、逆に文句を言ってきた。
病気どころかぴんぴんしている。
後悔どころか平気の平左だよ。
比較：　〔ばかりか〕「どころか」
〔ばかりか〕
▽　その噂＜うわさ＞は、クラスメートばかりか先生にまで広まっている
▽　作詞家のA氏は、作詞ばかりか、作曲のほうにまで手を伸ばしている
〔どころか〕
▽　(1)漢字が読めないどころか、平仮名＜ひらがな＞でさえ満足に書けない
▽　(2)彼はフランス語どころかラテン語まで勉強しているらしい

「どころか」が「ばかりか」の用法と最も近づくのは、例文(2)のような場合であるが、「フランス語」に対する評価という点で、ニュアンスの違いがある。「どころか」を用いると、フランス語なんてありふれたものではなくラテン語を、とフランス語が否定的に聞こえるが、「ばかりか」のほうは、フランス語だけではなくその上、という気持ちで中立的である。
（29）…ところに
参考：（27）ところ／所／処。ちょうどその所。ちょうどその時。場合。際。「ところへ」に近い。
実戦練習　　24
＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　というものだ／ゆえに／からして／からといって／どころか／からすると／ことなく
読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　ペット／扱われる／癒しの力／迫られる／生き甲斐
●　のではないだろうか／しっぺ返しを食らう／何の手も打たず
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
第四章
（30）…としても
としても　［連語］／としたって
１　…の立場でも。…の場合でも。
「日本としても開発途上国のために協力すべきだ」
私としてもまた多少の考えを持っているが、ここではその問題に論及せんとするのではない。
孤寒という語は私としても好ましいとは思わないが、私はその語が表現する限界を彷徨している。
２　（活用語の終止形に付いて）仮に…であっても。…と仮定しても。
「結婚したとしても幸せになるとは限らない」
鉄道がストに入ったとしても私は出勤しなければならない。

彼が成功したとしても不思議はない。

そうした事例はあるとしてもわずかだ。
比較：としても／としたって／にしても／にしたって／にしろ／にせよ
[共通する意味]　　逆接の仮定条件を表わす。
[使い方]
〔としても〕〔にしても〕〔にしたって〕
▽　たとえ私が知っていたとしても、あなたには教えなかったでしょうね
▽　苦労はするにしても自分が選んだ道を進みたい
▽　部屋を借りるにしたって都内ではとても高くて、不可能だ
〔にしろ〕〔にせよ〕
▽　たとえ助からないにしろ、母には最新の医療を受けさせてやりたい
▽　だれが社長に選ばれるにせよ、前途は多難だ 
[使い分け]　
「としても」「としたって」「にしても」「にしたって」「にしろ」「にせよ」はほぼ同じように使われるが、「にしたって」「としたって」は会話表現になじみやすく、「にせよ」は硬い文章に多く見られる。
（31）…において／…における／…に於ける
において／に於て　　［連語］《「におきて」の音変化》　現代語では文語的表現に用いられる。
１　動作・作用の行われる時・場所・場合を表す。
「パリに於て外相会議が開かれる」

２　事物や人物について、それと関連する意を表す。…に関して。…について。
「規模の大きさに於てひけをとらない」

おける／於ける　　［連語］《「…における」の形で》　連体語

１　作用・動作の行われる場所・場合・時間を表す。…の中の。…での。…にあっての。
「日本に於ける生活」
「過去に於ける経験」
２　両者の関係を表す。…についての。…に関しての。…に対する。
「古代史に於ける造詣の深さ」
「西行の和歌に―、宗祇の連歌に―、雪舟の絵に―、利休が茶に―、其 (その) 貫道する物は一なり」〈笈の小文〉

比較：…において／…にあって／…で
[共通する意味]　　時・場所・状況を表わす。
[使い方]
〔において〕
▽　明治時代においては富国強兵策がとられていた
▽　人間生きる限りにおいて悩みは絶えないものである
▽　自衛の名においての侵略は許されない
▽　説明会は会議室において行う
〔にあって〕
▽　(1)今日(こんにち)にあっても昔ながらの製法が生かされている
▽　(2)野(や)にあって政治を操る
〔で〕
▽　現時点で問題になるのは資金集めの方法だ
▽　調査の過程でいくつかの疑問が浮かんだ

[使い分け]　

「において」「にあって」は、動作や作用の行われる時(機会)・場所・状況(場合)を示し、格助詞「で」で言い換えられることが多い。ところが、「にあたって」「に際し(て)」は場所は示さず、「で」とも言い換えられない。
また、「において」「にあって」は、「明治時代」「調査の過程」のように時間的な幅のある語句を受けるのに対し、「にあたって」「に際し(て)」は、「閉会」「出発」のように瞬間的な変化や動作の始点・終点を示す語句を受けやすいという違いもある。
（32）…にきまっている／…に決まっている
きまる／決まる／極まる
１　不確か・未決定であった物事が最終的にはっきりして、動かない状態になる。定＜さだ＞まる。決定する。
「方針が―・る」「有罪と―・る」
次の会議は4月10日に決まった。
最優秀映画はトルコの作品に決まった。
皆それぞれ決まった席に座った〔指定された〕。
決まったことは皆が守るべきだ。
よし決まった、彼に弁護を頼もう
会合の場所はまだ決まらない。

彼女の結婚相手はもう決まっている。

彼女の結婚相手はもう決まっている。

試験日は３月１日と決まった。彼の転勤が急に決まった。
２　変わらないで同じである。一定している。
「毎朝決まった道を通る」
「買う店が決まっている」
すでに決まったことを蒸し返すな。

彼には毎月決まった収入がない。

このテレビ番組にはいつも決まった顔ぶればかり登場する。
３　（「…にきまっている」の形で）疑う余地がなく、当然である。きっとそうである。また、必ずそうなる。
「冬は寒いにきまっている」
「そんなことを言われれば、誰だって怒るにきまっている」
彼女はきっと後悔するに決まっている。
今度の選挙では彼は落選するに決まっている。
彼は来ないに決まっている。

そんなのうそに決まっている。
４　（「きまっている」「きまってる」の形で）物事の型や服装などが、きちんとかっこうよくおさまる。さまになる。
「背広が―・っている」
きまって／決まって／極まって
［副］ある条件のもとでは必ずそうなるさま。いつも。必ず。
「忙しいときに―人が来る」
彼は決まって人の提案に反対する。
一言いうと彼は決まって口答えをする。

弟は毎朝決まってジョギングをする。
「…とは決まっていない」「…とは決まらない」

彼だっていつも失敗するとは決まっていない。
比較：　に違いない　／に相違ない／にきまっている
[共通する意味]　確信をもった推量・推測・推定を表わす。過去・現在・未来のことについての確実性の高い(確信の高い)推測、根拠のある推定を表わす。
[使い方]
〔に違いない〕
▽　彼の実力なら合格するに違いない
▽　娘さんは母親似だとすれば、きっときれいな方に違いありません
▽　あの人の言うことは理想には違いないが、世の中そううまくはいかないものだ。
〔に相違ない〕「に違いない」と同じ意味だが、硬い文章で使われる。
▽　「高齢化社会を迎え、福祉の見直しが求められるに相違ありません」
〔にきまっている〕
▽　「に違いない」より確実性が高く、断定に近い。話し言葉に多い。「どんなにとめたって彼は行くにきまっているよ」
[使い分け]
「に違いない」は、自分の推測を自分自身で確認し納得するといった、独り言や心の中での考え事に使われ、相手の問いかけに対する答えなどには使われないため、会話文より地の文に多く見られる。「はずだ」にはそのような制限はない。
[関連語]
◆(かもしれない)　　「に違いない」より確信の度合いが低い推量を表わすが、使用範囲はかなり広く、真実である確率がゼロに近い場合から相当に高い場合まである。話し言葉では「かもわからない」もよく使われる。
「何も言わないでいるのが、彼の精一杯の愛情だったかもしれません」「明日晴れたら、遊びに行くかもわからない」
（33）…にかんして（は）／…に関して（は）
かんする／関する　　関係がある。かかわる。
「将来に関する問題」
「我関せず」
政治に関する講演。防衛に関する論争。彼に関する限り問題はない。
彼はいつも我関せずという態度を取っている。
「に関して」「に関しては」「に関しても」「に関しての」

この報告ではその件に関して何も言っていない。
彼の辞職に関していろいろ取り沙汰(ざた)されている。
「映画に関しては、ちょっとうるさい」
彼は少し内気だが勉強に関しては申し分ない
この問題に関しても、私は嘗て、詳しく書いたことがあるから、ここでは言わない。
JIS X 0208にない文字や、底本のレイアウト情報をどう取り扱うかに関しても、定めがある。
多くの話のうちに明日行くべきお光さんに関しての話はこうであった。
同時に、この第五回大会は、民主的作品をこめる現代文学の創作に関しての報告をぬきにした。
比較：かかわる／関する
[共通する意味]　 関係がある。 
[使い方]
〔かかわる〕(ラ五)
▽　命にかかわるようなけが
▽　つまらない問題にかかわっている場合ではない
〔関する〕(サ変)
▽　大学移転に関する学内の意見を整理する
▽　自分の将来に関して不安を抱く
[使い分け]
【１】「かかわる」は、深く関係をもったり、大きな影響をもったりする意味で使い、「関する」は、関係があることだけを意味する使い方。
【２】「かかわる」は、「関わる」「係わる」「拘わる」とも書く。
[対比表]
	
	国の将来に…問題
	命に…問題
	台風に…ニュース
	二人の問題には…ない方がいい

	かかわる
	○
	○
	－
	－ら○

	関する
	○
	－
	○
	－し－


（34）…にこたえて／…に応える
反応を示す。in response to。
電話依頼にこたえて医者がすぐ来た。
社員の要求にこたえて労働時間を短縮した。
わが社は消費者のニーズに応えて新製品を開発しました。
このアプリは、ユーザーの声にこたえて、新しい機能を追加した。
「医者になってほしい」という親の期待に応えて、彼は医者になった。
／アンコールにこたえて／リクエストにこたえて／国民の声にこたえて／学生の希望にこたえて
（35）…にさきだち（…にさきだって／…にさきだつ+名）
さきだつ／先立つ
１　先頭に立って行く。また、先頭に立って行動する。
「リーダーが―・って登る」
行列に先立つ。　／人に先立って働く。

２　ある物事をするより以前に行われる。順序が先である。〔ある事より以前に起こる〕
「講演に先立って講師の紹介があった」
「開会に先立って代議員の登録が行われた」
３　先に死ぬ。「人より先に死ぬ〕
「親に―・つ不孝」「妻に―・たれる」
「息子に先立たれた。」

４　何かをする時に、はじめに必要になる。〔第一に必要である〕
「旅行したいが―・つものがない」
会社を始めるのに先立つものは金である。
先立つ物は金だ／万事钱当先
先立つものがない／先立つものが無い。
比較：先行(せんこう)／先立つ(さきだつ)／リード
[共通する意味]　　他の人や物より先にあること。また、先に行くこと。
[使い方]
〔先行〕スル
▽　先行している一団を追う
▽　先行文献
〔先立つ〕(タ五)
▽　先立って働く
▽　試合に先立ち開会式を行う
〔リード〕スル
▽　四対一でリードする
▽　時代をリードする雑誌
[使い分け]
【１】「先行」「先立つ」は、空間的に前にある場合にも、時間的に前である場合にも用いることができる。
【２】「リード」は、スポーツ、競争などで、優勢である場合に用いる。また、ある風潮や流行などの先頭に立って他を導く場合などにもいう。
【３】「先立つ」は、「親に先立つ」「先立つ不孝」などのように先に死ぬ意で使われることもある。
[対比表]

	
	頭ひとつ分…てゴールインする
	作品Aは作品Bに…
	…て歩き出す

	先行する
	－し○
	○
	－し-

	先立つ
	－っ-
	○
	－っ○

	リードする
	－し○
	－
	－し-


（36）…に従い／…に従って
按照…／根据…随着
したがう　　／従う／随う／順う／遵う
１　後ろについて行く。あとに続く。
「案内人に―・う」「前を行く人に―・って歩く」
行列に従う。　／彼は母に従って父の書斎に入った。

２　沿う。たどる。
「川の流れに―・って下る」「標識に―・って進む」「川に従って行く」
３　他からの働きに順応する。
㋐　法律・慣習・意見などに逆らわないでそのとおりにする。　意のままになる。服従する。
「法の定めるところに―・う」「指示に―・って行動する」「意向に―・う」
校則に従う。　／忠告に従う。　／判決に従うほかない。　／慣例に従う
㋑　ほかの力のままに動く。任せる。
「風に―・う葦 (あし) 」
４　
㋐　応じる。また、順応する。
「問いに―・って答える」「条件に―・って賃金が異なる」
㋑　ならう。まねる。「見本に―・って作る」
５　たずさわる。従事する。「業務に―・う」
「女は年をとると共に、益々女の事に従うものであり」
６　（「…にしたがい」「…にしたがって」の形で）…につれて。…とともに。
「年をとるに―・い円満さを増してきた」
「登るに―・って気温が下がる」「登るに従って視界が開けた」
比較：…につれて、…に伴って、…にしたがって、…とともに、…と同時に
（37）…にはんして／…に反し／…に反する
はんする／反する
２　規則などに違反する。
「約束に反する」それは法規に反する。
契約に反する行為があれば財産は没収されることがあります。
教師の言いつけに反して彼らは髪を長く伸ばした。
彼は私の警告に反して川へ泳ぎに行った
３　命令や教えなどにそむく。
「主命に―・する」「人の道に―・する」
１　反対になる。裏腹になる。
「期待に反する」「去年に反しして今年は雨が多い」
予想に反した結果となった。
彼は父親の希望に反して彼女と結婚した。
兄が善良なのに反して、ジャックは大変意地が悪かった。
彼らの行為はこの運動の趣旨に反している。
「これに反し」「それに反し」「のに反し」「のに反して」
これに反し、真に時代を画するような作家とは、もとより、その新しさと力強さとによつて一世の視聴をあつめ得たものを言うのであるが、
それも、最初の予期に反し、凡そ十三年の長きに亘って。
前代の道徳を初め一切の思想の基礎が人の類性に置かれたのに反し、五カ条の御誓文、憲法、教育勅語等において御示しになっている現代の新規範は、
唯、その危機から宗教がストリンドべリイを救い出したのに反し、その宗教も遂に「齒車」の作者を彼の危機から脱出せしめなかった。
それに反し、科学小説をたいへん悦んでくれ、そして科学小説の味を理解してくれるのは青少年層だ。
そして唯、生前の彼についてのみ我々に語る事が出來る。それに反し、我々はもはや彼のところにこつちからは行く事すら出來なくなったのだ。
ブランドが「全か無か」を標榜して、いつも退路を断ちながら進んだのに反して、ペエルは、いつでも後ろのドアを明け放しておく卑怯者であったのです。
（38）…にほかならない／…に他ならない
（多く「…にほかならない」の形で）それ以外のものでは決してない。まさしくそうである。ほかならぬ。　「ほかならない」「にほかならない」  不外／不外乎／无非／无异于。
「彼の成功は努力の結果にほかならない」
ほかならないあなたの頼みだから聞いてあげよう。　
それは市長にほかならなかった。　

これこそ探していたものにほかならない。　

彼のしたことは詐欺にほかならない。　

今度の成功は皆の努力の結果にほかならない。
これはかれからの警告にほかならない。
「ほかでもない」

「ほかでもないが，人探しの件はどうなっているのかね。」
「ほかならない」
他の人とは違っていて、特別な間柄にある。ほかならぬ。
「ほかならない君の頼みでは断れない」
（39）…にむけて／…に向けて
むける／向ける
１　その方向に正面が位置するようにする。ある方向を向かせる。〔向かせる〕
「視線を―・ける」「背を―・ける」
「マイクを―・ける」「怒りを他人に―・ける」
窓の方に顔［目］を向ける。　銃を男に向けた。

顔を上に向けて。　戸口に背を向けて立つ。

機首を東に向けた。　北海道へと足を向ける。

新しい事態に皆の注意を向けた。　計画に背を向ける
２　その方向をめざす。
「現地へ―・けて出発する」「母校に足を―・ける」
イギリスに向けて出発した。

その皮肉は私に向けられたものだった。
問題解決に向けて努力した。
３　ある目的・用途にそれをあてる。振り当てる。振り向ける。
「寄付金を人件費に―・ける」
研究に心を向けた。　その金は旅費に向けた。

一日のうち2時間をピアノの練習に向けている。
（40）…にもかかわらず／…にかかわらず
にもかかわらず／にも拘らず　　［連語］
１　前述の事柄を受けて、それと相反する行動をとる意を表す。…であるのに。
「雨にもかかわらず出かける」
「あれほど固く約束したにもかかわらず姿を現さない」
病気にもかかわらず出席した。

財産があるにもかかわらずつましい生活をしている。

社長に命令されたにもかかわらず行かなかった。

仕事はひどくつらかったが、それにもかかわらず彼はくじけなかった。

(1)　あれだけ注意したにもかかわらず、また同じミスを犯している。
(2)　その店は人手不足にもかかわらず、いつも行き届いたサービスをしてくれる。

２　（接続詞的に用いて）それなのに。しかし。
「疲れがひどかった。にもかかわらず、頑張った」
比較：にもかかわらず・にも拘らず／／にかかわらず・に拘らず
「にもかかわらず」は、「XにもかかわらずY」の形で、Xの状況から当然予想されるZという結果があるのに、実際はそれとは違うYが生じたことを表わしている。
あるべき姿で常識的な結果であるZに反して、Yはプラスの意味(例文(2))でも、マイナスの意味(例文(1))でも、予想からずれている状況を示す。
なお、この用法とは別に、「出席するしないにかかわらず、一律千円の会費をいただきます」のように、「XYにかかわらず」の形で、XでもYでも関係なく、の意を表わす場合もある。これは、「も」を入れない「にかかわらず」だけの用法で、肯定否定の表現、相補関係にある熟語(「大小」「昼夜」「晴雨」など)などを受ける。
不论…都…／不管…都…（前面一般用的是“正反”意义或形式的表达，见下面两例。再如：大小・勝敗・男女・増減・晴雨・理非・必要不必要……）
しかも右の協定は雇傭に関する相互契約の有無にかかわらず適用される。
人の智恵は、善悪にかかわらず、思いのほかに成長するものなり。
……、友の居ると居ないにかかわらず自由に 階段を上るのを許されていた。
われわれは、いかなる者と雖も、資本主義の機構の上にある以上、資本主義を、その正邪にかかわらず、認めなければならぬ。
性別いかんにかかわらず法律の前に 平等である、という憲法の実現の現われは、……。
そういう議論のいかんにかかわらず新型式俳句というものが現に存在しており、
実戦練習　　29
＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　のあげく／にさきだち／ではいられない
読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　見るからに／位置づけている／のではないかと思う／とともに／好かれようとする
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　私は嫌われているのではないかと思うと、そう思っていそうな相手から何とかして好かれたいと考えてしいます。男性にも女性にも大して自分が関心をもっていない人に対しても、そう思うのです。このため、その相手ともっとコミﾕニケ―シﾖンをとろうとしてしつこくなってしまったり、思ってもいないことを言ったりしてしまいます。
第五章
（41）…にもとづいて／…に基いて
もとづく／基づく
＜１＞それが基となって起こる。起因する。〔原因となって始まる〕
「政治の介入に基づく相場の変動」「性的衝動に基づく男女間の愛情」
それは彼の誤解に基づく。

単なるうわさに基づいたことだった。

彼の失敗は小心に基づくものと我々は考える
＜２＞それを根拠・基盤とする。〔より所とする〕
「規則に基づく処理」「生活と感情とに基づく純一なもの」
税金は収入に基づく。　／あなたの議論は何に基づいているのか。

彼の指示に基づいて行動した。

給料は資格に基づいて支払われる。　／父の遺言に基づいて
純粋に解析的と考えられる数学の部門においてすら、実際の発展は偉大な数学者の直感に基づく事が多いと言われている。
　　比較：基づく(もとづく)／よる（因る・由る）
[共通する意味]　　あることを理解や判断の基準、根拠、よりどころとする。
[使い方]
〔基づく〕
▽　基本方針に基づいて細部の立案をする
▽　事実に基づいた小説
▽　判決に基づき罰金を払う
〔よる〕
▽　事故は不注意によるものだ
▽　以上述べたことはすべてこの本によっている
▽　風邪による欠席が多い
▽　問題が生じたときは規約の条文によって考えるべきだ

[使い分け]
【１】「基づく」は、そこに根拠や基盤があること、「よる」は、原因、理由があることを表わす。ただし、この意味での「基づく」は、すべて「よる」に言い換えることができる。
【２】「よる」は、「基づく」よりも広い範囲に用いられる。「因る」「依る」「拠る」「由る」とも書く。
比較：　　…に応じて／…に基づいて／…に沿って

／…に則って／…に照らして／…に従って

／…に即して／…に鑑みて／…によって／…に準じて

（42）…のに
のに
＜１＞［接助］活用語の連体形に付く。内容的に対立する二つの事柄を、意外・不服の気持ちを込めてつなげる意を表す。
「東京は晴れなのに大阪は雨だ」「十分言い聞かせたのに理解していない」
「九月だというのに真夏の暑さだ」
「それはまあ、よく忙しい―、気をつけておくれだ」〈人・娘節用・後〉
＜２＞［終助］《[image: image2.png]


の文末用法から》活用語の連体形に付く。不平・不満・恨み・非難などの気持ちを表す。
「これで幸せになれると思ったのに」「いいかげんにすればいいのに」
●　他の逆接の助詞「けれども」「が」などに比べると逆接の意が強い。
のに［連語］《準体助詞「の」＋格助詞「に」》
１、…時に。…場合に。
「地震が来るのに備えておこう」
「組になっているものを数えるのに用いる。」
「この概念を一応整理することが問題を展開するのに必要だと思う。」

２、…のものとして。
「儀式用のには不適当だ」
３、動終止形＋のに　　　为了…（目的）
会社を始めるのに先立つものは金である。
「私たちは、新しい国の姿に応じた研究の態勢をととのえるのに、やっとの思いであった。」
４、＝こと。文法的体言化・名詞化。
兄が善良なのに反して、ジャックは大変意地が悪かった。
唯、その危機から宗教がストリンドべリイを救い出したのに反し、その宗教も遂に「齒車」の作者を彼の危機から脱出せしめなかった。
「てはいけない」は、ある個人のある行為をその場面で取り上げて禁止することが多いのに対し、「てはならない」は、……法律の条文などに多く見られる。
　　比較：のに、くせに、けれども

（43）…のみ
のみ　［副助］種々の語に付く。
１　ある一つの事柄・状態に限定していう意を表す。…だけ。…ばかり。
「あとは結果を待つのみである」
「日本のみならず全世界の問題だ」
正確に答えた者は彼のみであった。
人はパンのみで生きるのではない。
彼は同じ事を繰り返すのみだった。
音楽のみが彼の慰めだった。
２　ある一つの事柄・状態を取り出して強調する意を表す。ただもう。
「色合いが美しいのみで、何のとりえもない絵だ」

３　（文末にあって）感動を込めて強く言い切る意を表す。
「あとは開会式を待つのみ」
のみか　［連語］…だけでなく。…ばかりか。
「感謝しないのみか逆に恨んでいる」

狸は庄造の姿を見ても別に逃げようともしないのみか、反って嬉しそうに尻尾を掉＜ふ＞るのであった。
わが邦の今も小児のみか大人まで蟹の両眼八足を抜いて……。
啻＜ただ＞に抑揚などが明らかでないのみか、元来読み方が出来ていないのだから、声を出して読むには不適当である。
それのみか、
それのみか違った工場の違った台にもそれがある。
のみならず　［連語］
１　…ばかりでなく。…だけでなく。
「筆者のみならず世人も認めるところ」
冬も暖かな羅馬の古都などは、風来人の自然の隠れ家であるのみならず、同時に又＜また＞宿無し猫の楽土でもあった。
またそれぞれに、その研究の立場から、ただに種々系統を異にする民族の混淆共棲するものあるのみならず、時には地方的にも、ある。
２　（いったん文を切ったあと、接続詞的に用いて）　そればかりでなく。それだけでなく。その上に。
「彼は私にとって無二の親友だ。のみならず恩人でもある」
「動機の全部ではない。のみならず大抵は動機に至る道程を示しているだけである。」
（44）…はじめて／…初めて
はじめて／初めて／始めて　　［副］
１　今までに経験していない事が起こるさま。最初に。
「初めて人間が月に着陸した」「初めてお目にかかります」
その時初めて親のありがたさが分かった。
私が初めてヨーロッパに行った時は船でした。
人間を初めて月に着陸させたのはアメリカだ。
パリへ行ったのはそれが初めてだった。
そんな光景を見たのは初めてだった。　　こんな大地震は初めてだ。
初めての人はゆっくり滑ってください。
まったく初めての経験だった。　　初めての独り旅。
２　ある経験をした上で、漸くその状態になるさま。やっと。
「親が死んで、初めてそのありがたさがわかった」
貧乏になって初めてお金の価値を知った。　　失敗して初めて気がつく。
卒業して初めて学生生活の良さが分かった。　　　　　　（只有…才…）

…してこそはじめて／…してこそ初めて
人は苦しまなければいけない、苦しんでこそ初めて生まれるものが有る。
完全な一つの調和を保ってこそ初めて「舞歌平頭の成就」は生ずるのである。
割れ目を消してしまうてこそ、初めて旧と同一のものになるのである。
この点を、私は特に強調したいのであります。そうしてこそ、初めて日本料理が本格になって来るのであります。
これでこそ初めて…／それでこそ初めて…
これでこそ初めて天下の名人だ。
勝利者というものは、相手が虎のような鷹のようなものであれかしと願い、それでこそ彼は初めて勝利の歓喜を感じるのだ。
うむ。それでこそ、義も情もある日本人じゃ。
…してからはじめて／…してから初めて
芸術品は年月の垢＜あか＞に埋もれてから初めて、彼らにわかるようになる。
二人の頭脳は冷たく澄み、明智ノ庄を落ちて来てから初めて真＜まこと＞の吾＜われ＞にかえっていた…
指先がひりひりするようになってからはじめて彼は手を休め、色んなもの思いに耽＜ふけ＞る。
（45）…はず／…はずだ／…はずの
１、当然そうなるべき道理であることを示す。〔当然〕
夜勤あけで疲れているはずだ。／　彼はもう着いているはずだ。

事業はうまく行くはずだ。／私の馬はきっと勝つはずだ。

彼女も手伝うはずだった。
あれから三年たったから、今年は高校入学のはずだ
このまま順調にいけば、来週あたり退院できるはずです
彼女と結婚していれば、今頃幸せな家庭を築いてるはずだった
「はずだ」は「はずだった」と過去形にすると、実際は物事が推測どおりにいかなかったことを表わし、不満・後悔・疑問などの気持ちがこめられることが多くなる(例文(3))。
「…ないはずだ」「…ではないはずだ」
こちらの時計に狂＜くる＞いはないはずだ。それは、おまえさんたちの 時計がまちがっているからだ。
暗室で食う料理でないかぎり、盲人の食う食料でないかぎり、美を離れて存在するよき料理というものはないはずだ。
大名の姫君というものは、高島田などに結っているものではないはずだ。これはどうしたことか。
…、そしてレルナークの行為は 語＜ことば＞のように速かであることをお忘れではないはずだ 。
手紙はたいして面白いものでもないはずであるが、源氏はそれを手から放すのも惜しいようにじっと眺めていた。
「ないはずがない」「ないはずはない」「ないはずもない」
「来ないはずはない」「生に真摯であれば「問い」がないはずはない。」
大姫君を知らず、愛していなかった人でも、この薫の悲しみにくれた様子を見ては涙の湧かないはずもないと思われるのに、
師や友に導かれて誤って曠野＜こうや＞の道に迷っても怨＜うらみ＞はないはずではあるまいか。
「はずがない」「はずはない」「はずもない」「はずがあるまい」
雨戸でもない、あいつはガラガラ恐ろしい音を立てるから、曲者はあんなところから入るはずも出るはずもない。
そんなはずはない。／　彼がそんなことをしたはずがない。

「このシチューはうまいね」「おいしいはずさ．朝からかかったんだもの」
２、その確信をもっていることを示す。（確信）
「君はそれを知っているはずだ」
沈没したはずの船が入港した。／　　　　　　　　　　　　　　
次は怪しいろくでなしの方だが、こやつがその阿片窟の三階に住んでおり、ネヴィル・シンクレア氏を最後に目撃したはずの人間となる。
その続きがどうしても見当らない、図書館にも幾度かいって探してもらったが、続きの載ったはずの雑誌はあっても出ていない。
岐阜の県庁に雇員となって勤めているはずの友人が、浴衣がけのような恰好で、
実は、このごちそうは、今日、訪ねて来るはずの友だちのために、人くい鬼がしたくしておいたものでした。
とにかく生徒を護摩かすくらいは何とも思わぬはずの彼がその時だけはまっ赤になったのである。
それも、わたしがもうすっかり忘れてしまっているはずの、ほんのひと時のことでした。
その座敷のまん中に、今やっと来たばっかりのはずの、あの麻疹を病んだ子が、まるっきりやせて青ざめて……きちんと座っていたのです。
内から燈が 射してるので、はっきり見えないはずの外が見えるのですよ、
３、その予定であることを示す。〔予定〕
彼はもうそろそろ帰って来るはずだ。

委員会は明日開かれるはずだ。

船は来週横浜に着くはずである。
「今日届く予定になっている」　「明日も出るはずになっているんだが、休ませてもいいや。」
ケーベル先生は今日（八月十二日）日本を去るはずになっている。しかし先生はもう二、三日まえから東京にはいないだろう。
卒業論文の方はいいにしても四月始めには故郷へ帰って結婚するはずになっていると言うのである。
「…はずになっている」「…ことになっている」「…予定だ」
（46）…ばかりか
ばかりか／許りか　　
［連語］「か」は反語。物事がただそれだけに限らず、他にまで及んでいる意を表す。…だけでなく、そのうえ。
「勉強ばかりかスポーツの面でもすぐれている」
「強いばかりか情にも厚い」
そればかりか

午後二時半で、家はナースチャ一人であった。そればかりか建物全体が一日じゅうで一番しんとして人気のない時刻だ。
彼女は男裝しているばかりではなく、好んで男のような言葉を使っていた。そればかりか、彼女はどうもここの一人の女給をどこかに連れ出すらしいのである。
比較：うえ＜に＞／ばかりか／どころか／のみか
[共通する意味]　　添え加える意を表わす。
[使い方]
〔うえ(に)〕
▽　夕食をごちそうになったうえ、おみやげまでもらった
▽　暑いうえにうるさくてとても寝つけない
〔ばかりか〕
▽　その噂(うわさ)は、クラスメートばかりか先生にまで広まっている
▽　作詞家のA氏は作詞ばかりか、作曲のほうにまで手を伸ばしている
〔どころか〕
▽　(1)漢字が読めないどころか、ひらがなでさえ満足に書けない
▽　(2)彼はフランス語どころかラテン語まで勉強しているらしい
[使い分け]
【１】「うえ＜に＞」は、「Xうえ(に)Y」の形で、Xの事物にYの事物が重なった状態を最も客観的に表わす。Xに名詞だけを入れることはできないため、表例(2)の場合も「気温が高いうえに湿度も高い」と文の形にすれば自然になる。
【２】「ばかりか」は、「XばかりかY」の形で、程度の軽い事物Xをまず挙げ、Xだけではなく、さらにその上により重いYまで加わる、という意味を表わす。Yには「も」「まで」「さえ」「すら」などがつくことが多い。
【３】「どころか」は、「XどころかY」の形で、Xくらいの軽いことではすまされず、実はYなのだ、と聞き手の常識や予想から大きくはずれたYを強調する表現となる(表例(1)、例文(1))。また、相手の言ったXを否定して、それとは対照的なYこそ真実であると主張する場合もある(表例(3))。
【４】「どころか」が「XどころかYも…ない」(X・Yには名詞が入る)の形で使われる場合(表例(4))は、程度の重いXを、もちろん…ない、と否定した上で、それより程度の軽いYさえ打ち消すということになる。
【５】「どころか」が「ばかりか」の用法と最も近づくのは、例文(2)のような場合であるが、「フランス語」に対する評価という点で、ニュアンスの違いがある。「どころか」を用いると、フランス語なんてありふれたものではなくラテン語を、とフランス語が否定的に聞こえるが、「ばかりか」のほうは、フランス語だけではなくその上、という気持ちで中立的である。
[関連語]
◆(に限らず)　　「ばかりか」とほぼ同じ意味で用いられる。
「外国人に限らず、日本人でも敬語を正しく使い分けるのはむずかしいことだ」
◆(のみならず)　　「ばかりか」と同じ意味だが、文語的な言い方。
「顔のつくりのみならず体つきまで父親似であった」
[対比表]
	
	①結婚している…子供が二人もいる
	ハンサムな…金持ちだ
	②気温（の）…湿度も高い
	③背が低い…長身だ
	④一万円（の）…千円も持っていない

	うえ（に）
	○
	○
	（の）－
	－
	（の）－

	ばかりか
	○
	△
	　　　○
	－
	　　　－

	どころか
	○
	－
	　　　△
	○
	　　　○


（47）…反面
はんめん／反面
１　反対の面。反対の方面。
２　（副詞的に用いて）他の面から見る場合。他面。
「プラスチックは、水に強い反面、熱に弱い」
「その反面に根を張っている封建風なもの」
「しかし、この反面には面白いことが一つあります。」
「彼はおとなしい反面、大胆なところがある。
「この町は物価が安いが，その反面公共施設に乏しい。
「その反面＜に＞…」「…反面に」「…反面に於いて」
ATMとオンラインバンキングは銀行の利用法を変えましたが、その反面、銀行員と対面する機会は減りました。
……、その二・二六事件の反面に於いて、日本では、同じ頃に、オサダ事件というものがあった。
その反面に、明治が、その現実において、どんなにまで封建的であり、身分の観念と結びついた官僚主義が横行していたかを語っているのである。
特に解毒剤のような清涼さで読者の感情にふれて来るというのは、その反面に何を語っているのであろうか。
先のシャープな鉛筆で着実にトレースをはじめるのだ。そうして表が出来上ると、それをひっくり返して、他の反面へトレースを続けてゆく。
「…反面で」「他の反面では…」
著作権の保護期間が延びることは、ごく一部の本の収益が継続される利点がある反面で、そのほか大半の本の死蔵が進んでしまうデメリットもあります。
集団の行動を奨励している他の反面では、男や女の学生たちが自分たちで集って何かきめてやるということについて学校当局は神経を過敏に動かすのではないだろうか。
「反面から言うと…」
反面から言うと、もし自分が殉死せずにいたら、恐ろしい屈辱を受けるに違いないと心配していたのである。
（48）…まま
まま／儘／随／任　　《「まにま」の音変化》多く連体修飾語を受けて形式名詞的に用いられる。
１　その状態に変化のないこと。それと同じ状態。〔その状態で〕
「昔の―」「現状の―」「立った―の姿勢」
「私の部屋はそのままにしておいてください。
「彼女をそのままにしておいたほうがいい。
「窓は開けたままだった。
「風船が木に引っ掛かったままだった。
「東京駅までずっと立ったままでした
「帽子をかぶったままで。「話を聞いたまま話す。　
「コートを着たままでいた。
２　（多く「ままになる」の形で用いる）思い通りの状態。自由。
「意の―になる」
「こう物価高だと買物も―にならない」
３　成り行きにまかせること。〔成り行きに任せて〕
「成すが―」

足の向くままに歩いた。

思うままにさせておいた。

市民は暴虐な征服者のなすがままになっていた。

請われるままに署名した。　／言われるままにする。
まま　［接助］《名詞「まま（儘）」から》用言または助動詞の連体形に接続する。
（多く「…たまま」の形で用いる）ある動作や状態が保たれた状況で、別の動作がなされる意を表す。
「テレビをつけたまま、眠ってしまった」「物音ひとつしないまま、時は過ぎた」
（49）…もの
（物体、语言、作品、知识等） 东西
因为，由于。接续助词。顺接，表示理由，后续表示自己本来的主张。（もん：更口语化）
もの／物
＜１＞〔物体〕〔品物〕
このての物は品切れです。／物が不足してきた。／この世界を造っている物。／何か黒い物が水に浮かんでいる。「階段に物を置くのは危険だ」 「窓から物が落ちて来た」
＜２＞〔所有物〕
これは市役所の物だ。／その帽子は私のものだ。／その家は彼のものになった
＜３＞〔品質〕〔文章〕「言葉」
この紙は物がいい。ものは乏しくても、心は豊かでありたい。値段は安いが、ものは確かだ。／彼は物を書くのが商売である。／あきれて物も言えない。
＜４＞〔物事〕
物には順序がある。／物の道理をわきまえている。／この子は物を覚えるのが速い。／彼はよく物を知っている。／物を問いたげな表情。／物のはずみで議長になってしまった。
もの【者】　人
彼は町内のきらわれ者だ。／通行許可証のない者の入構お断り〔掲示〕。

私は秋山と申す者です。／僕は富山の者だ。

私は保険会社の者です。／鈴木という者がこれを持って来ました。
表示一般的常识或倾向。表示回忆。表示感叹或咏叹。表示道理。  参考：第以下六章（51）.
もの
＜１＞［接助］口語では活用語の終止形、文語では活用語の連体形に付く。順接の確定条件を表す。…（だ）から。…ので。
「ゆくゆくは社長となる人ですもの、しっかりしているわ」
「彼は努力家だもの、きっと成功する」「子供だもの，無理はないよ」
「いっしょう

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%91%E3%82%93%E3%82%81%E3%81%84" \o "けんめいの意味" けんめい

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%8B%89%E5%BC%B7" \o "勉強の意味" 勉強していますもの、大丈夫ですわ」
＜２＞［終助］活用語の終止形に付く。多く「だって」「でも」と呼応して用いる。現代では多く女性や子供の間で使われるが、時に撥音化して「もん」となることもある。
不平・不満・恨みの意を込めながら、相手の自分に対する非難に対し、根拠や理由を示し、反駁 (はんばく) 、訴え、甘えなどの気持ちを表す。
「だって時間がないんですもの」
「でもお父さんがそうおっしゃったんですもの」

ものか　［連語］《形式名詞「もの」＋係助詞「か」》
１　意外なことに感動したり、驚いたりする意を表す。
「なるほどそういうものか」

２　反語の意を表す。そんなことはあるものか。
もので［接助］《形式名詞「もの」＋格助詞「で」から》活用語の連体形に付く。原因・理由を表す。…ものだから。…ので。　　
「時間がないもので、失礼する」
「途中、事故があったもので、遅れてしまった」
●　「で」は断定の助動詞「だ」の連用形とも。くだけた話し言葉の中では「もんで」ともなる。（多く、弁解の場合に使う。＝ものだから／もんだから）。
「ものなら」、［接助］以下の項目を参考。

ものの　［接助］《形式名詞「もの」＋格助詞「の」から》活用語の連体形に付く。逆接の確定条件を表す。…けれども。…とはいえ。
「習いはしたものの、すっかり忘れてしまった」
「新機軸を打ち出したものの、採用はされなかった」

●　現代語で「ものの」は、「とはいうものの」「いいような（よかった）ものの」などの形で慣用的に用いられることが多い。
（50）…ものがある
用言連体形＋ものがある　強い断定を表す。表示强烈的断定。简直…／实在…／确实…／真是…。　「とても〜だ／なんとなく〜感じる／〜という感じがある／〜ように感じられる」
「最近の科学の発達には目をみはるものがある」 
「少年達の発言には注目すべきものがあった」
「最近、中国の経済発展には目覚しいものがある。」

「校長のスピーチには人々を感動させるものがあった。」
「この絵には人を引きつけるものがある。」
「この文章はまだまだ未熟だが、しかし随所にキラリと光るものがある。」
「半年前にいなくなったねこが帰ってきた。わたしにとって特別うれしいものがある。」
実戦練習　　15
＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　と同時に／というより／反面／ものがある
読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　一口で／つまり／フリーター／パート／浪人暮らし／気ままに
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
第六章
（51）…ものだ
もの／　他の語句を受けて、その語句の内容を体言化する形式名詞。
＜１＞（「…ものだ（である）」などの形で）
㋐　普遍的な

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%82%BE%E5%90%91" \o "傾向の意味" 傾向。
「どんな人もお世辞には弱いものだ」「赤ん坊はよく泣くものだ」
「人間はとかく過去を美化

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%97%E3%81%9F%E3%81%8C%E3%82%8B" \o "したがるの意味" したがるものらしい」
㋑　なすべきこと。それが当然であるという気持ちを示す。　「当為」
「そんな時は何も聞かずにいてあげるものだ」
「先輩の忠告は聞くものだ」「困ったときは助け合うものだ」
㋒　「…したものだ」の形で）過去にしばしば起こったこと。過去を思い出して懐かしむ気持ちを示す。
「二人でよく遊んだものだ」「あの店にはよく二人で行ったものだ」　「回想」
＜２＞（「…ものだ」の形で）感動・詠嘆の気持ちを表す。…なあ。 
「あの難関をよくくぐり抜けたものだ」 
「故郷とはいいものだ」 「あの男にも困ったものだ」
「二人とも大きくなったものだ」「悪いことはできないものだ」　　　　　「詠嘆」
＜３＞（「…ものか」「…ものではない」などの形で）反語・否定を強調する。
「そんなことがあるものか」「誰が言うものですか」
「そんな、そんな児を構うものか。」
「何をするかわかったものではない」
＜４＞（「…ものと思われる」などの形で）判断を強調する。 
「彼はもう帰ったものと思われる」
「あきらめたものとみえて、その後何も言ってこない」
「負けたのがよほど悔しかったものと見える」　　　　　　「肯定の意を強調して」
「何をされるかわかったものじゃない」　　　　　　　　　「否定の意を強調して」
＜５＞（「ものとする」の形で）…することとする。 
「甲はその責任を負うものとする（契約書ナドノ文言）」
＜６＞願望の気持ちを表す。。「…たいものだ」「…ほしいものだ」
（52）…ものだから
［連語］活用語の連体形に付いて、原因・理由を表す。…ので。多くは弁解に使う。＝もので・もんで。
「君が大きな声を出すものだから鳥が逃げてしまった」
「その辺まで参りましたものだから、ちょっとお寄りしました。」
「無論私はそれを隠していた。けれども元々身に着いているものだから、出すまいと思っても、いつかそれが父や母の眼に留＜と＞まった。」
「それを人間がいい加減な無理をするものだから、少しの嵐にでも折れてしまうのである。」（寺田寅彦　断片（２））
比較：｢ことだから｣／｢ものだから｣
名詞の＋ことだから
表示说话人判断的依据。一般接在表示人物的名詞后面，用于从说话人、听话人都熟知的某个人物的性格、行为、特性、或习惯等做出某种“因果关系”的判断。
まじめな田中さんのことだから、約束は守ると思います。
“まじめ（认真）的他”（=性格、行为、特性），因果关系地推断出他会“約束を守る”的

買い物好きの彼女のことだから、旅行先でもショッピングに一番時間をかけるだろう。
“買い物好き（喜欢购物）的她” （=性格、特性、或习惯），因果关系地推断出：“ショッピングに一番時間をかける（在SHOPING上花最多的时间）”。
｢ものだから｣
活用語の連体形に付いて、原因・理由を表す。…から。…ので。
委婉地表示前项是后项的原因或理由。

多用于对预想不到的或出于非本意等个人性质的理由进行强调的场合，是对后项所出现的情况或结果所作的一种辩解或解释。

行きたくないものだから、何かとけちをつける＜挑毛病＞のだろう。
君が大きな声を出すものだから、鳥が逃げてしまった。
（53）…ものなら
ものなら　［接助］動詞・動詞型助動詞の連体形に付く。
１　（可能の表現に付いて）　　実現が不可能だと思われる事柄を仮定的に示す意を表す。…ならば。（如果能…的话…／表示虽然是可能性很小，几乎无法实现的事情，但说话人还是有強烈的愿望。）

「別れられるものなら別れたい」
「逃げられるものなら逃げてみろ」
２　（「…うものなら」「…ようものなら」「…まいものなら」の形で）　　もし実現したら、好ましくない事態が起こる場合を仮定的に示す意を表す。…としたら。　（如果要…的话，…那可就…）
「うそをつこうものなら、とんでもない目にあうぞ」
「うっかり捨てようものなら、どやされるぜ」
●　「ものなら」は「ものならば」の「ば」が省略された形で、うちとけた話し言葉では「もんなら」となる。
（54）…もかまわず／…もかまわずに
かまう／構う　（多く打消しの表現を伴って用いる）その事柄や存在を気にかけて、規制された状態になる。
㋐　気にする。気をつかう。
「時間にかまわず押しかけて来る」
「私にかまわないで先に行ってください」
「なりふりかまわず働く」
㋑　他の事とかかわって、差し支えが生じる。
「費用がかかっても―・いませんか」

外聞もかまわず、ハラワタをねじって泣きわめきました。
なりもふりもかまわず、四足をなげ出し、うす赤い腹をひくひく動かしながら、日向に一日じっとしている。
……、男と女が人目もかまわず月光を浴びて囁き合っている。
代って荷物を運んでくれたり、苦しいこともかまわずに世話をしてくれるので、
「…のもかまわず＜に＞」
雨に濡れるのもかまわずに、あずまやの中から飛び出して、庭の中につっ立って、金の扇で招きました。 
風の寒いのもかまわず日のあんまり早く暮れてしまうのをおしんで居る
「…も…もかまわず＜に＞」
……、恥も外聞もかまわず、出来るだけのことをしたものです。
僕は叱られたような、悪いことをしていたような気がして、大急ぎで、碁石を白も黒もかまわず入れ物にしまってしまった。
（55）…わけにはいかない
「わけ」

１　物事の道理。すじみち。「―のわからない人」「―を説明する」
２　言葉などの表す意味、内容。「言うことの―がわからない」

３　理由。事情。いきさつ。「これには深い―がある」「どうした―かきげんが悪い」

４　男女間のいきさつ。また、情事。「―のありそうな二人」
（「～わけに＜は＞行かない」の形で）そうすることはできない。～筋道ではない。「やらないわけにはいかない」
参考：第二（18）
～わけが＜は・も＞ない／～＜という＞わけでは＜も＞ない／～ないわけでは＜も＞ない／～わけだ。
（56）…わけではない／…わけでもない　　　　　（参考：第二（18））
「～＜という＞わけでは＜も＞ない」否定・断定をやわらげた言い方。
「だからといって君が憎＜にく＞いわけではない」
「別に反対するわけではない」
「～ないわけでは＜も＞ない」（　少しは～～だ）
「近所にも松の木がないわけではないが、
「結婚したくないわけじゃないんだけど。
「馴れ合うつもりが無いわけでもない。
「そんな気配がないわけでもない。
比較：
＜～ない＞わけでは＜も＞ない
＜～ない＞のでは＜も＞ない
＜～ない＞ことでは＜も＞ない
＜～ない＞ものでは＜も＞ない

　　　＜～ない＞つもりでは＜も＞ない
＜～ない＞はずでは＜も＞ないか

（57）…をきっかけに／…をきっかけにして
「きっかけ」物事を始める手がかり。糸口。また、原因や動機。契機。
「事態打開のきっかけをつかむ」「話のきっかけを探す」
「ふとしたきっかけで知り合う」「ひょんなきっかけで友人となる」
大正15年、改造社の『現代日本文学全集』の刊行をきっかけに、一冊一円の廉価版の文学全集を予約出版する「円本」ブームが起こった。
この野口の不調をきっかけに、呼びかけ人たちは、お金と人の問題を強く意識するようになる。
表情はすぐ瞼＜まぶた＞の顫えたのをきっかけに、一層の冷たさと蒼白さを加えた。
それをきっかけに、「おやじ」のところへ四方から盃が差出された。
「をきっかけにして」
ちょうど月が出て空が明かるくなるように、巳之助の頭がこの言葉をきっかけにして明かるく晴れて来た。
しかし私はこの事件をきっかけにして更にいろいろの感想が胸に浮ぶ。
「をきっかけとして」

満蒙事件をきっかけとして、ブルジョア文化は、実に急激に、露骨に反動化しつつある。
だが「前衛」は階級的闘争を個人的な感情の対立をきっかけとして描写したところから、多くの欠点を持った。
（58）…を通じて／…を通して
「…を通じて」［連語］
＜１＞　全体に及ぼす。物事が全体に行きわたる。包括する。全体をとおしてみると。（表示整个時期,范围。接在时间名詞的后面，表示整个期间。此时一般用「〜を通じて」比较多。）
「一年を通じて暖かい」「一年を通じて雨が少ない」
「全国をを通じて流行する」「四季を通じて暖かい」
「生涯を通じて守りぬいた信念」
四季を通じて、私は秋という季節が一番好きである。
本当の生活には、よい生活には、一生を通じて何を為すかということ、一生を何に捧げるかということ、それがはっきりしていなければいけない。
両漢三国時代を通じて、文化の中樞が依然北支那に存したことは、否定することが出來ぬ。
＜２＞　あるものを経由する。また，仲介

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E3%81%AE%E6%89%8B" \o "の手の意味" の手段とする。（表示中介或手段。通过……）
「友人を通じて知り合う」「テレビを通じて訴える」
「インターネットを通じて知れわたる」「秘書をを通じて面会を乞う」
私は自身の貧弱なこの種の仕事の経験を通じて、一つの意味深い印象を得ている。
現在、わが劇壇を通じて、演劇の独立性を辛ふじて維持しているのは、さすがに歌舞伎劇のみである。
冬は四季を通じての庭のはらわたを見せるときである、
昔、伊東で病気を養っていた頃、東京の一流料理店の主人が、遊びに来たことがある。料理店を通じての友人ではなく、同郷の男である。
この旅行を通じての印象は、「北支日本色」と題する文章で既に読んで下さった方もあるだらうが、
私たちが始めて会遇した主なる動機は、もちろん人間としての交りでなく、ただその芸術を通じての交歓であった。
…を通して／…を通しての
＜１＞「～を通して」という場合は、何かを媒介にして行うことを指す言い回し。…を仲介・媒介とする。
「仲人を通して縁談をすすめる」
「受付を通して面会を申し込む」「服装を通して見た

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E7%8F%BE%E4%BB%A3" \o "現代の意味" 現代の若者」
換言すれば、ある角度を通して眺め、表わすところに――小説の文章の特殊性もあるのである。
底に一種の象徴が理窟なしに働いていて、ある角度を通して、写実以上に現実を高揚しなければ文学とは呼ばない習慣になっている。
人間は長いあいだの経験を通して、すべての赤ん坊の生命の育ってゆく筋道をだんだんに発見させられてきました。
そこで堀口君の訳詩を通して、ヱルレーヌを愛読し、ヱルレーヌに私淑しているという一青年が、かつて私に自作の詩を示して言った。
厳密に言えば、英国人の感情は、英語を通してでなければ表わし難く、仏国人の生活は、フランス語によらなければ描き出すことが困難なのである。
自分は同行者の温順な謙譲な人柄からその人がベデカの権威に絶対的に服従してベデカを通しての宮園のみを鑑賞する態度を感心もしまた歯がゆくも思った。
娘の恋愛やそれを通しての結婚の申出には極端に警戒している親は、自分が選ぶとなると、……。
＜２＞「一年間を通して」などと言う

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E5%A0%B4%E5%90%88" \o "場合の意味" 場合は、「一年の間ずっと」という意味。（表示整个時期,范围。接在时间名詞的后面，表示整个期间。此时，一般用「〜を通じて」比较多。）
其記事の豐富にして且つ多方面に渉っている點に於ては、足利時代を通して搜しても、到底其匹儔を見出すこと困難な次第ではあるが、
その頃、シャスタに登る人は、一と夏を通して、百人か百五十人位と登録せられていたし、……。
これらの作品は当初、個別に年代も順不同に発表されたものだが、全体を通して自伝的性格の長編小説となっており、後年「泡鳴五部作」としてまとめられた。
＜３＞（「通して…する」の形で）始めから終わりまで休みなしにある動作をする。（「徹す」とも書く）始めから終わりまで続ける。
「全曲を通して聞く」 「昼も夜も通して働く」
比较: …を通じて／…を通して
（59）〜をはじめ／…をはじめとして／…を始めとする
はじめ／初め・始め
①　はじめること。 ⇔終わり。
「仕事－」「勤め―」
「タバコの吸い―」
②　始めたばかりの段階・時。物事を行う最も早い時期。最初のころ。 副詞的にも用いる。
「－にお断り

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E7%94%B3%E3%81%97%E4%B8%8A%E3%81%92%E3%81%BE%E3%81%99" \o "申し上げますの意味" 申し上げます」「－気がつかなかった」「五月の―」
「何をするにも―が肝心だ」
「―から終わりまで読み通す」「―君だとは気づかなかった」
③　起源。起こり。また，先例。 
「国の－」 「これを－とする」
④　多くのもののうち，第一番目のもの，また，先の方のもの。順序のいちばん先。序列の第一。
「 －が男の子で次が女だ」 「 －の五首が良い」「―の話のほうがおもしろい」
⑤　（「…をはじめ」「…をはじめとして」の形で用いる）それが代表的な例であることを表す。多くの中で、主となるもの。また、先に立つもの。  （以及）
「社長をはじめとして社員

 HYPERLINK "http://www.weblio.jp/content/%E4%B8%80%E5%90%8C" \o "一同の意味" 一同」
「校長をはじめとして、教師全員」
「米をはじめとして食品の多くが」　
（並立関係）「分＜主・代表＞」以及「総」　／　「分１＜主・代表＞」以及「分２」
父母をはじめ伯母もかなり文学好きだからです。
清代の怪異短篇小説集「聊斎志異」からは、太宰治の「清貧譚」や「竹青」、芥川竜之介の「酒虫」をはじめ、数多くの作品が生まれています。
室の中の空気に凄じい激動が起こった。主人の武士をはじめ従者達は、雷にでも打たれたように背後＜うしろ＞へひっくりかえった。
私たちは人民外交学会をはじめとして中国の皆さんの確固たる原則的態度と同時に大きな友情を感じております。
東西の両国、浅草の奥山をはじめとして、神社仏閣の境内や、祭礼、縁日の場所には、必ず何かの観世物が出る。
この家は、父の洪皓をはじめとして、せがれの洪适、洪遵、洪邁の一家兄弟、揃いも揃って名臣であり、忠臣であり、学者であること、
紙の冊子を器として使ってきた本の世界で、書かれたものを大切に取り扱ってきたのは、編集者をはじめとする出版にたずさわる人たちでした。
この成功がきっかけとなって、圓朝をはじめとする落語や講談の速記本が、次々と刊行されるようになっていく。
また、上記の短歌、「君死にたまうことなかれ」をはじめとする 詩や小説、童話のみならず、……。
●　小柄な男はその夜＜よ＞をはじめとして折＜おり＞おりやって来た。
●　その時をはじめとして、甚六の家には奇怪なことがありだした。そして、フジの姿が夢とも現＜うつつ＞ともなく甚六夫婦の目に見えた。
比較：（並立関係）　をはじめ、および、ならびに、と、や、
（60）…をもとに／…をもとにして
もと／本／元
①　（多く「元」と書く）物事が生ずるはじめの物や所。事の起こり。物事の起こり。始まり。はじめ。
「－へさかのぼって考え直す」 
「火の－」 「出版－」
「事件の―をさぐる」「うわさの―をただす」
②　〔「基」とも書く〕物事の根本をなす所。根幹。基本。⇔末。 《本》
「生活の―を正す」「悪の―を断つ」
「 －が枯れる」 「農は国の－」 
基礎の意では「基」とも書く。基礎。根拠。土台。
「資料を－にして議論する」
「何を―に私を疑うのか」「事実を―にして書かれた小説」
③　（「因」とも書く）原因。理由。 
「失敗は成功の－」「間違いの－」
「酒が―でけんかする」「風邪は万病の―」
「喧嘩の－は些細なことだった」
④　（「素」とも書く）原料。原材料。たね。 《元》 
「大豆を－にして作る」 「 －を仕込む」
「たれの―」「料理の―を仕込む」
⑤　もとで。もとね。元金。原価。 《元》 
「－を取る」 「－を割る」 「－がかかる」
「―がかからない商売」「―をとる」
「…をもとに」「…をもとにして」
「サンドリヨン」の英訳版「シンデレラ」をもとに、水谷まさるが自由に再話した翻案作品。
大正時代に実際にあった事件を基に書かれた犯罪実録小説。
1900年から２年間、ベルリン大学東洋語学校に日本語教師として赴任し、帰国後、ドイツでの見聞をもとに、「学校芝居」を提唱し、そのための脚本も書いた。
雨の音や霧の音などを聞いて自然の音を楽しみ、その中から得た印象によって、それを基にして、何か作曲してみたいと思っていた。
淡くならない、そういう場合には白を混ぜるのであるという知識だけを基にして、十枚ばかり色々と工夫して油絵を描いて見た。
「をもとにする」「をもとにした」

彼の会話の断片を基にしたジャーナリストの評論。
その曲線は前に言った半円形を基とした半円筒の面の上をあちこち動きながらZの方向に延びて行くのである。
実戦練習　　20
＜１＞要点・難点などのまとめ・説明
●　インタビュー／ものがある／わけにはいかない／売れようがない／をはじめ
読解問題　　３　　
＜２＞単語の理解、語彙・慣用句とその説明など
●　情けは人のためならず／情けをかける／タチ／ぎごちない／怠ける
＜３＞構造の分析、全文の要旨のまとめ
●　よし、おやじにまけるものかと決心した。
●　どうしても助けなければならないような人がいない。居るとすれば多くはその人自身の問題。怠けて働かなかったり、選り好みをしていて仕事をしていなかったり。そんな人に情けをかけたらたしかに甘えるだけかもしれない。
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